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情熱教師 F i l e 6

今月の表紙　北海道伊
だ て

達緑
みどりがおか

丘高校　小
こ

関
せ き

　隼
じゅん

先生

生 徒 と 紡 ぐ

小関　隼先生　教職歴７年。同校に赴
任して３年目。進路指導部。２学年担
任。英語科。

北海道伊達緑丘高校　全日制／普通科／共学／１学年約 140人／ 2017 年度入試合
格実績（現役のみ）国公立大は、小樽商科大、室蘭工業大などに5人が合格。私立大は、
北星学園大、北海学園大、文教大などに延べ 50人が合格。

授業に夢中！
　　　小関先生の英語の授業では、ペアで話したり、
エッセーを書いたりと、絶えず英語を使っているし、し
かも自分の考えを伝える課題が多くて、頭が常にフル
回転しています。いつも50分間があっという間です！
　　　１年生の最初の頃は３～４つの単語をつなげて
話すだけで精いっぱいだったけれど、２年生になった
今では、２文くらいならすらっと話せるようになりまし
た。エッセーもだいぶ書けるようになり、自分でも驚
くほど英語力が上がっていると手応えを感じています。
　　　エッセーは、５分間で平均 50 単語以上は書け
るようになったよね。誰もが話したい、書きたいと思うよ
うなトピックを選び、活動を工夫してきたかいがあったよ。
　　　印象に残っているのは、最初と最後だけ英文が
決まっていて、その間を１人1文ずつ書いて、クラス全
員で物語を完成させた活動です。話をスムーズにつな
げるために前の人までが書いた英文を真剣に読んだし、
どう展開させようかと想像して書くのは楽しかった！
　　　事実や意見だけでなく、ユーモアのあることも
英語で表現できるようになってほしいと思って、この
活動を取り入れたんだ。みんな、想像力を発揮して、

かなり盛り上がったね。
　　　正直、授業以外で英語を使う機会はそんなに
ないと思っていましたが、修学旅行先で外国人に場所
を尋ねられたことがありました。思いの外聞き取れて、
英語で答えることができ、授業で学んだことは役に立
つんだと思いました。それと、相手の話す英語が先生
の発音と同じで、「先生、すごい！」と感動しました。
　　　それはうれしいな。先生が本格的に発音を学
び始めたのは大学時代で、１年間の留学もしたけれど、
今もＣＤを聞きながらの発音練習は欠かせないよ。
　　　修学旅行から帰ってきた後、授業でとっさに単
語が出てこないことがありました。ずっと授業がなかっ
たからだと思うと、毎日続けることが大切なのだと実
感しています。もう少し上手に英語を話せるようにな
りたいので、長く話す機会が授業にあるとうれしいです。
　　　みんな、かなり力がついてきたし、今度取り入
れよう！　将来、仕事で英語を使ったり、外国人と友人
になったりと、英語が必要な時に英語力がないからと
諦めてほしくないので、今後も、楽しみながら学べる
授業にしていくために工夫していくよ。
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生徒
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先生

先生

生徒

生徒

先生

徒は誰もが大きな力を秘めています。一人ひ

とり成長の仕方やスピードが違うので、私た

ち教師はつい見逃していることがあるかもしれませ

ん。しかし、今はまだ見えなくても、すべての生徒

が美しい力を持っていることを、私はたくさんの生

徒から教わってきました。Ａ君もその１人です。

　Ａ君は、教室では独りで過ごすことが多い生徒で

した。独りでいることは悪いことではありませんが、

持っている能力を社会で生かしていくためには、人

とつながるスキルも身につけてほしい。そして、ク

ラスの生徒たちには、お互いの個性を受け入れ、生

かし合える力を養ってもらいたい……担任の私はそ

う思いました。

　まずはＡ君のことを理解しようと、時間を見つけ

ては彼と話をしました。自分が居心地がよいと思う

ことや困っていることを私に伝えることで、他者と

つながる経験をしてもらいたかったのです。その一

方で、人とかかわるのが得意な生徒には「いつも独

りでいる子がいたら、みんなとかかわれるように気

にかけてほしい」と話し、生徒同士の自発的な働き

かけも促しました。

　当初、Ａ君との会話はぎこちないもので、彼も私

に打ち解けた様子は見せてくれませんでした。かか

わり方が間違っているのだろうかと不安になること

もありました。それでも数か月すると、次第にＡ君

から私に話しかけてくるようになり、さらにしばら

くすると、ほかの生徒がＡ君に勉強を教えてもらう

場面なども見られるようになりました。

年が過ぎたある日、Ａ君は「話を聞いてほし

い」と私のところへやってきました。そして、

日常生活の悩みや将来への不安など、自分自身のこ

とを一気に、一生懸命に語りながら、「先生はどう思

いますか？」と私に尋ねました。私は、彼の言葉に

精いっぱい耳を傾け、自分の考えを率直に伝えまし

た。彼の人柄に触れ、知らなかった彼を発見してい

く思いがしました。そして、ひとしきり話し終わると、

Ａ君は私に言ったのです。「これが僕です。僕の

ことを分かっていただけたでしょうか」。

　思いもよらない言葉に私は驚きました。そして、

Ａ君にとって、他者に自分のことを話すということ

は、どれほど勇気がいることだったのかを初めて理

解しました。彼にとって「分かってもらう」という

ことは、ただ言葉をやり取りすることではなく、今

の自分そのものを信頼できる他者に預けることだっ

たのです。人が人に対して勇気を振り絞り、力強い

意思を持って自分の思いを率直に伝える美しさを前

に、私は感動で胸がいっぱいになりました。

会には多様な個性を持つ人たちがいます。そ

して私たちは、自分にはない個性を前にした

時、それを受け入れることに躊躇することもありま

す。しかし学校は、お互いの個性を自分の尺度で解

釈せず、誰もが秘めている美しい力を信じ、相手の

立場に自分を置いて理解し合える場であってほしい

と思います。すべての生徒が、「これが私です」とあ

りのままの自分を仲間に預け、安心して居続けられ

るクラスをつくっていきたいと思っています。

No. 006
京都府・京都市立銅

どう

駝
だ

美術工芸高校

渡邉野子先生
わたなべ・なおこ

T o u c h e d  M y  H e a r t

◎教職 歴19 年。同校に赴任して６年目。
企画推進部主任。美術工芸科。 

京都府・京都市立銅駝美術工芸高校　全日制
／美術工芸科／共学／１学年約 90 人／2017
年度入試合格実績（現浪計）：国公立大は、金
沢美術工芸大、京都市立芸術大、広島市立
大などに31人が合格。私立大は、成安造形大、
京都精華大などに延べ 67人が合格。
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２年生　３学期
志望理由シート

 22 物理
  愛知県立知

ち

立
りゅう

東
ひがし

高校　都築慶和
  実験の失敗を成功に導く経験から、
  研究の醍醐味を実感し、協働の大切さも学ぶ

 26 英語
  大阪府立和泉高校　森　一真
  英語を使う必要感・有用感を重視した課題設定で
  生徒の主体性を引き出す

  「これが僕です」
  京都府・京都市立銅

どう

駝
だ

美術工芸高校　渡邉野
な お

子
こ

 30 宮城県・私立東北学院中学校・高校
  魅力的な学校づくり
  特色あるコース制の導入とＰＤＣＡサイクルの確立で、
  生徒の希望進路を実現

 34 三重県立桑名北高校
  学力向上とキャリア教育
  「オール桑北」で学力向上とキャリア教育改革を進め、
  地域に信頼される学校へ

 4 課題整理

  資質・能力の育成、学びの質の向上に向け、
  多面的評価の推進を
 8 座談会

  生徒の資質・能力を引き出し、
  可能性を広げる多面的評価とは
  神戸大学　アドミッションセンター　特命准教授　進藤明彦
  東京都立町田高校　統括校長　牛

ご

来
ら い

峯
み ね

聡
と し

  福岡県立折
おり

尾
お

高校　進路指導部　進学指導課長　中野孝太
 12 実践事例１　石川県立工業高校
  ルーブリックによる自己評価と教師の評価が
  自己を客観視させ、主体的な姿勢を育む
 17 実践事例２　静岡県立御

ご

殿
て ん

場
ば

南高校
  複数の教師による評価や生徒同士の相互評価で、
  自己理解を促し、多様な資質・能力を育む
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生徒とともに
気づく

◎今号の特集テーマの「多面的
評価」は、2016 年 12月公表の
中央教育審議会の答申に「大学
入学者選抜改革の観点からも、
こうした多面的な評価の充実が求
められる」とあるように、高校教
育と大学教育をつなぐ重要な要
素の１つとされています。そのた
め、大学入試改革の文脈におい
て注目されがちですが、大学入試
における多面的評価はあくまで充
実すべき点の一部です。まず考え
るべきは、高校教育における多
面的評価のあり方であり、それを
見いだして初めて、大学入試にど
のように向き合えばよいのかが見
えるのではないでしょうか。そして、
多面的評価の充実の先には、教
師だけでなく、生徒とともに得る
気づきがあると、今号の特集を通
じて感じていただけると思います。

『VIEW21』高校版
編集長　柏木 崇

今月の表紙メッセージ

これからの会議・研修のあり方、つくり方

  授業デザインを考える研修会
  ─長崎県の若手・中堅教師による自主研修会リポート─

46

大学生による高校生のための　大学の学び　最新ナビ

 42 法政大学　キャリアデザイン学部
  体験的な学びを通して自分に向き合い
  キャリアを創る視点を磨く

 44 大同大学　情報学部　総合情報学科
  かおりデザイン専攻
  １年次から社会とかかわり、
  多分野で活躍するかおりの専門家を目指す

42
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まあ理解している

57.8％

あまり理解していない

37.5％

全く理解していない

1.6％
よく理解している

3.1％

「よく・まあ理解している」と回答した教師の声
◎高校は大学に橋渡しして終わりではなく、３年間の生徒の成長の様
子を基に自校の指導を振り返ることができるようにしたい。そのため
に、高校は多面的に生徒の様子を見つめ、具体的な記述をもって大学
での初年次指導につなげたい。

◎様々な活動あるいは様々な面から評価されることで、子どもは積極
的に学びに向かうものではないでしょうか。少しでも「これでいいんだ」
と思わせることで、自ら学ぼうとする姿勢を創り上げていくものだと
思います。　

◎学力だけでは測れない生徒の様々な能力や長所を評価対象とするこ
とで、様々な資質・能力を持った生徒の進路の可能性が広がる。　

「あまり・全く理解していない」と回答した教師の声
◎必要性をまだ実感していない。

◎どのような資質・能力をどういった方法で評価しようとしているの
かが、あまり分からない。　　

◎日々の業務に追われすぎて、しっかり勉強する余裕があまりない。出典／『VIEW21』高校版読者モニターへのアンケート結果
（アンケートは 2017年 12 月にウェブとファクスで実施。回答数は64）

次期学習指導要領に関する中央教育審議会の答申や、2017年７月に文部科学省から公表された

「高大接続改革の実施方針等の策定について」でも述べられているように、

「多面的評価」は、高校教育においても今後一層求められていくと考えられる。

しかしながら、学校現場における多面的評価の理解は必ずしも進んでいるとは言えず、

それに取り組んでいる学校もまだまだ少ないというのが現状だ。

そこで今号では、多面的評価の現状と課題を整理し、

多面的評価の意義やそれを実践する上で留意すべき点について考えていく。

S p e c i a l  I s s u e 特 集

多面的評価に関する高校教師の状況

「多面的評価」の理解度を教えてください。Q
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神戸大学
アドミッション
センター
特命准教授　

進藤明彦

東京都立
町田高校
統括校長　

牛
ご

来
ら い

峯
み ね

聡
と し

福岡県立
折
おり

尾
お

高校
進路指導部
進学指導課長　

中野孝太

O v e r h e a d  V I E W

多面的評価の目的と課題
課題整理【P.4～7】

多面的評価の意義と実践上の留意点
座談会【P.8～11】

本号のテーマ

◎資質・能力を育成するためには、前の学びからどの
ように成長しているか、より深い学びに向かってい
るかどうかなどを捉えることが求められる。

◎各教科等の学習評価は、「知識・技能」「思考・判断・
表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観
点で行う。それらの観点は、毎回の授業ですべてを
見取るのではなく、単元や題材を通じたまとまりの
中で行うことが重要である。

◎資質・能力のバランスの取れた評価を行うために、

レポート作成、発表、グループワークといった多様
な活動によるパフォーマンス評価などを取り入れる
とともに、総括的評価のみならず、一人ひとりの多様
性に応じて、形成的評価を行い、資質・能力がどの
ように伸びているか、日々の記録やポートフォリオを
通じて把握することが必要である。

◎生徒一人ひとりが自らの学習状況やキャリアを見通し
たり、振り返ったりすることができるよう、教師から
の評価だけでなく自己評価を行うことも求められる。

◎ペーパーテストだけでは測れない生徒の隠れた力や可能性が見えることで、
教師の生徒理解が深まり、指導の質や意欲が向上する。

◎これからの時代に求められる力や授業で育みたい力を伝えることで、生徒は、
授業が自身の資質・能力を高める場になると理解し、前向きに取り組むよう
になる。

◎これまでは気づかれなかった資質・能力が評価され、認めてもらえることで、
生徒の自己肯定感の向上につながり、日常生活や学び、将来への意欲が高
まる。

◎生徒も教師も生き生きとし、学校全体が活性化する。

◎自校が育成を目指す資質・能力を全校で共有し、教師間でベクトルを合わせる。

◎主体性等を測る際、発言回数などだけの表層的な評価にならないよう、評価
基準等を定める。

◎教師からの評価だけでなく、自己評価・相互評価も取り入れ、多面的に評価
する。

◎総括的な評価だけでなく、eポートフォリオ等を通じて形成的な評価も行う。

◎生徒が自己の成長や変容を認識できる、振り返りの場面や仕かけを設定する。

◎社会で必要とされる人材の育成の結果、多様な資質・能力を身につけた生徒
が大学の多様な入試に対応できるという意識を持つ。

ルーブリックによる自己評価と教師の評価が
自己を客観視させ、主体的な姿勢を育む
石川県立工業高校

複数の教師による評価や生徒同士の相互評価で、
自己理解を促し、多様な資質・能力を育む
静岡県立御

ご

殿
てん

場
ば

南高校

高校教育において求められる多面的評価とはどのようなものか。
その実践のために教師に求められること、実践上の留意点は何か。

1

2

実践事例１
【P.12～16】

実践事例２
【P.17～21】

多
面
的
評
価
の
意
義

実
践
上
の
留
意
点
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Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
発
達
や
Ｉ
ｏ
Ｔ

（
＊
１
）
の
実
現
と
い
っ
た
技
術
革
新
な

ど
の
影
響
に
よ
り
、
以
前
は
想
像
も
し
な

か
っ
た
姿
に
社
会
は
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
予
測
困
難
な
社
会
を
生

き
る
生
徒
が
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
け
る

よ
う
、次
期
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
は
、

「
何
を
学
ぶ
か
」
と
い
う
、学
習
内
容
（
コ

ン
テ
ン
ツ
）
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
を
学

ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
「
何
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
か
」、
す
な
わ
ち
「
資
質
・
能
力
（
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
）
の
育
成
」
と
い
う
視
点

が
明
確
に
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
具

体
的
に
は
、「
生
き
て
働
く
知
識
・
技
能
」

「
未
知
の
状
況
に
も
対
応
で
き
る
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
等
」「
学
び
を
人
生
や

社
会
に
生
か
そ
う
と
す
る
学
び
に
向
か
う

力
・
人
間
性
等
」
の
資
質
・
能
力
の
３
つ

の
柱
で
あ
る
。

　

そ
う
い
っ
た
資
質
・
能
力
の
育
成
を
図

る
た
め
に
は
、
前
の
学
び
か
ら
ど
の
よ
う

に
成
長
し
て
い
る
か
、
よ
り
深
い
学
び
に

向
か
っ
て
い
る
か
ど
う
か
な
ど
を
捉
え
て

い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

学
習
評
価
に
お
い
て
、
生
徒
に
ど
う
い
っ

た
資
質
・
能
力
が
身
に
つ
い
た
か
、
実
際

の
指
導
に
よ
っ
て
表
出
し
た
生
徒
の
変
化

や
成
長
を
見
取
り
、
生
徒
が
次
の
学
び
に

向
か
え
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
こ
と
だ
。
今
後
、
各
校
に
は
、
資
質
・

能
力
の
３
つ
の
柱
に
基
づ
い
た
指
導
と
評

価
の
改
善
を
一
体
的
に
進
め
て
い
く
こ
と

が
、ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

次
期
学
習
指
導
要
領
で
は
、
す
べ
て
の

教
科
等
に
お
い
て
、教
育
目
標
や
内
容
を
、

資
質
・
能
力
の
３
つ
の
柱
に
基
づ
き
再
整

理
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
学
習
評
価
の

観
点
も
そ
れ
に
応
じ
て
、「
知
識
・
技
能
」

「
思
考
・
判
断
・
表
現
」「
主
体
的
に
学
習

に
取
り
組
む
態
度
」
の
３
つ
に
整
理
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
（
図
１
）。

　

そ
れ
ら
３
つ
の
観
点
に
つ
い
て
は
、
毎

回
の
授
業
で
す
べ
て
を
見
取
る
の
で
は
な

く
、
単
元
や
題
材
を
通
じ
た
ま
と
ま
り
の

中
で
、
学
習
・
指
導
内
容
と
評
価
の
場
面

を
適
切
に
組
み
立
て
て
行
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
特
に
、「
思
考
力
」
や
「
主
体

的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
な
ど
は
内

面
的
な
も
の
で
あ
り
、
可
視
化
し
づ
ら
い

た
め
、
挙
手
の
回
数
や
ノ
ー
ト
の
取
り
方

と
い
っ
た
形
式
的
な
活
動
の
結
果
や
単
一

の
評
価
方
法
の
み
で
評
価
が
完
結
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
留
意
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　

ま
た
、教
師
か
ら
の
評
価
だ
け
で
な
く
、

資
質
・
能
力
の
育
成
を
目
的
に

評
価
の
観
点
を
３
つ
に
整
理

多
面
的
評
価
が
求
め
ら
れ
る
背
景

多
様
な
活
動
を
通
し
て　

成
長
・
変
容
を
客
観
的
に
捉
え
る

高
校
教
育
に
お
け
る
多
面
的
評
価

課
題
整
理

資
質
・
能
力
の
育
成
、
学
び
の
質
の
向
上
に
向
け
、

多
面
的
評
価
の
推
進
を

多
面
的
評
価
と
は
、
ど
の
よ
う
に
生
徒
を
評
価
す
る
こ
と
な
の
か
、
従
来
の
評
価
と
は
何
が
異
な
る
の
か
。

次
期
学
習
指
導
要
領
に
関
す
る
中
央
教
育
審
議
会
の
答
申
や
、
文
部
科
学
省
か
ら
公
表
さ
れ
た
「
高
大
接
続
改
革
の
実
施
方
針
等
の
策
定
に
つ
い
て
」
な
ど
を
基
に
、

多
面
的
評
価
の
推
進
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
背
景
や
、
大
学
入
試
改
革
と
の
関
係
な
ど
と
合
わ
せ
て
、
解
説
す
る
。

＊１　Internet of Things の略。スマートフォンやパソコンだけでなく、様々な物に通信機能を持たせ、インターネットに接続したり、相互に通信したりして、自動制御や
情報収集などを行うこと。
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生
徒
の
自
己
評
価
や
生
徒
同
士
に
よ
る
相

互
評
価
を
す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
よ
り
客
観
的
に
生
徒

一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
学
習
状
況
や
キ
ャ

リ
ア
を
振
り
返
り
、
自
分
の
内
に
あ
る
可

能
性
や
資
質
・
能
力
を
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
生
徒
自
身
が
学

習
の
目
標
を
持
ち
、
方
略
を
見
直
し
な
が

ら
学
習
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ

う
。

　

変
化
を
見
通
す
こ
と
が
難
し
い
現
代
社

会
に
お
い
て
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
応
じ

た
資
質
・
能
力
を
伸
ば
し
て
い
く
た
め
に

は
、
校
内
の
多
様
な
活
動
を
通
し
て
個
々

の
生
徒
に
成
長
の
き
っ
か
け
を
与
え
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
の
過
程
と
成
果
を

踏
ま
え
た
指
導
が
重
要
と
な
る
。
そ
の
意

味
で
も
、
中
・
長
期
的
な
視
野
を
持
ち
、

プ
ロ
セ
ス
を
含
め
た
生
徒
個
々
の
学
び
を

把
握
す
る
評
価
の
開
発
と
、
そ
れ
を
校
内

で
共
有
す
る
体
制
を
つ
く
る
こ
と
が
、
す

べ
て
の
学
校
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え

る
。

　

生
徒
の
学
び
を
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
含

め
て
評
価
す
る
に
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
方
法
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。例
え
ば
、

論
述
や
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
、
発
表
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
い
っ
た
多
様
な
活
動
に

取
り
組
ま
せ
、そ
の
成
果
を
評
価
す
る「
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
」
は
そ
の
１
つ
で
あ

る
（
図
２
）。
従
来
の
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト

に
加
え
て
、
そ
う
い
っ
た
評
価
方
法
を
併

用
す
る
と
と
も
に
、
学
期
や
年
度
と
い
っ

た
ま
と
ま
っ
た
単
位
で
「
全
体
を
通
し
て

よ
か
っ
た
こ
と
（
悪
か
っ
た
こ
と
）」
を

見
る
総
括
的
な
評
価
の
み
な
ら
ず
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
が
多
様
に
学
び
を
つ
く
り
上

げ
て
い
く
過
程
を
見
る
形
成
的
な
評
価
を

行
い
、
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
が
ど
の

＊中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必
要な方策等について（答申）」を基に編集部で作成

現行学習指導要領 次期学習指導要領

知識・理解

技能

思考・判断・
表現

関心・意欲・
態度

知識・技能

思考力・判断力・
表現力等

学びに向かう力・
人間性等

○○を理解している／○○の
知識を身につけている
○○することができる／○○
の技能を身につけている

（例）

知識・技能

学習評価の
観点

資質・能力の
３つの柱

学習評価の
観点

各教科等の学習評価の観点図１

多様な評価方法の例図２

パフォーマンス評価
知識やスキルを使いこなす（活用・応用・統合する）ことを求める
ような評価方法。論説文やレポート、展示物といった完成作品（プ
ロダクト）、スピーチやプレゼンテーション、協同での問題解決、実
験の実施といった実演（狭義のパフォーマンス）を評価する。

ルーブリック
成功の度合いを示す数レベル程度の尺度と、それぞれのレベルに対
応するパフォーマンスの特徴を示した記述語（評価規準）からなる
評価基準表（下記はイメージ例）。

尺度
項目 Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅰ

項目
……できる
……している

……できる
……している

……できる
……している

……できない
……していない

ポートフォリオ評価
児童・生徒の学習の過程、成果などの記録や作品を計画的にファイ
ル等に集積。そのファイル等を活用して児童・生徒の学習状況を把
握するとともに、児童・生徒や保護者等に対し、その成長の過程や
到達点、今後の課題等を示す。

＊中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の
改善及び必要な方策等について（答申）」の補足資料を基に編集部で作成

各教科等の特質に応じ育まれる
見方や考え方を用いて探究する
ことを通じて、考えたり判断し
たり表現したりしている

主体的に知識・技能を身につ
けたり、思考・判断・表現を
しようとしたりしている

（例）

（例）

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

記述語

特集
　

多面的評価─そのあり方と実践を考える

ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
に
偏
ら
な
い
　

学
習
過
程
を
含
め
た
評
価
が
求
め
ら
れ
る

多
面
的
評
価
の
方
法
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よ
う
に
、
ど
の
程
度
伸
び
て
い
る
の
か
を

把
握
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
だ
。
そ
の
た

め
に
は
、
日
々
の
学
び
や
活
動
を
個
人
で

記
録
す
る
、「
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
（
Ｐ
．５

図
２
）。

　

高
校
教
育
、
大
学
教
育
、
大
学
入
学
者

選
抜
を
三
位
一
体
で
改
革
す
る
高
大
接
続

改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
２
０
１
７
年

７
月
に
公
表
さ
れ
た
「
高
大
接
続
改
革
の

実
施
方
針
等
の
策
定
に
つ
い
て
」
で
は
、

21
年
度
大
学
入
学
者
選
抜
か
ら
、「
一
般

入
試
」「
Ａ
Ｏ
入
試
」「
推
薦
入
試
」
と
い

う
従
来
の
入
試
区
分
を
、「
一
般
選
抜
」「
総

合
型
選
抜
」「
学
校
推
薦
型
選
抜
」
に
改

め
る
と
さ
れ
た
。

　

一
般
選
抜
で
は
、
筆
記
試
験
に
加
え
、

「
主
体
性
を
持
っ
て
多
様
な
人
々
と
協
働

し
て
学
ぶ
態
度
」
を
よ
り
積
極
的
に
評
価

す
る
た
め
、
調
査
書
や
志
願
者
本
人
が
記

載
す
る
資
料
等
の
積
極
的
な
活
用
を
促
す

と
し
て
い
る
。
総
合
型
選
抜
、
学
校
推
薦

型
選
抜
に
お
い
て
は
、
調
査
書
・
推
薦
書

等
の
提
出
書
類
だ
け
で
な
く
、
小
論
文
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
口
頭
試
問
、
各

教
科
・
科
目
に
係
る
テ
ス
ト
、「
大
学
入

学
共
通
テ
ス
ト
」
等
の
う
ち
、
少
な
く
と

も
い
ず
れ
か
１
つ
の
活
用
が
必
須
化
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
こ

れ
か
ら
の
大
学
入
学
者
選
抜
に
お
い
て

は
、
ど
の
よ
う
な
入
試
形
態
で
あ
っ
て
も

多
面
的
評
価
が
推
進
さ
れ
る
見
通
し
だ
。

　

さ
ら
に
、
資
質
・
能
力
を
適
切
に
評
価

す
る
た
め
、
18
年
度
高
校
入
学
生
か
ら
、

調
査
書
の
様
式
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
も
明

記
さ
れ
た
（
図
３
）。
具
体
的
に
は
、
現

行
の
様
式
か
ら
、「
指
導
上
参
考
と
な
る

諸
事
項
」
の
欄
が
拡
充
さ
れ
、
時
系
列
で

６
つ
の
項
目
（
①
各
教
科
・
科
目
及
び
総

合
的
な
学
習
の
時
間
の
学
習
に
お
け
る
特

徴
等
、
②
行
動
の
特
徴
、
特
技
等
、
③
部

活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
留
学
・
海

外
経
験
等
、
④
取
得
資
格
・
検
定
等
、
⑤

表
彰
・
顕
彰
等
の
記
録
、
⑥
そ
の
他
）
ご

と
に
記
載
で
き
る
よ
う
に
分
割
さ
れ
る
。

ま
た
、裏
表
の
両
面
１
枚
の
制
限
を
撤
廃
。

こ
れ
ま
で
調
査
書
は
３
年
生
の
学
級
担
任

が
作
成
す
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
が
、
今
後
は
、
３
年
間
を
通
じ
た
計

画
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
生
徒
の
希
望
進
路
の
実

現
と
い
う
面
か
ら
も
、
多
面
的
評
価
の
推

進
は
、
現
場
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
と
言

＊文部科学省「大学入学者選抜改革について」（2017 年 7月）の記載資料を基に編集部が
作成

新たな調査書のイメージ（案）図３

裏面

表面

多
様
な
資
質
・
能
力
を

多
面
的
に
測
る
大
学
入
試
へ

大
学
入
試
改
革
に
お
け
る
多
面
的
評
価

調査書の様式について、裏表の両面１枚となっているが、
この制限を撤廃し、弾力的に記載できるようにする。

大学が指定する特定の分野（例：保健体育、芸術、家庭、
情報等）において、特に優れた学習成果を上げたことを
記載することができる。

指導要録に合わせて、現行の調査書の５、８、
９の項目の順番を入れ替え。

（注）「調査書記入上の注意事項等について」に
おいて、共通の留意事項として記載。
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え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

国
公
立
・
私
立
を
問
わ
ず
、
各
大
学
の

入
学
者
受
入
れ
の
方
針
に
基
づ
き
、
受

験
者
を
多
面
的
に
評
価
す
る
た
め
の
入
学

者
選
抜
改
革
の
取
り
組
み
も
進
展
し
て
い

る
。「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」
や
「
主

体
性
を
持
っ
て
多
様
な
人
々
と
協
働
し
て

学
ぶ
態
度
」
に
関
す
る
評
価
が
よ
り
重
視

さ
れ
る
よ
う
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
「
主

体
性
等
」
を
評
価
す
る
一
般
選
抜
の
モ
デ

ル
の
開
発
が
そ
の
１
つ
だ
（
図
４
）。

　

例
え
ば
、
文
部
科
学
省
「
大
学
入
学
者

選
抜
改
革
推
進
委
託
事
業
（
主
体
性
等
分

野
）」で
構
築
・
運
営
す
る
、高
大
接
続
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト「JA

PA
N
 e-Portfolio

」は
、

高
校
生
が
学
校
の
授
業
や
行
事
、
部
活
動

な
ど
で
の
学
び
や
、
自
身
が
取
得
し
た
資

格
・
検
定
、
学
校
以
外
の
活
動
成
果
を
記

録
し
、
そ
れ
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
で

ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
し
て
情
報
を
蓄
積

す
る
と
と
も
に
、
将
来
的
に
は
そ
の
デ
ー

タ
を
大
学
入
試
時
に
利
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
高
校
ま
で
の
学
習
履
歴
等
を
大

学
教
育
に
お
け
る
初
年
次
教
育
に
反
映
し

た
り
、
大
学
で
の
学
修
歴
等
を
就
職
活
動

に
お
け
る
エ
ン
ト
リ
ー
時
に
活
用
し
た
り

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
紙
ベ
ー

ス
で
の
記
録
・
保
管
に
比
べ
て
、
ｅ
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
は
、
情
報
の
編
集
や
統
合
が

容
易
で
、
保
存
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
劣
化
せ

ず
、
写
真
や
映
像
な
ど
の
大
容
量
の
デ
ジ

タ
ル
デ
ー
タ
も
記
録
で
き
る
。さ
ら
に
は
、

学
校
内
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
で
、

こ
れ
ま
で
よ
り
も
情
報
共
有
が
し
や
す
く

な
る
。
高
校
３
年
間
の
指
導
に
つ
い
て
、

不
断
の
改
善
を
図
っ
て
い
く
上
で
も
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
情
報
や
資
料
を
効
率
・

効
果
的
に
管
理
で
き
る
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
の
導
入
は
、
今
後
さ
ら
に
加
速
す
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。＊

　

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
生
徒
の

資
質
・
能
力
を
適
切
に
測
る
上
で
多
面

的
評
価
の
推
進
が
必
要
で
あ
り
、
大
学
入

試
も
そ
の
方
向
で
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
で
は
、実
際
に
多
面
的
評
価
を
推
進
・

実
践
し
て
い
る
教
師
は
、
多
面
的
評
価
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
、
ど
の
よ
う
な
点
に
留

意
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
ペ
ー
ジ
か

ら
の
現
場
教
師
と
識
者
の
語
り
合
い
や
、

多
面
的
評
価
に
取
り
組
ん
で
い
る
学
校
の

実
践
事
例
を
通
し
て
見
て
い
く
。

ICTを活用した「主体性等」を評価する一般選抜のモデル図４

＊文部科学省「高大接続改革の進捗状況について 1」（2016 年 8月）を基に編集部で作成

高
校
教
育

大
学
教
育

大
学
入
試

高校ｅポートフォリオ
•基本情報（氏名、フリガナ、性別、生年月日、住所、連絡先、保護者、出身高校、
入学年、卒業見込年など）

•特別活動歴（参加大会、表彰歴、賞状（画像）、留学履歴、留学先成績表（画像）など）
•その他（学びの振り返り、課題研究の履歴、教員や外部者による評価（コメント））

大学ｅポートフォリオ
•学びの計画書　•高校までの学習履歴など　•大学において学修歴等ポートフォリオの活用

※初年次教育に活用、就職活動のエントリーにも活用可能

各大学インターネット出願システム

志願者情報のデータベース
•基本情報（氏名、住所など）
•志望日程、志望学部・学科、受験科目、試験地など
•特別活動歴　•調査書による情報

提出書類
•志望理由書、学びの計画書、課題
小論文など
•動画による自己アピールなど

特別活動への
評価を入力

データ転送データ入力・転送

得点化得点化

調査書作成に
活用

デジタル調査書
•教科・科目の評定　
•学習成績概評　•出欠の記録　
•特別活動の記録　
•指導上参考となる諸事項等

「主体性等」を評価することのできる
入学者選抜モデル開発 書類評価「主体性等」の評価得点　＋　学力検査得点

合否判定

特集
　

多面的評価─そのあり方と実践を考える

e
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
活
用
で
　

高
校
・
入
試
・
大
学
を
つ
な
ぐ

7  Februar y  2018

Q7-582-000 2017 年度VIEW21孝行版 2月号 6頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校
01/31
南部

念
校
02/02
南部 - -/-

- - -/-
- - -/-

-Q7-582-000 2017 年度VIEW21孝行版 2月号 7頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校
01/31
南部

念
校
02/02
南部 - -/-

- - -/-
- - -/-

-
P004-007_view21koukou-2g.indd   7 18/02/02   9:46



編
集
部　
多
面
的
評
価
を
行
う
こ
と
の
意

義
は
何
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

牛
来　
い
わ
ゆ
る
学
力
の
３
要
素
を
適
正

に
評
価
す
る
と
い
っ
た
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
多
面
的
評
価
に
よ
っ
て
、
教
師
の
生

徒
理
解
が
深
ま
り
、
指
導
へ
の
意
識
が
高

ま
り
ま
す
。
授
業
や
学
校
行
事
、
委
員
会

活
動
や
部
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
、
様
々
な
場
面
で
生
徒
の
活
躍
に
目
を

向
け
、
そ
れ
ら
を
評
価
の
対
象
と
す
る
こ

と
で
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
だ
け
で
は
見
え

な
い
生
徒
の
隠
れ
た
力
や
可
能
性
が
見
え

て
き
ま
す
。
そ
う
し
た
生
徒
の
姿
を
間
近

に
見
た
教
師
は
、
そ
の
力
を
も
っ
と
伸
ば

そ
う
と
考
え
、
生
徒
へ
の
支
援
が
前
向
き

な
も
の
に
変
わ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
指

導
が
生
徒
の
自
己
肯
定
感
の
向
上
に
結
び

つ
き
、
日
常
生
活
や
将
来
へ
の
意
欲
を
高

め
て
い
く
…
…
そ
の
よ
う
な
相
乗
効
果
に

よ
っ
て
、生
徒
も
教
師
も
生
き
生
き
と
し
、

学
校
全
体
が
活
性
化
し
て
い
く
の
で
す
。

中
野　
実
際
、
教
科
指
導
に
多
面
的
評
価

を
取
り
入
れ
た
と
こ
ろ
、
生
徒
の
授
業
に

向
か
う
意
欲
や
態
度
が
変
わ
り
ま
し
た
。

地
理
歴
史
・
公
民
は
事
実
的
内
容
を
学
習

す
る
の
で
、
そ
れ
に
関
心
が
な
い
と
「
暗

記
す
れ
ば
よ
い
」
と
い
っ
た
態
度
に
な
り

が
ち
で
す
。
し
か
し
、
授
業
の
前
に
評
価

の
観
点
を
記
し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
生
徒

に
示
し
、今
の
時
代
に
必
要
な
力
は
何
か
、

そ
の
た
め
に
授
業
で
ど
う
い
っ
た
力
を
育

ん
で
い
く
の
か
を
伝
え
る
こ
と
で
、
授
業

は
教
師
か
ら
知
識
を
与
え
ら
れ
る
だ
け
の

場
で
は
な
く
、
自
分
の
資
質
・
能
力
を
伸

ば
し
、
認
め
ら
れ
る
場
で
あ
る
こ
と
を
、

生
徒
は
理
解
し
ま
す
。
生
徒
の
中
に
授
業

に
対
す
る
構
え
が
で
き
る
た
め
、
自
分
の

強
み
・
弱
み
は
何
か
、
ど
こ
を
伸
ば
せ
ば

よ
い
の
か
、
自
分
が
グ
ル
ー
プ
に
貢
献
で

き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
、
授
業
に
前
向

き
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

進
藤　
こ
れ
ま
で
多
く
の
高
校
が
、
ペ
ー

パ
ー
テ
ス
ト
の
点
数
や
進
学
実
績
を
上

げ
る
こ
と
を
強
く
求
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
の

指
標
で
教
育
活
動
が
評
価
さ
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
教
科
外
の
活
動

の
評
価
や
知
識
・
技
能
以
外
の
資
質
・
能

力
に
ま
で
意
識
を
向
け
に
く
か
っ
た
状
況

が
、
今
回
の
高
大
接
続
改
革
に
よ
っ
て
変

わ
り
、
知
識
偏
重
の
教
育
か
ら
脱
却
す
る

最
大
の
好
機
に
な
る
こ
と
を
、
お
二
人
の

話
を
伺
っ
て
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

編
集
部　
多
面
的
評
価
を
ど
の
よ
う
に

神戸大学
アドミッションセンター
特命准教授

進藤明彦
しんどう・あきひこ

岡山県公立高校教諭
（生物）、科学技術振
興機構理科教育支援
センター主任アナリス
トを経て、現職。

座
談
会

生
徒
の
資
質
・
能
力
を
引
き
出
し
、

可
能
性
を
広
げ
る
多
面
的
評
価
と
は

高
大
接
続
改
革
で
目
指
す
資
質
・
能
力
の
育
成
を
実
現
す
る
上
で
求
め
ら
れ
る
の
が
、
多
面
的
評
価
だ
。

中
で
も
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
だ
け
で
は
測
り
づ
ら
い
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」
や
「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
な
ど
の

資
質
・
能
力
の
適
正
な
評
価
に
お
い
て
は
、
多
面
的
評
価
の
視
点
が
特
に
求
め
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
多
面
的
評
価
に
取
り
組
む
３
人
の
教
師
の
話
か
ら
、

多
面
的
評
価
の
意
義
と
そ
れ
を
実
践
す
る
上
で
留
意
す
べ
き
点
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

生
徒
の
隠
れ
た
力
が
見
え
る
こ
と
で

教
師
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
る

周
り
の
生
徒
に
刺
激
さ
れ
て

一
歩
を
踏
み
出
す
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行
っ
て
い
る
の
か
、
実
践
内
容
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

牛
来　
本
校
で
は
、
社
会
や
人
生
へ
の
向

き
合
い
方
、
価
値
観
な
ど
を
学
ぶ
機
会
と

し
て
、
１
・
２
年
生
で
年
２
回
、
３
年
生

で
年
１
回
の
「
教
養
講
座
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
種
の
講
演
会
は
話
を
聞
い
て

感
想
を
書
く
程
度
で
し
た
が
、
そ
れ
で
は

時
間
が
経
つ
と
講
演
直
後
の
感
動
を
忘
れ

て
し
ま
い
、
生
徒
の
中
に
何
も
残
ら
な
い

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、こ
の「
教

養
講
座
」
で
は
、
講
演
後
に
生
徒
が
話
し

合
い
、
ま
た
書
く
こ
と
で
自
分
の
考
え
を

整
理
す
る
機
会
を
多
く
設
け
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
各
自
で
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
整
理

し
た
講
演
の
論
点
を
基
に
、
自
分
の
考
え

を
４
０
０
字
で
ま
と
め
ま
す
。そ
の
上
で
、

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
を
し
た
り
、
講
演

者
と
の
質
疑
応
答
を
行
っ
た
り
し
ま
す
。

そ
し
て
、
学
年
全
体
で
共
有
し
た
い
内
容

は
、「
教
養
講
座
通
信
」
に
掲
載
し
ま
す
。

教
師
は
、
そ
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
通

し
て
、
生
徒
の
変
化
や
努
力
を
見
取
り
、

４
０
０
字
の
ま
と
め
を
読
ん
で
「
自
分
の

意
見
を
持
つ
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
」
を

３
段
階
で
評
価
し
ま
す
。
そ
の
方
法
に
変

え
て
か
ら
は
、
講
演
者
に
質
問
す
る
生
徒

が
増
え
、
一
歩
を
踏
み
出
せ
な
か
っ
た
生

徒
も
周
り
の
生
徒
に
刺
激
さ
れ
て
、
主
体

的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

中
野　
私
は
、
毎
回
の
授
業
で
生
徒
に
振

り
返
り
シ
ー
ト
を
書
か
せ
、
単
元
末
と
学

年
末
に
は
そ
れ
ぞ
れ
自
己
評
価
を
行
わ
せ

ま
す
。
さ
ら
に
、学
期
に
１
回
、パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
課
題
で
他
者
評
価
の
機
会
も
設
け

て
い
ま
す
。
授
業
で
の
自
己
評
価
は
、
毎

回
す
べ
て
の
観
点
を
振
り
返
る
と
時
間
が

か
か
る
の
で
、
観
点
を
絞
っ
て
評
価
さ
せ

て
い
ま
す
。

編
集
部　
評
価
を
行
う
際
に
は
、
ど
の
よ

う
な
点
に
注
意
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

中
野　
授
業
に
お
け
る
評
価
で
特
に
注
意

し
て
い
る
の
は
、
自
己
評
価
と
他
者
評

価
の
両
方
を
行
う
こ
と
で
す
。
自
己
評
価

を
さ
せ
る
こ
と
で
、
以
前
と
比
べ
て
ど
う

だ
っ
た
の
か
、
過
去
の
自
分
と
の
差
異
を

認
識
し
、
新
た
な
目
標
や
課
題
を
持
っ
て

学
習
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
自
己
評
価
で
よ
い
評
価
を
つ
け
た
生

徒
が
、
単
元
末
に
行
う
グ
ル
ー
プ
課
題
後

の
相
互
評
価
に
お
い
て
、
メ
ン
バ
ー
か
ら

「
も
っ
と
頑
張
っ
て
ほ
し
か
っ
た
」と
い
っ

た
厳
し
い
評
価
を
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。他
者
か
ら
も
指
摘
を
受
け
る
こ
と
で
、

自
己
と
他
者
の
認
識
の
違
い
に
気
づ
き
、

自
分
を
よ
り
客
観
視
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

そ
し
て
、
教
師
が
主
体
性
や
協
働
性
を

測
る
際
、
発
言
の
回
数
な
ど
だ
け
で
評
価

し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。
発

言
の
頻
度
や
声
の
大
き
さ
を
基
準
に
し
て

し
ま
う
と
「
言
っ
た
も
の
勝
ち
」
に
な
る

か
ら
で
す
。
教
師
間
で
し
っ
か
り
評
価
基

準
を
定
め
て
、
記
述
や
発
言
の
内
容
、
行

動
な
ど
か
ら
生
徒
の
変
容
を
捉
え
る
こ
と

東京都立町田高校
統括校長

牛来峯聡
ごらい・みねとし

教職歴 35 年。同校
に赴任して３年目。
東京都教育委員会
などを経て、現職。

福
岡
県
立
折
尾
高
校

◎
商
業
系
２
学
科
、
家
庭
系
１
学
科
を
擁
す
る
専

門
高
校
。
実
学
を
重
視
し
、
企
業
と
連
携
し
た
課

題
解
決
型
学
習
を
行
う
。
福
岡
県
立
学
校
「
新
た

な
学
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
研
究
開
発
校
。

◎
設
立　

１
９
５
６
（
昭
和
31
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
・
ビ
ジ
ネ

ス
情
報
科
・
生
活
デ
ザ
イ
ン
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

1
学
年
約
２
４
０
人

◎
２
０
１
７
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）

４
年
制
大
学
は
、
北
九
州
市
立
大
、
近
畿
大
、
福
岡

大
、
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
な
ど
に
延
べ
34
人

が
合
格
。
短
大
、
専
門
学
校
進
学
98
人
。
就
職
95
人
。

◎U
RL

　

http://orio.fku.ed.jp/D
efault2.

aspx

東
京
都
立
町
田
高
校

◎
２
０
０
７
年
度
か
ら
東
京
都
教
育
委
員
会
「
進

学
指
導
特
別
推
進
校
」の
指
定
を
受
け
、海
外
研
修
、

調
査
研
究
活
動
、
理
数
教
育
の
充
実
な
ど
に
力
を

入
れ
、「
未
来
に
向
け
た
人
づ
く
り
」
を
図
る
。

◎
設
立　

１
９
２
９
（
昭
和
４
）
年

◎
形
態　

全
日
制
・
定
時
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

1
学
年
約
３
０
０
人

◎
２
０
１
７
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
筑
波
大
、

東
京
工
業
大
、
一
橋
大
、
大
阪
大
な
ど
に
54
人
が

合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
上
智
大
、
早

稲
田
大
な
ど
に
延
べ
７
７
６
人
が
合
格
。

◎U
RL

　

http://w
w
w
.m
achida-h.m

etro.
tokyo.jp/zen/indexa.htm

福岡県立折
おり

尾
お

高校
進路指導部

進学指導課長

中野孝太
なかの・こうた

教職歴 13 年。同校
に赴任して３年目。
担当教科は地理歴
史・公民。

特集
　

多面的評価─そのあり方と実践を考える

自
己
評
価
と
他
者
評
価
の
両
方

で
、
自
己
を
客
観
視
さ
せ
る
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が
大
切
で
す
。

牛
来　
管
理
職
と
し
て
意
識
し
て
い
る
の

は
、
教
師
間
の
ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
る
こ

と
で
す
。
本
校
で
は
２
０
１
７
年
９
月
、

育
て
た
い
生
徒
像
を
明
確
に
し
て
従
来
の

取
り
組
み
を
整
理
し
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
を
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
本
校
の

取
り
組
み
を
整
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的

や
目
標
を
明
確
に
し
た
だ
け
な
の
で
、
先

生
方
は
問
題
な
く
受
け
入
れ
て
く
れ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
を
増
や
す
の
で
は

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
の
実
効
性

を
高
め
る
こ
と
で
教
育
活
動
の
底
上
げ
を

図
り
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
個
々
の
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た

め
に
は
、
従
来
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
組
織

を
再
編
す
る
こ
と
も
必
要
だ
と
考
え
、
前

述
の
教
養
講
座
の
担
当
は
、
新
分
掌
組
織

の
「
調
査
研
究
・
研
修
部
」
と
し
ま
し
た
。

多
忙
な
担
任
団
に
代
わ
っ
て
準
備
を
進

め
、
３
段
階
の
評
価
基
準
に
つ
い
て
も
担

任
と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
に
役
割
を
与
え
る

こ
と
で
、
責
任
を
持
っ
て
学
校
を
動
か
そ

う
と
す
る
先
生
方
の
意
識
が
高
ま
り
、
取

り
組
み
は
軌
道
に
乗
り
ま
し
た
。

進
藤　
多
面
的
評
価
の
実
践
が
う
ま
く
行

わ
れ
て
い
る
学
校
で
は
、
管
理
職
や
ミ
ド

ル
リ
ー
ダ
ー
が
先
生
方
を
引
っ
張
り
、
ビ

ジ
ョ
ン
を
全
校
で
共
有
し
て
い
ま
す
。
一

部
の
教
師
だ
け
で
育
み
た
い
資
質
・
能
力

や
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
考
え
て
提
示
す
れ

ば
、
ほ
か
の
教
師
は
楽
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
い
ま
一
つ
腑
に
落
ち
な
か
っ
た
り
、

考
え
方
に
違
い
が
あ
っ
た
り
し
て
前
向
き

に
取
り
組
め
な
い
と
い
っ
た
状
況
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

　

最
初
は
時
間
が
か
か
っ
て
も
、
生
徒
に

ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
育
み
た
い
の

か
を
議
論
し
、
部
活
動
で
は
こ
の
資
質
・

能
力
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
は

こ
の
資
質
・
能
力
と
い
っ
た
よ
う
な
共
通

理
解
を
持
て
れ
ば
、
あ
と
は
具
体
的
な
評

価
指
標
を
つ
く
る
だ
け
で
各
活
動
を
ス

ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

編
集
部　
高
校
時
代
ま
で
に
多
様
な
資

質
・
能
力
を
培
っ
た
高
校
生
が
増
え
て
い

く
中
で
、
大
学
で
は
ど
の
よ
う
に
求
め
る

人
材
を
選
抜
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

進
藤　
先
生
方
の
中
に
は
「
高
校
で
多
面

的
評
価
を
行
っ
て
も
、
大
学
入
試
で
は
そ

の
結
果
を
し
っ
か
り
見
て
も
ら
え
な
い
の

で
は
な
い
か
」「
一
般
入
試
に
多
面
的
評

価
は
関
係
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ

た
不
安
や
疑
問
を
お
持
ち
の
方
が
少
な
く

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。文
部
科
学
省
は
、

推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
だ
け
で
は
な
く
一
般
入

試
で
も
多
面
的
・
総
合
的
評
価
を
求
め
る

方
向
で
動
い
て
い
ま
す
。

　

本
学
で
も
、
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
で
得
た

多
面
的
・
総
合
的
評
価
に
よ
る
選
抜
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
一
般
入
試
に
生
か
す
こ
と
を
考

え
て
お
り
、
19
年
度
入
試
か
ら
７
学
部
で

Ａ
Ｏ
型
の
「『
志
』
特
別
入
試
」
を
実
施

し
ま
す
。
例
え
ば
、
国
際
人
間
科
学
部
環

境
共
生
学
科
で
は
、１
次
選
抜
で
調
査
書
・

活
動
報
告
書
な
ど
の
書
類
審
査
や
、
大
学

で
学
ぶ
上
で
必
要
と
な
る
基
礎
学
力
を
測

る
総
合
問
題
、
大
学
教
員
の
講
義
を
聴
講

し
て
の
レ
ポ
ー
ト
作
成
を
課
し
、
２
次
選

抜
で
ポ
ス
タ
ー
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・

小
論
文
と
面
接
・
口
頭
試
問
を
行
う
と
い

う
選
考
プ
ロ
セ
ス
に
し
て
、受
験
生
の
資

質・
能
力
を
多
面
的
・
総
合
的
に
評
価
す

る
予
定
で
す
。

中
野　
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
で
は
、
ど
の
大

学
で
も
小
論
文
や
面
接
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
主

体
性
や
思
考
力
を
伸
ば
す
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
ら
の
資
質
・
能
力
を
表
現
で
き
る
力

も
身
に
つ
け
て
お
か
な
け
れ
ば
、
入
試
で

は
通
用
し
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

牛
来　
講
義
の
聴
講
後
に
レ
ポ
ー
ト
を
作

成
す
る
と
い
う
形
態
は
、
本
校
の
教
養
講

座
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
高
校
と

大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
多
面
的
評
価
に
つ
い
て

真
剣
に
考
え
る
ほ
ど
、
高
校
に
お
け
る
評

価
の
あ
り
方
と
大
学
が
求
め
る
学
生
像
は

一
致
す
る
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

た
だ
、
私
た
ち
高
校
教
師
は
、
大
学
入

試
を
過
度
に
意
識
し
て
教
育
活
動
を
変
え

る
と
い
っ
た
事
態
は
避
け
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。
20
年
後
、
30
年
後
の
社
会
で
必

要
と
さ
れ
る
人
材
を
育
む
た
め
に
、
高
校

は
ど
の
よ
う
な
教
育
活
動
を
展
開
す
べ
き

か
と
い
う
視
点
を
持
ち
続
け
な
が
ら
、
多

面
的
評
価
を
実
践
す
る
中
で
、
生
徒
に
多

様
な
資
質
・
能
力
を
発
揮
さ
せ
た
い
と
考

多
面
的
評
価
は
、
生
徒
の

資
質
・
能
力
を
引
き
出
し
、

意
欲
的
に
取
り
組
む
姿
勢
を
育
む

牛
来
峯
聡

多
様
な
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
た

そ
の
先
に
大
学
入
試
が
あ
る
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え
て
い
ま
す
。そ
の
結
果
、多
様
な
資
質
・

能
力
を
身
に
つ
け
た
生
徒
が
、大
学
が
用

意
し
て
い
る
多
様
な
入
試
に
対
応
で
き
る

と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
を
描
く
こ
と
が
、高

校
に
求
め
ら
れ
る
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。

進
藤　
私
も
、
調
査
書
や
活
動
報
告
書
の

作
成
の
た
め
に
「
資
格
取
り
合
戦
」
と
な

る
の
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

ま
す
。「『
志
』
特
別
入
試
」
で
は
高
校
時

代
の
活
動
実
績
の
記
入
欄
を
５
つ
に
し
ま

し
た
が
、
そ
れ
は
、
活
動
実
績
が
多
け
れ

ば
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
本

学
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

牛
来　
活
動
履
歴
を
残
す
こ
と
が
多
面
的

評
価
だ
と
捉
え
ら
れ
る
と
、
非
常
に
狭
い

教
育
活
動
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
多
面

的
評
価
は
、
生
徒
の
資
質
・
能
力
を
引
き

出
し
、
何
事
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
め
る

人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
取
り
組
み
の
１

つ
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
長
期
的
な
視

点
で
生
徒
の
変
化
や
成
長
を
見
取
り
、
評

価
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
本

校
で
は
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
活
用
を
強

化
し
て
い
く
予
定
で
す
。
高
校
時
代
の
あ

ら
ゆ
る
活
動
の
履
歴
を
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ

て
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
し
て
蓄
積
し
、
複

数
回
振
り
返
ら
せ
る
こ
と
で
、
生
徒
が
自

ら
の
成
長
や
変
容
を
メ
タ
認
知
（
＊
）
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
学
校
や
教
師
に

は
、
そ
う
し
た
機
会
や
環
境
を
つ
く
り
、

活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

編
集
部　
多
面
的
評
価
を
行
う
際
に
取
り

組
む
べ
き
課
題
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

中
野　
多
面
的
評
価
を
一
部
の
教
師
だ
け

で
行
う
の
は
限
界
が
あ
り
、
学
校
が
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
む
環
境
を
整
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
町
田

高
校
の
よ
う
に
先
生
方
が
ビ
ジ
ョ
ン
を
共

有
し
、
ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

進
学
校
の
場
合
は
、
大
学
入
試
の
変
化

と
い
う
危
機
感
を
共
有
で
き
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
本
校
の
よ
う
に
大

学
進
学
希
望
者
の
方
が
少
な
い
学
校
で

は
、
入
試
改
革
と
い
っ
た
外
的
要
因
だ
け

で
は
、
生
徒
も
教
師
も
な
か
な
か
変
化
し

に
く
い
も
の
で
す
。「
社
会
で
求
め
ら
れ

る
資
質
・
能
力
と
は
何
か
」
と
い
う
根
本

を
し
っ
か
り
議
論
し
、
教
師
が
思
い
や
目

標
を
共
有
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。本
校
も
動
き
出
し
た
ば
か
り
で
す
が
、

今
後
は
育
て
た
い
生
徒
像
を
土
台
に
、
進

路
学
習
や
課
題
研
究
な
ど
、
多
様
な
活
動

を
評
価
す
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
整
備
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

牛
来　
多
く
の
先
生
方
が
、
多
面
的
評
価

の
必
要
性
を
理
解
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

評
価
に
時
間
が
取
ら
れ
、
特
に
教
科
指
導

に
影
響
が
出
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た

不
安
が
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
管
理
職

も
、
多
面
的
評
価
の
導
入
で
先
生
方
の
負

担
が
増
え
る
こ
と
を
危
惧
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
管
理
職
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

取
り
、
こ
の
活
動
は
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て

取
り
組
ま
せ
る
が
、
こ
の
活
動
は
少
し
ス

ケ
ー
ル
ダ
ウ
ン
さ
せ
よ
う
と
い
っ
た
よ
う

に
、
教
育
活
動
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
こ

と
が
今
後
ま
す
ま
す
必
要
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
教
育
活
動
を
振
り
返

り
、
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
明
確

に
描
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
多
面
的
評
価
と
は
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
が
見
え
て
い
な

い
教
師
が
少
な
く
な
い
の
も
事
実
で
す
。

見
え
な
い
か
ら
関
心
が
持
て
な
い
、
関
心

が
な
い
か
ら
取
り
組
ま
な
い
と
い
う
わ
け

で
す
か
ら
、
そ
れ
が
見
え
て
く
れ
ば
現
場

の
先
生
方
も
動
き
や
す
く
な
る
と
思
い
ま

す
。
多
面
的
評
価
の
意
義
や
具
体
的
な
実

践
事
例
を
先
生
方
に
伝
わ
る
よ
う
情
報
発

信
し
て
い
く
こ
と
が
、
我
々
管
理
職
や
中

野
先
生
、
進
藤
特
命
准
教
授
の
よ
う
に
、

多
面
的
評
価
の
必
要
性
を
理
解
し
て
い
る

先
生
方
の
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。

＊　自らを俯瞰的・客観的に捉えること。

自
己
と
他
者
に
よ
る
両
方
の
評
価
を

行
う
こ
と
で
、
多
く
の
気
づ
き
を

得
て
、
自
分
を
客
観
視
で
き
る

　
中
野
孝
太

時
間
が
か
か
っ
て
も
、
ど
の
活
動
で

ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
育
む
の
か
、

教
員
間
で
共
通
理
解
を
得
る
こ
と
が
大
切

進
藤
明
彦
　

特集
　

多面的評価─そのあり方と実践を考える

学
校
全
体
で
ビ
ジ
ョ
ン
を

共
有
す
る
こ
と
が
大
切
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創
立
１
３
１
年
の
工
業
高
校
で
あ
る
石

川
県
立
工
業
高
校
は
、
こ
れ
ま
で
様
々
な

研
究
指
定
を
受
け
、
先
進
的
な
教
育
活
動

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
２
０
１
４
年
度
か

ら
３
年
間
は
、文
部
科
学
省
「
ス
ー
パ
ー
・

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
」（
以
下
、Ｓ
Ｐ
Ｈ
）
の
指
定
校
と
し
て
、

４
学
科
（
＊
１
）
が
高
等
教
育
機
関
と
連

携
し
、「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
職
業
人
」
を
育

成
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
。
続
く

17
年
度
か
ら
は
、
石
川
県
教
育
委
員
会
の

研
究
指
定
の
下
、
Ｓ
Ｐ
Ｈ
の
研
究
と
実
践

を
進
化
・
継
続
さ
せ
て
い
る
。
宮み

や
ご
し越

雅ま
さ
は
る一

校
長
は
そ
の
意
図
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
新
た
な
教
育
活
動
を
進
め
る
中
で
、

ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
中
心
の
評
価
に
限
界
を

感
じ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
の
成
長

に
手
応
え
が
あ
る
一
方
、
ど
の
よ
う
な
資

質
・
能
力
を
ど
の
よ
う
な
場
面
・
方
法
で
、

ど
の
程
度
伸
ば
し
て
い
た
の
か
、
具
体
的

に
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で
し
た
」

　

17
年
度
か
ら
の
研
究
と
実
践
は
、
管
理

職
や
各
学
科
の
主
任
等
に
よ
る
「
評
価
手

法
研
究
委
員
会
」
と
「
Ｓ
Ｐ
Ｈ
研
究
室
」

を
中
心
に
推
進
し
て
い
る
。
同
校
の
生
徒

は
約
６
割
が
就
職
し
、
う
ち
９
割
以
上
は

県
内
企
業
で
主
に
技
術
者
と
し
て
働
く
。

そ
こ
で
、
地
域
産
業
に
活
力
を
与
え
る
専

門
的
職
業
人
の
育
成
を
目
指
し
、
特
に
技

術
者
と
し
て
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
」「
思
考
力
」「
創
造
力
」
を
育
む
べ
き

資
質
・
能
力
と
し
た
。

　

次
に
、
学
力
の
３
要
素
ご
と
に
、
さ
ら

に
細
か
く
資
質
・
能
力
を
掘
り
下
げ
た（
図

１
）。
そ
の
際
、
授
業
で
の
姿
と
専
門
的
職

業
人
と
し
て
の
姿
の
ど
ち
ら
か
に
偏
ら

ず
、
両
者
を
つ
な
ぐ
内
容
と
す
る
こ
と
を

意
識
し
た
。
Ｓ
Ｐ
Ｈ
研
究
室
長
の
安
藤
欣き

ん

司じ

先
生
は
、検
討
過
程
を
こ
う
振
り
返
る
。

　
「
Ｓ
Ｐ
Ｈ
で
の
研
究
と
実
践
で
は
、
各

科
の
主
任
が
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
の

案
を
出
し
合
い
、
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。

完
成
ま
で
に
半
年
ほ
ど
か
か
り
ま
し
た

が
、
研
究
の
進
展
に
伴
い
改
良
を
重
ね
、

17
年
度
も
継
続
し
て
改
善
を
進
め
、
現
在

18
版
と
な
っ
て
い
ま
す
」

　

そ
の
特
徴
は
、
資
質
・
能
力
の
定
義
か

ら
、「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
」
を

明
文
化
し
、「
対
応
科
目
」
ま
で
明
記
し

た
点
だ
。
そ
の
よ
う
に
資
質
・
能
力
を
具

体
的
に
共
有
す
る
こ
と
で
、
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
が
作
成
し
や
す
く
な
る
と
い
う
。

　

資
質
・
能
力
の
具
体
化
に
お
い
て
特
に

苦
心
し
た
の
は
、「
主
体
的
に
学
習
に
取

り
組
む
態
度
」
に
関
す
る
内
容
だ
っ
た
。

　
「
主
体
性
は
内
面
的
な
も
の
で
す
か
ら
、
＊１　電気科、電子情報科、材料化学科、テキスタイル工学科の４学科。

＊プロフィールは２０１７年３月時点のものです

実
践
事
例
１

石
川
県
立
工
業
高
校

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
よ
る
自
己
評
価
と
教
師
の
評
価
が

自
己
を
客
観
視
さ
せ
、主
体
的
な
姿
勢
を
育
む

石
川
県
立
工
業
高
校
は
、
２
０
１
４
年
度
か
ら
３
年
間
、
文
部
科
学
省
「
ス
ー
パ
ー
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｐ
Ｈ
）」
の
指
定
を
受
け
、

資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
進
め
て
き
た
。
17
年
度
か
ら
は
、
石
川
県
教
育
委
員
会
「
専
門
高
校
等
に
お
け
る
産
学
連
携
人
材
育
成
事
業
」
の
研
究
指
定
を
受
け
、

よ
り
生
徒
の
資
質
・
能
力
を
着
実
に
引
き
出
し
、
生
徒
の
伸
び
る
姿
を
効
果
的
に
評
価
す
る
手
法
の
開
発
に
力
を
注
い
で
い
る
。

資
質
・
能
力
を
掘
り
下
げ
て

目
標
を
具
体
的
に
示
す

Ｓ
Ｐ
Ｈ
の
指
定
を
受
け

評
価
手
法
の
研
究
に
着
手

取
り
組
み
の
概
要
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行
動
と
し
て
見
え
に
く
い
も
の
で
す
。
毎

年
度
末
に
生
徒
の
姿
を
振
り
返
り
、
よ
り

適
切
で
分
か
り
や
す
い
記
述
を
求
め
て
検

討
を
重
ね
て
い
ま
す
」（
安
藤
先
生
）

　

同
校
で
は
、
目
に
見
え
な
い
資
質
・
能

力
を
育
て
る
た
め
に
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
評
価
を
組
み
込
ん
だ
授
業
づ
く
り
が
不

可
欠
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
「
あ
る
学
習
に
お
い
て
『
こ
の
よ
う
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
見
ら
れ
た
ら
、
こ
の

資
質
・
能
力
が
育
っ
て
い
る
』
と
推
測
し
、

そ
れ
が
身
に
つ
い
て
い
る
か
を
生
徒
個
々

の
姿
か
ら
判
断
し
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、

ま
ず
、
生
徒
が
資
質
・
能
力
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
活
動
を
授
業
に
取
り
入
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」（
安
藤
先
生
）

　

そ
の
中
心
と
な
る
の
が
、１
年
次
「
工

業
技
術
基
礎
」、
２
年
次
学
校
設
定
科
目

「
先
端
科
学
技
術
」、３
年
次
「
課
題
研
究
」

の
４
学
科
共
通
の
授
業
だ
（
Ｐ
．14
図
２
）。

　

ま
た
、次
の
よ
う
な
工
夫
も
し
て
い
る
。

◎
高
等
教
育
機
関
と
の
連
携

　
「
先
端
科
学
技
術
」
の
授
業
で
は
、
北

陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
の
大
学

スーパー・プロフェッショナル・ハイスクールの継続的な取り組みにおける「育む資質・能力」（2017年度）図１

石
川
県
立
工
業
高
校

◎
兼
六
園
内
に
金
沢
工
業
学
校
と
し
て
設
立
。
校

訓
に「
敬
愛
協
和
を
尚
ば
う
、創
意
工
夫
を
凝
さ
う
、

矜
持
責
任
を
有
た
う
」
を
掲
げ
る
。「
県
工
学
び
の

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
で
は
、「
学
力
」「
技
術
・
技
能
」

「
資
格
・
検
定
」
の
３
つ
を
柱
と
し
て
生
徒
の
成
長

を
支
え
る
。
２
０
１
４
年
度
か
ら
、
文
部
科
学
省

「
ス
ー
パ
ー
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
（
S
P
H
）」
の
指
定
校
。

◎
設
立　

１
８
８
７
（
明
治
20
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
機
械
シ
ス
テ
ム
科
・
電
気
科
・

電
子
情
報
科
・
材
料
化
学
科
・
工
芸
科
・
テ
キ
ス

タ
イ
ル
工
学
科
・
デ
ザ
イ
ン
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

１
学
年
約
３
２
０
人

◎
２
０
１
７
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）
４
年

制
大
学
は
、
富
山
大
、
金
沢
工
業
大
な
ど
に
43
人

が
合
格
。
短
大
、
専
門
学
校
進
学
65
人
、
就
職

２
０
６
人
。

◎ U
R
L

　

h
ttp
:/
/
w
w
w
.ish

ik
a
w
a
-c
.

ed.jp/̃kenkoh/

学力の３要素 資質・能力 目標番号 何ができるようになるか 対応科目

A
基礎的・

基本的な知識・技能

A1：自由に基礎実
験・製作する力

A1─1
A1─2

•実験では安全に配慮して準備、段取り、機器操作できる。
•実験で扱う現象を科学的に理解できる。

工業技術基礎

A1─3
A1─4

•仮説を確認したり、求める結果を得たりするために、必要な実験を行うことができる。
•数学、理科、英語等の知識・技能を道具として使うことができる。

先端科学技術

B
課題を解決する
ために必要な
思考力・判断力・
表現力等

B1：課題を発見・設
定する力

B1─1
•漠然とした問いを具体的な課題とすることができる。
•現状を分析して課題を明らかにできる。

先端科学技術

B1─2
•課題解決に向けてゴールから発想を広げることができる。
•ゴールから逆算して目標に到達するプロセスを検討し、スケジュールを決めることができる。

課題研究

B2：論理的・多面
的に思考・判断・表
現する力

B2─1
B2─2

•仮説を立てて、結果を予測できる。
•事実と意見を区別して表現できる。
•具体的な根拠を提示して、論理的な主張を組み立てることができる。

工業技術基礎、
先端科学技術、
課題研究

B2─3
B2─4
B2─5

•自分の考え、行動や取得した情報を、客観的に捉え評価できる。
•自分の考えを他者へ効果的に表現し、相手を納得させることができる。
•お互いの考えを出し合う中で、深い理解や新しい考え方に到達できる。
•課題の解を他に求めず、自分で考え試行錯誤することができる。

先端科学技術、
課題研究

B3：自分にとって必
要な情報や学ぶべ
きものを見いだす力

B3─1
B3─2

•本質的には分かっていないことに気づき、不足している知識・技能を把握できる。
•課題解決の糸口につながる可能性のある情報や資料を見つけ出すことができる。

課題研究

C
主体的に学習に
取り組む態度

C1：科学技術に関
心を持つ力

C1─1
•目標達成に必要なことや関連しそうなことを、科学技術から選び出し学び取ろうとするこ
とができる。

工業技術基礎、
先端科学技術、
課題研究

C2：高いモチベー
ションを保つ力

C2─1 •知らない科学技術に直面しても分からないことに耐えることができる。
工業技術基礎、
先端科学技術、
課題研究

C2─2
C2─3

•経験や考え方の違いを乗り越え意思疎通を図ろうとすることができる。
•知識を得ることで満足するのではなく、真理を探究することに楽しさを感じることができる。

先端科学技術

C3：自らの意思で
行動を起こす力

C3─1
•「未知の内容を知りたい」「困難を伴うが実現したい」または「新たなものを創造したい」と
いう思いから自分で行動を起こすことができる。

課題研究

＊学校資料を基に編集部で作成

特集
　

多面的評価─そのあり方と実践を考える

石
川
県
立
工
業
高
校

長
田
英
史
　
な
が
た
・
ひ
で
ふ
み

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。
Ｓ
Ｐ
Ｈ
研
究
室
。

石
川
県
立
工
業
高
校

安
藤
欣
司
　
あ
ん
ど
う
・
き
ん
じ

教
職
歴
16
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

４
年
目
。
Ｓ
Ｐ
Ｈ
研
究
室
長
。

石
川
県
立
工
業
高
校

本
谷
克
実
　
も
と
や
・
か
つ
み

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

１
年
目
。
主
幹
教
諭
。
教
務
課
主

任
。

石
川
県
立
工
業
高
校
校
長

宮
越
雅
一
　
み
や
ご
し
・
ま
さ
は
る

教
職
歴
37
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。

資
質
・
能
力
を
発
揮
し
、
主
体
性

を
引
き
出
す
よ
う
授
業
を
工
夫

授
業
づ
く
り
の
工
夫

{

{
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院
生
が
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動
な
ど
に
参
加

し
、
大
学
で
最
先
端
機
器
を
用
い
た
実
験

を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
金
沢
工
業
大
学

革
新
複
合
材
料
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
や
東

京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
と

は
、
施
設
見
学
な
ど
で
連
携
し
て
き
た
。

◎
「
県
工Thinking Tim

e

」
の
導
入

　
「
県
工T

hinking T
im

e
」
は
、
す
べ

て
の
授
業
で
必
ず
５
分
間
は
行
う
活
動

で
、
教
師
は
、
黒
板
に
「
県
工T

hinking 

T
im

e

」
と
書
か
れ
た
シ
ー
ト
を
貼
っ
て

意
識
づ
け
し
た
上
で
、別
の
視
点
で
の
考

察
や
新
た
な
疑
問
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
発

問
を
し
、
生
徒
に
深
い
思
考
を
促
す
。

　
「
教
科
書
の
例
題
を
解
き
、板
書
を
ノ
ー

ト
に
書
き
写
す
こ
と
が
勉
強
だ
と
思
っ
て

い
る
生
徒
の
意
識
を
変
え
る
の
が
、『
県

工T
hinking T

im
e

』
の
ね
ら
い
で
す
。

既
習
事
項
を
結
び
つ
け
て
新
た
に
考
え
た

り
、
疑
問
を
自
ら
調
べ
た
り
、
話
し
合
っ

て
発
表
し
た
り
と
い
っ
た
経
験
を
積
む
う

ち
に
、
主
体
的
に
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ

に
気
づ
い
て
い
き
ま
す
」（
安
藤
先
生
）

◎
学
び
合
い
を
重
視

　
「
先
端
科
学
技
術
」
で
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

活
動
な
ど
、
生
徒
が
学
び
合
い
に
積
極
的

に
な
る
場
面
を
教
師
が
意
図
的
に
設
け
る

こ
と
で
、
主
体
的
に
考
え
を
出
し
合
う
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
ね
る
。

　

教
務
課
が
中
心
と
な
り
、
外
部
の
識
者

の
助
言
も
受
け
な
が
ら
各
科
目
の
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
の
開
発
に
も
力
を
注
い
だ
（
図

３
）。
各
項
目
は
Ｐ
．13
図
１
の
「
目
標
番

号
」
と
対
応
さ
せ
、各
科
目
で
育
む
資
質
・

能
力
が
ひ
と
目
で
分
か
る
よ
う
に
し
た
。

　

年
度
の
最
初
の
授
業
で
は
、
生
徒
に

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
内
容
を
説
明
し
、
毎
回

の
授
業
で
は
、
冒
頭
に
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
か

ら
本
時
の
学
習
に
該
当
す
る
評
価
項
目
を

提
示
し
、
生
徒
に
授
業
を
通
し
て
身
に
つ

く
資
質
・
能
力
を
意
識
さ
せ
る
。

　

教
師
に
よ
る
評
価
は
、授
業
中
の
発
言

や
記
述
の
内
容
な
ど
、目
に
見
え
る
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
根
拠
と
し
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

を
基
に
行
う
。
当
初
は
学
期
末
に
ま
と
め

て
評
価
し
て
い
た
が
、
今
は
活
動
の
区
切

り
に
評
価
す
る
よ
う
に
し
た
。

　
「
評
価
を
授
業
改
善
に
効
果
的
に
活
用

す
る
た
め
に
、ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
評
価

を
行
う
べ
き
か
を
試
行
錯
誤
し
て
き
ま
し

た
。あ
る
科
目
で
は
授
業
ご
と
に
評
価
し

て
い
ま
し
た
が
、授
業
改
善
に
う
ま
く
活

用
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
反
省
か
ら
、
現

在
の
形
に
落
ち
着
き
ま
し
た
」（
安
藤
先
生
）

　

評
価
の
際
は
、
必
ず
生
徒
の
自
己
評
価

も
行
う
。

　
「『
今
ど
れ
ほ
ど
資
質
・
能
力
が
身
に
つ

い
て
い
る
か
』
な
ど
、
自
分
の
姿
を
振
り

返
る
内
省
的
な
力
を
育
て
る
こ
と
も
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
の
ね
ら
い
の
１
つ
で

す
。
メ
タ
認
知
は
、
社
会
人
に
な
っ
て
か

ら
も
自
分
自
身
を
高
め
て
い
く
上
で
欠
か

せ
な
い
力
で
あ
り
、
人
を
育
て
た
り
評
価

し
た
り
す
る
立
場
に
な
っ
た
時
に
も
必
要

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
安
藤
先
生
）

　

自
己
評
価
を
何
度
も
行
い
、
内
省
的
な

力
が
高
ま
る
に
つ
れ
、
自
分
を
客
観
視
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
、
Ｓ
Ｐ
Ｈ
研
究
室
の

長
田
英ひ

で
ふ
み史
先
生
は
説
明
す
る
。

　
「
最
初
は
、
大
半
の
生
徒
が
『
実
験
に

失
敗
し
た
か
ら
目
標
未
達
成
』
な
ど
と
判

断
し
ま
す
。
し
か
し
、
自
己
評
価
を
繰
り

返
す
う
ち
に
、
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
実

験
の
成
否
で
は
な
く
、
自
ら
考
え
て
実
験

し
、
論
理
的
に
考
え
る
力
だ
と
理
解
し
て

い
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、
生
徒
は

授
業
で
身
に
つ
け
る
べ
き
資
質
・
能
力
を

自
覚
す
る
よ
う
に
な
り
、
学
習
プ
ロ
セ
ス

の
大
切
さ
に
気
づ
い
て
い
き
ま
す
」

　

17
年
度
は
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
書
式
を

変
更
し
、
生
徒
が
自
己
評
価
と
そ
の
理

由
を
記
入
す
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
（
図

３
）。
数
値
だ
け
の
自
己
評
価
に
比
べ
、

よ
り
内
省
的
に
自
分
を
捉
え
る
こ
と
に
な

り
、教
師
は
生
徒
が
書
い
た
理
由
を
見
て
、

よ
り
支
援
し
や
す
く
な
っ
た
。

　

ま
た
、
同
じ
用
紙
に
教
師
に
よ
る
評
価

と
自
己
評
価
が
並
ぶ
と
、
両
者
の
差
に
目

各学科の授業の概要図２

科 教育プログラム

機械システム科※ PBL手法を活用した問題解決型の活動（金沢工業大学との連携）

電気科
電子情報科
材料化学科

テキスタイル工学科

SPH 事業での取り組みを継続（北陸先端科学技術大学院大学との連携）
•１年次科目「工業技術基礎」における先端技術につながる基礎実習
•２年次学校設定科目「先端科学技術」におけるゼミナール活動
•「先端科学技術」におけるプロジェクト活動Ⅰ（研究提案書作成）
•３年次科目「課題研究」におけるプロジェクト活動Ⅱ（研究報告書作成）

工芸科※ 合評会を含めた工芸作品制作活動（地元の工房との連携）

デザイン科※
ティーバッグのリデザインなどのアイデア発想活動（金沢美術工芸大学と
の連携）

※機械システム科、工芸科、デザイン科は、2017年度からの取り組み。＊取材を基に編集部で作成

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
で
は

自
己
評
価
も
必
ず
実
施

目
に
見
え
る
姿
を
根
拠
と
し
て

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
基
づ
い
て
評
価

評
価
方
法
の
開
発
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が
い
く
。
そ
れ
が
、
生
徒
だ
け
で
は
な
く
、

教
師
に
も
好
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　
「
教
師
の
評
価
と
生
徒
の
自
己
評
価
を

す
り
合
わ
せ
る
こ
と
は
大
切
で
す
。
差
異

が
あ
る
時
は
、
生
徒
に
と
っ
て
は
自
分
を

見
つ
め
直
す
チ
ャ
ン
ス
に
、
教
師
に
と
っ

て
は
指
導
方
法
や
評
価
手
法
を
振
り
返
る

チ
ャ
ン
ス
と
な
り
ま
す
」（
安
藤
先
生
）

　

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
で
は
、
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
も
活
用
す
る
。
科
目
ご
と
に

フ
ァ
イ
ル
を
用
意
し
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
や

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
、自
己
評
価
、ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
を
整
理
し
て
と
じ
る
（
写
真
２
）。

　
「
１
年
間
の
学
習
の
流
れ
が
分
か
り
、

生
徒
は
学
習
の
履
歴
を
振
り
返
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
３
年
次
の
課
題
研
究
で
取
り

組
み
た
い
テ
ー
マ
を
語
る
上
で
の
よ
り
ど

こ
ろ
に
も
な
り
、
次
の
学
び
に
結
び
つ
い

て
い
ま
す
。ま
た
、年
度
の
後
半
で
は
、分

厚
く
な
っ
た
フ
ァ
イ
ル
を
見
て
『
こ
ん
な

に
勉
強
し
た
の
か
』
と
誇
ら
し
げ
な
生
徒

の
姿
に
、
授
業
へ
の
満
足
度
を
高
め
て
い

る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
」（
安
藤
先
生
）

　

教
師
に
と
っ
て
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は

授
業
で
は
捉
え
に
く
い
生
徒
の
姿
を
見
取

れ
る
も
の
に
な
る
と
、長
田
先
生
は
言
う
。

　
「
発
言
が
苦
手
な
生
徒
で
も
、
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
や
自
己
評
価

な
ど
を
た
ど
る
と
、『
深
く
考
え
て
い
る
』

『
よ
い
疑
問
を
持
っ
て
い
る
』
と
、
生
徒

の
内
面
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

　

17
年
度
か
ら
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評

価
を
全
学
科
に
拡
大
し
て
実
践
し
て
い
る

が
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
様
々
な
課
題

が
あ
り
、
Ｓ
Ｐ
Ｈ
研
究
室
や
教
務
課
が
中

心
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

ま
ず
、
生
徒
の
多
く
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
評
価
を
す
ん
な
り
受
け
入
れ
た
の
と
は

対
照
的
に
、
初
め
て
の
取
り
組
み
に
戸
惑

い
を
見
せ
る
教
師
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
教
務
課
主
任
の
本
谷
克
実
先
生

は
、
次
の
よ
う
に
呼
び
か
け
た
と
い
う
。

　
「
教
師
は
皆
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
で
は

測
り
切
れ
な
い
力
が
あ
る
こ
と
は
理
解
し

て
お
り
、
各
自
で
指
導
や
評
価
を
工
夫
し

て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
言
語
化
す
る
機

会
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
意
味
で
、

P.13 図１の「育む資質・能力」の目標番号を、ルーブリックに対応させて、この科目で育む資質・能力をひと目で分かるようにした。
＊学校資料を一部抜粋して掲載

「課題研究（プロジェクト活動Ⅱ）」の評価シートとルーブリック（2017年度）図 3

写真１　評価シートの記入例。自己評価の理由を考えることで、
自分に足りない資質・能力を意識し、次の活動の目標が自然と生
まれる。自己評価の精度が高まると、厳しい評価になる傾向があ
るが、それが学習意欲を喚起し、大きく成長する生徒もいるという。

写真２　学校設定科目「先端科学技術」のポートフォリオ。
区別しやすいよう、ワークシートはピンク、ルーブリック
は青のように、用紙の色を分けた。また、リングファイ
ルにして、資料を効果的に整理・活用できるようにした。

特集
　

多面的評価─そのあり方と実践を考える

授
業
で
は
見
え
づ
ら
い
姿
を

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
で
見
取
る

導
入
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ

教
師
の
戸
惑
い
を
な
く
す

全
校
へ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
の
導
入
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ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
新
し
い
も
の
で
は
な

く
、
今
ま
で
の
実
践
を
言
語
化
す
る
試
み

と
説
明
し
、
と
に
か
く
取
り
組
ん
で
み
よ

う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。導
入
後
は
、ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
活
用
の
意
義
を
理
解
し
て
意
識

が
変
わ
る
の
と
同
時
に
、
大
変
さ
に
も
気

づ
き
、
様
々
な
意
見
が
出
て
き
ま
し
た
」

　

ま
た
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
を
想
定

し
た
授
業
を
実
施
し
て
い
な
い
段
階
で

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
し
た
た
め
、
生
徒

の
姿
を
想
像
し
な
が
ら
の
作
業
と
な
っ

た
。
そ
の
た
め
、
現
実
と
は
ず
れ
が
生
じ

る
面
が
あ
っ
た
。

　
「
生
徒
が
ど
れ
ほ
ど
の
パ
フ
ォ
―
マ
ン

ス
を
発
揮
す
る
の
か
が
未
知
数
で
、
目
標

を
設
定
し
か
ね
ま
し
た
。
ま
た
、
教
務
課

が
原
案
を
作
成
し
た
た
め
、
実
際
に
使
用

す
る
教
師
の
感
覚
と
多
少
の
ず
れ
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
２
年
目
以
降
、
実
際

の
生
徒
の
姿
に
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
修
正

し
て
い
き
ま
し
た
」（
安
藤
先
生
）

　

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
記
述
で
は
、
教
師
が

当
た
り
前
に
用
い
る
表
現
を
、
生
徒
が

理
解
で
き
な
い
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
と
い

う
。

　
「
例
え
ば
、『
本
質
を
理
解
で
き
る
』

『
ゴ
ー
ル
を
見
極
め
る
こ
と
が
で
き
る
』

と
い
う
記
述
に
、生
徒
か
ら『
本
質
や
ゴ
ー

ル
と
は
何
で
す
か
』と
質
問
さ
れ
ま
し
た
。

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
内
容
を
理
解
し
て
い
な

け
れ
ば
自
己
評
価
は
意
味
を
な
し
ま
せ
ん

か
ら
、改
訂
が
必
要
で
し
た
」（
長
田
先
生
）

　

さ
ら
に
、
汎
用
性
を
持
た
せ
よ
う
と
大

括
り
の
表
現
と
し
た
が
、
生
徒
が
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
を
読
む
だ
け
で
は
具
体
的
に
イ

メ
ー
ジ
で
き
ず
、
説
明
に
多
く
の
時
間
を

要
し
た
。そ
こ
で
、生
徒
の
目
線
で
、よ
り

具
体
的
な
場
面
を
盛
り
込
む
よ
う
心
が
け

た
。
改
訂
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、
例
え
ば

「
実
験
で
扱
う
現
象
を
理
解
で
き
る
」
と

い
っ
た
よ
う
に
、「
実
験
で
」
と
場
面
を

具
体
的
に
説
明
す
る
だ
け
で
、
生
徒
は
想

像
し
や
す
く
な
る
と
気
づ
い
た
と
い
う
。

　

５
段
階
評
価
を
、
17
年
度
か
ら
３
段
階

に
変
え
た
こ
と
も
、
大
き
な
改
善
の
１
つ

だ
。
５
段
階
で
は
、
各
段
階
の
内
容
に
違

い
を
出
す
必
要
か
ら
記
述
が
長
く
な
り
、

教
師
に
よ
っ
て
評
価
に
ぶ
れ
が
生
じ
た
。

さ
ら
に
、
生
徒
が
５
段
階
そ
れ
ぞ
れ
の
内

容
を
理
解
し
、
自
己
評
価
の
判
断
に
苦
労

す
る
姿
も
見
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
３
段
階

に
変
え
て
、各
科
目
の
到
達
目
標
は
「
Ｂ
」

で
統
一
し
、
記
述
は
端
的
で
分
か
り
や
す

い
表
現
に
し
て
生
徒
に
示
し
た
。

　

資
質
・
能
力
を
育
む
指
導
と
評
価
が
定

着
す
る
に
つ
れ
、
生
徒
に
は
主
体
的
に
考

え
る
姿
勢
が
根
づ
き
つ
つ
あ
る
。

　
「
実
験
時
に
生
徒
か
ら『
も
っ
と
知
り

た
い
』と
言
わ
れ
た
こ
と
が
心
に
残
っ
て

い
ま
す
。こ
れ
ま
で
は
答
え
や
結
果
を
す

ぐ
に
求
め
る
生
徒
が
目
立
ち
ま
し
た
が
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
を
取
り
入
れ
て
か

ら
、疑
問
を
持
つ
こ
と
や
不
思
議
に
感
じ

る
こ
と
の
大
切
さ
に
、多
く
の
生
徒
が
気

づ
い
た
の
だ
と
感
じ
ま
す
」（
長
田
先
生
）

　

授
業
中
の
生
徒
か
ら
の
質
問
が
増
え
た

こ
と
も
、
変
化
の
１
つ
だ
。

　
「
主
体
的
に
考
え
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

質
問
し
た
い
こ
と
が
出
て
く
る
の
で
し
ょ

う
。
関
心
・
意
欲
の
高
ま
り
の
表
れ
と
捉

え
て
い
ま
す
」（
宮
越
校
長
）

　

さ
ら
に
、授
業
や
日
常
生
活
に
お
い
て
、

例
え
ば
、
自
分
の
考
え
を
主
張
す
る
際
、

理
由
や
根
拠
を
必
ず
言
う
よ
う
に
な
る
な

ど
、
論
理
的
な
思
考
力
や
表
現
力
の
高
ま

り
が
垣
間
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
の
実
践
を
通
し

て
、教
師
の
授
業
観
も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

　
「
以
前
は
活
動
を
重
視
す
る
一
方
で
、

生
徒
に
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
身
に

つ
け
さ
せ
る
の
か
と
い
う
観
点
が
弱
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
今
で
は
『
こ
の
資
質
・

能
力
を
つ
け
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
活

動
を
す
べ
き
か
』
と
い
っ
た
発
想
で
授
業

を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
安
藤
先

生
）

　

ま
た
、
授
業
中
に
生
徒
が
資
質
・
能
力

を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
と
し
て
の
教
師
の
役
割
を
強
く

意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

今
後
の
課
題
は
、
専
門
教
科
に
と
ど
ま

ら
ず
、
普
通
教
科
で
も
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

評
価
を
行
う
こ
と
だ
。

　
「
普
通
教
科
の
担
当
教
師
に
、
専
門
教

科
の
授
業
を
見
て
も
ら
い
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
評
価
を
通
し
て
で
き
る
こ
と
を
共

有
す
る
こ
と
が
、
最
初
の
一
歩
に
な
る
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
ど
の
活
動
で
も
よ
い

の
で
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
り
、
評
価
し

て
み
る
こ
と
で
、
活
用
へ
の
理
解
が
深
ま

る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
本
谷
先
生
）

　

そ
し
て
、
い
か
に
学
校
全
体
に
根
づ
か

せ
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
捉
え
て
い
る
。

　
「
７
学
科
で
の
取
り
組
み
は
端
緒
に
つ

い
た
ば
か
り
で
す
。
学
科
の
垣
根
を
低
く

し
て
、
生
徒
や
教
師
の
交
流
を
生
み
出
す

こ
と
で
、
一
層
研
究
を
深
め
た
い
と
思
い

ま
す
」（
宮
越
校
長
）

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
生
徒
が

理
解
し
や
す
い
記
述
に
修
正

主
体
的
な
姿
勢
が
定
着
し
、

発
言
や
会
話
の
質
が
変
化

成
果
と
展
望
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静
岡
県
立
御
殿
場
南
高
校
は
、「
地
域

に
貢
献
す
る
優
れ
た
人
材
を
集
い
育
成

す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
「
鍾

し
ょ
う
し
ゅ
ん
駿
」
を

建
学
の
精
神
に
掲
げ
る
。
そ
の
実
現
に
向

け
、
２
０
１
３
年
度
か
ら
「
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」（
Ｃ
はCareer

・Challenge

・

Creativity

の
頭
文
字
。
以
下
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
進
路
指
導

主
事
の
樋
口
ゆ
り
子
先
生
は
、
当
時
の
生

徒
の
姿
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　
「
本
校
の
生
徒
は
、
積
極
性
や
主
体
性

に
課
題
が
見
ら
れ
、
潜
在
能
力
が
十
分
に

あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
発
揮
し
切
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
人
間
関
係
づ
く
り

に
消
極
的
な
生
徒
も
目
立
ち
ま
し
た
」

　

そ
こ
で
、
生
徒
の
人
間
的
な
成
長
を
促

そ
う
と
考
え
、
教
育
活
動
全
体
を
体
系
化

し
た
。１
学
年
主
任
の
望
月
満
子
先
生
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ね
ら
い
を
こ
う
語
る
。

　
「
生
徒
の
将
来
を
考
え
て
行
っ
て
い
た

取
り
組
み
を
体
系
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
さ

ら
に
大
き
な
教
育
効
果
が
得
ら
れ
る
と
考

え
ま
し
た
。教
科
学
習
や
学
校
行
事
、キ
ャ

リ
ア
教
育
、
部
活
動
、
生
徒
会
活
動
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
を
有
機
的
に
結

び
つ
け
、
生
徒
の
生
涯
の
成
長
を
見
据
え

た
指
導
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
ま

し
た
」

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ま
ず
教
師
間
で

目
指
す
生
徒
像
を
共
有
し
よ
う
と
、
文
部

科
学
省
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
育
成
す
べ
き

基
礎
的
・
汎
用
的
能
力
と
し
て
示
し
た
４

領
域
（
＊
１
）
を
基
に
、
同
校
の
実
態
を

踏
ま
え
て
、
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
を

具
体
化
。
そ
れ
ら
の
資
質
・
能
力
の
育
成

に
向
け
、
各
学
年
や
各
教
育
活
動
に
お
け

る
指
導
目
標
を
設
定
し
た
（
Ｐ
．18
図
１
）。

　

17
年
度
に
は
、静
岡
県
教
育
委
員
会「
ネ

オ
ア
ド
バ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
」
の
指
定
を
受

け
、
早
稲
田
大
学
・
日ひ

が向
野の

幹み
き

也な
り

教
授
の

指
導
の
下
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
教
育
を
組
み
込
み
、
一
層
の
充
実

を
図
っ
て
い
る
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
主
任
の

平
井
剛た

け
し

先
生
は
そ
の
ね
ら
い
を
こ
う
語
る
。

　
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
身
に
つ
け
る
こ

と
で
、生
徒
は
目
標
共
有
・
率
先
垂
範
・
同

僚
支
援
の
３
要
素
を
意
識
し
た
行
動
を
取

れ
る
よ
う
に
な
り
、
教
科
学
習
だ
け
で
な

く
、学
校
行
事
や
部
活
動
な
ど
、教
育
活
動

全
体
で
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
軸
と
な
る
活
動
は
、

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
行
う
「
鍾

駿
ゼ
ミ
」
だ
。
１
年
次
で
は
「
社
会
を
知

る
」を
テ
ー
マ
に
職
場
訪
問
や
大
学
訪
問
、

２
年
次
で
は
「
他
者
を
知
る
」
を
テ
ー
マ
＊１　「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「キャリアプ
ランニング能力」の４領域となる。

特集
　

多面的評価─そのあり方と実践を考える

実
践
事
例
２

静
岡
県
立
御ご

殿て

ん

場ば

南
高
校

複
数
の
教
師
に
よ
る
評
価
や
生
徒
同
士
の
相
互
評
価
で
、

自
己
理
解
を
促
し
、
多
様
な
資
質
・
能
力
を
育
む

静
岡
県
立
御
殿
場
南
高
校
は
、
教
科
学
習
や
部
活
動
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
を
「
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
体
系
化
し
、

生
徒
の
人
間
的
な
成
長
を
総
合
的
に
支
え
て
い
る
。
３
年
間
を
通
し
て
、
生
徒
に
気
づ
き
を
促
す
教
師
の
働
き
か
け
や
生
徒
同
士
の
相
互
評
価
な
ど
、

形
成
的
評
価
に
重
点
を
置
き
、
生
徒
の
客
観
的
な
自
己
理
解
を
助
け
、
多
様
な
資
質
・
能
力
を
育
ん
で
い
る
。

生
徒
の
成
長
を
促
す
た
め

形
成
的
評
価
を
重
視

あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
を

「
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
体
系
化

取
り
組
み
の
概
要
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に
学
部
学
科
研
究
に
取
り
組
み
、
ア
メ
リ

カ
・
ハ
ワ
イ
へ
の
修
学
旅
行
な
ど
を
行
う
。

そ
し
て
、３
年
次
で
は
「
自
己
を
深
め
る
」

を
テ
ー
マ
に
、
１
年
次
か
ら
の
学
び
を
基

に
希
望
進
路
を
決
め
、
そ
の
目
標
に
向
け

て
主
体
的
に
行
動
す
る
。
ま
た
、
１
・
２

年
次
で
は
、
各
活
動
に
お
け
る
経
験
を
自

分
の
将
来
に
結
び
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
、

「
論
文
研
究
」
を
行
う
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
そ
の
よ
う
な
３
年

間
の
多
様
な
活
動
を
通
し
て
、
生
徒
に
気

づ
き
を
促
し
、
じ
っ
く
り
成
長
を
図
る
も

の
だ
と
言
え
る
。
生
徒
が
よ
り
大
き
く
成

長
す
る
た
め
に
は
、
生
徒
自
身
が
自
分
の

強
み
や
課
題
を
把
握
し
、
向
上
心
を
持
っ

て
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
に
な
る
。
そ
こ

で
、
ど
の
活
動
に
お
い
て
も
形
成
的
評
価

を
行
い
、
生
徒
が
活
動
を
振
り
返
り
、
メ

「Ｃプロジェクト」の概要図１

静
岡
県
立
御
殿
場
南
高
校

◎
校
訓
は
「
心
は
広
く
豊
か
に
、
志
は
高
く
大
き

く
、
日
々
の
努
力
を
惜
し
ま
な
い
」。
知
力
、
精
神

力
、
体
力
に
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
指
し
、

「
文
武
両
道
」
の
教
育
活
動
を
実
践
。
生
徒
が
地
域

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む

伝
統
が
あ
る
。

◎
設
立　

１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

１
学
年
約
２
０
０
人

◎
2
0
1
７
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）

国
公
立
大
は
、
筑
波
大
、
横
浜
国
立
大
、
山
梨
大
、

静
岡
大
、
静
岡
県
立
大
な
ど
に
30
人
が
合
格
。
私

立
大
は
、
青
山
学
院
大
、
中
央
大
、
東
京
理
科
大
、

法
政
大
、
明
治
大
、
立
教
大
な
ど
に
延
べ
４
０
２

人
が
合
格
。

◎ U
RL　

http://gonan.jp/

静
岡
県
立
御
殿
場
南
高
校

樋
口
ゆ
り
子
　
ひ
ぐ
ち
・
ゆ
り
こ

同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
進
路

指
導
主
事
。
理
科
。

静
岡
県
立
御
殿
場
南
高
校
教
頭

櫻
井
教
文
　
さ
く
ら
い
・
の
り
ふ
み

同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。

キャリア教育で育成すべき資質・能力（基礎的・汎用的能力）

人間関係形成・
社会形成能力

•他者の意見をしっかり聴
く姿勢を身につけてい
る。

•他者の意見を尊重しつ
つ、自分の意見を述べる
ことができる。

•自分の役割を認識し、他
者と協力してお互いを高
め合う集団をつくること
ができる。

•多様な人々と適切なコ
ミュニケーションを取る
ことができる。

•学校行事に主体的（積極
的）に参加することがで
きる。

自己理解・
自己管理能力

•基本的生活習慣を確立
し、規則を守って生活す
ることができる。

•自分の個性を磨き、能力
を伸ばそうとしている。

•社会とのかかわりから自
分の特徴に気づき、自分
らしい生き方について考
えることができる。

•自ら決めたことに対し、
最後まで責任を持つこと
ができる。

•自立心を持ち、場面に応
じて適切に行動できる。

•心身ともに健康で強い意
志とたくましい実践力を
持っている。

課題対応能力

•苦手教科の学習にも創
意工夫しながら取り組む
ことができる。

•時間を有効に活用できる
ように生活リズムを組み
立て、学習とほかの活動
との両立を図ることがで
きる。

•目標達成のために必要な
ことを分析し、それに対
応した学習や活動を行う
ことができる。

•困難なことに直面しても、
最後まで努力して取り組
み、解決しようとする。

•自らの課題に気づき改善
しようと努力している。

キャリアプラニング
能力

•働くことの意義を理解し、
自分自身のあり方、生き
方について主体的に考え
ている。

•将来に基づいて、今行う
べき学習や活動の意義
を理解し、意欲的に取
り組んでいる。

•職業についての総合的な
理解に基づいて将来を
設計し、進路計画を立
案している。

•進路目標達成のために
諦めずに粘り強く努力で
きる。

•社会における自分の役割
を見つけ、広く貢献しよ
うという意志を持って進
路選択している。

キャリア教育の視点に基づく各学年の指導目標

第１学年
「社会を知る」

•インターンシップ、職場
見学、研究所見学、高
大連携等の行事を通し
て、社会と職業、学問、
自分の適性について知
り、将来設計をさせる。

※社会とは学問等を含めた
広い意味

教科
•生徒の活動、理解度が見
える授業を行い、生徒の
主体性を育む。

•生徒の進路目標達成のた
めの学力の伸長を図る。

•今の学びが、将来どのよ
うにつながっていくのかを
理解させることで、学習
意欲を向上させる。

総合的な学習の時間
•体験活動や講話を通して
自己の可能性や役割を理
解し、主体的に進路選択
できる能力を育成する。

•発達段階に応じたプログ
ラムを準備し、進路意識
の高揚を図る。

•３年間を通した小論文指
導計画を立案・実施する
ことにより、自らの考えを
他者に伝える力を養う。

特別活動
•集団の中での自己の位置
や果たすべき役割を自覚
させ、コミュニケーション
能力を高める。

•行事に積極的に参加し、
成功させることによる達
成感を体験させ、自己肯
定感、自己有用感を持た
せる。

第２学年
「他者を知る」

•他者の価値観や個性を
認識し受容する態度を
身につけさせる。

•修学旅行を通して責任感
や連帯感を育成する。

•目的意識を持ち、希望
進路を具体的に設定さ
せる。

•進路実現までのプランを
作成させる。

第３学年
「自己を深める」

•自己の能力やその可能
性、興味・関心、適性を
踏まえ、卒業後の進路
について具体的な目標を
定め、実行に移させる。

•進路に必要な学力を身
につけさせる。

•進路実現に向けて主体
的に考え、行動し、粘り
強く努力させる。

部活動
•自己の役割を果たし、
集団の目標を達成す
るための行動ができる
ようにする。

•成果と課題を分析し、
具体的な対策を考え
実行できる能力を育
成する。

•活動の効率化、休養
日の設置、学習時間
の確保（保障）をする。

＊学校資料を基に編集
部で作成

静
岡
県
立
御
殿
場
南
高
校

奥
山
達
生
　
お
く
や
ま
・
た
つ
お

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
研
修

主
任
。
理
科
。

静
岡
県
立
御
殿
場
南
高
校

平
井
　

剛
　
ひ
ら
い
・
た
け
し

同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
キ
ャ

リ
ア
教
育
主
任
。
１
学
年
特
進
ク

ラ
ス
担
任
。
英
語
科
。

静
岡
県
立
御
殿
場
南
高
校

望
月
満
子
　
も
ち
づ
き
・
み
つ
こ

同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。
１
学

年
主
任
。
国
語
科
。
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タ
認
知
を
す
る
場
面
を
設
定
し
て
い
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
１
・
２
年
次
の
取
り

組
み
を
具
体
的
に
見
て
い
く
。
ま
ず
、
１

年
次
の
４
月
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
と
３
年
間
で
身
に

つ
け
て
ほ
し
い
資
質
・
能
力
を
説
明
す
る
。

　
「
生
徒
の
多
く
は
、
大
学
進
学
を
希
望

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
大
学
合
格
が
最

終
目
標
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
校
３
年
間

を
通
し
て
、
大
学
で
何
を
学
び
、
ど
の
よ

う
な
人
生
を
送
り
た
い
の
か
を
考
え
て
ほ

し
い
と
伝
え
ま
す
」（
樋
口
先
生
）

　

１
年
次
の
活
動
は
、「
企
業
職
業
研
究
」

と
「
大
学
研
究
」
が
中
心
と
な
る
。

　
「
企
業
職
業
研
究
」で
は
、保
護
者
へ
の

職
業
ア
ン
ケ
ー
ト
や
社
会
人
講
話
な
ど
を

通
し
て
、人
生
観
や
職
業
観
を
築
い
て
い

く
。夏
季
休
業
中
に
行
う
職
場
見
学
や
仕

事
体
験
で
は
、気
づ
い
た
こ
と
を
レ
ポ
ー

ト
に
ま
と
め
、そ
れ
を
２
学
期
に
各
ク
ラ

ス
内
で
発
表
。
さ
ら
に
、
一
連
の
活
動
を

振
り
返
り
、そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
学
年
発

表
会
で
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。

　

そ
う
し
て
描
い
た
将
来
像
の
実
現
に
必

要
な
学
び
を
理
解
す
る
た
め
に
行
う
の

が
、「
大
学
研
究
」
だ
。
自
分
の
適
性
を

踏
ま
え
て
文
理
選
択
を
検
討
し
た
り
、
大

学
・
学
部
・
学
科
を
調
べ
た
り
す
る
。
12

月
の
大
学
訪
問
で
は
、
早
稲
田
大
学
・
横

浜
市
立
大
学
・
山
梨
大
学
・
都
留
文
科
大

学
・
山
梨
県
立
大
学
の
い
ず
れ
か
を
訪
れ
、

模
擬
授
業
を
受
け
た
り
、
大
学
生
と
交
流

し
た
り
す
る
。
こ
の
活
動
で
も
、
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
気
づ
き
や
学
び
を
ま
と
め
た
ポ

ス
タ
ー
を
作
成
し
、ク
ラ
ス
で
発
表
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
振
り
返
り
時
に
相
互
評
価

を
行
っ
て
い
た
が
、
今
年
度
か
ら
始
め
た

の
が「
Ｓ
Ｂ
Ｉ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
」（
図
２
）

に
よ
る
相
互
評
価
だ
。
グ
ル
ー
プ
内
で
メ

ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
「
状
況
」「
具

体
的
な
行
動
」「
あ
な
た
に
与
え
た
イ
ン

パ
ク
ト
」
を
書
い
て
見
せ
合
い
、
活
動
で

よ
か
っ
た
点
を
相
互
評
価
す
る
。例
え
ば
、

「
あ
の
場
面
で
こ
ん
な
質
問
を
し
て
く
れ

た
こ
と
が
、
自
分
の
思
考
を
深
め
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
内
容
で
、
３

つ
の
観
点
を
具
体
的
に
書
く
こ
と
で
よ
さ

が
伝
わ
り
や
す
く
な
り
、
評
価
さ
れ
る
側

が
メ
タ
認
知
を
し
や
す
く
な
る
と
い
う
。

　
「
自
分
は
目
標
に
ど
の
程
度
到
達
し
た

の
か
、
形
成
的
な
評
価
を
行
う
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。
発
言
に
消
極
的
だ
っ
た
生
徒

が
、
友
人
に
よ
さ
を
認
め
ら
れ
て
自
己
肯

定
感
が
高
ま
り
、次
第
に
積
極
的
に
な
る

姿
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
し
、評
価
す
る
側

も
、友
人
の
よ
い
点
に
影
響
を
受
け
る
こ

と
が
多
い
よ
う
で
す
」（
樋
口
先
生
）

　

同
校
で
は
、
他
者
を
評
価
す
る
力
を

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
資
質
の
１
つ
と
捉

え
、
授
業
で
も
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
場
面

を
設
定
し
て
い
る
。

　
「
担
当
す
る
理
科
の
授
業
で
は
、グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
後
、
付ふ

箋せ
ん

紙
に
メ
ン
バ
ー
の
評

価
を
書
き
、
よ
さ
や
改
善
点
を
伝
え
合
っ

て
い
ま
す
。１
年
生
で
も
、フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、
他
者
を
評
価
し

た
内
容
を
的
確
か
つ
具
体
的
に
伝
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
」（
樋
口
先
生
）

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
活
動
を
関
連

づ
け
、
自
身
の
成
長
を
振
り
返
り
、
将
来

を
考
え
さ
せ
る
場
が
「
論
文
研
究
」
だ
。

１
年
次
の
５
月
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」（
＊
２
）の

17
の
目
標
に
つ
い
て
説
明
し
、自
分
が
か

か
わ
り
た
い
目
標
を
テ
ー
マ
に
１
年
間
か

け
て
論
文
を
作
成
さ
せ
る
。

　
「
論
文
に
は
、
職
場
訪
問
や
大
学
訪
問

な
ど
の
経
験
、
そ
こ
で
の
気
づ
き
や
学
び

を
積
極
的
に
盛
り
込
む
よ
う
に
指
導
し
ま

す
。
多
様
な
教
育
活
動
が
自
分
の
成
長
に

関
連
し
合
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
ど

の
よ
う
な
資
質
・
能
力
が
伸
び
て
い
る
の

か
を
客
観
的
に
把
握
し
、
認
識
す
る
場
に

な
っ
て
い
ま
す
」（
平
井
先
生
）

　

論
文
作
成
の
途
中
で
は
、
生
徒
同
士
で

読
み
合
い
、
感
想
を
述
べ
た
り
、
質
問
し

合
っ
た
り
す
る
場
を
何
度
か
設
け
、
相
互

評
価
を
行
う
。
２
月
に
は
完
成
さ
せ
、
学

年
発
表
会
で
そ
の
概
要
を
発
表
し
合
う
。

＊２　Sustainable Development Goals の略。2015年 9月の国連総会で採択された『我々の世界を変革する： 持続可能な開発のための2030アジェンダ』で示された具体的
行動指針。「あらゆる場所で、あらゆる形態の貧困に終止符を打つ」「あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を推進する」など17の目標がある。

「SBI」は、「状況（Situation）」「行動（Behavior）」「影響（Impact）」の頭文字。
米国リーダーシップ教育機関の CCL が開発。＊学校資料をそのまま掲載

「ＳＢＩフィードバック」図２

特集
　

多面的評価─そのあり方と実践を考える

入
学
後
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
で

身
に
つ
け
て
ほ
し
い
資
質・能
力
を
説
明

１
・
２
年
次
の
取
り
組
み

３
つ
の
観
点
に
よ
る
相
互
評
価
で

自
分
の
よ
い
点
に
気
づ
か
せ
る

論
文
作
成
で
経
験
が
自
身
の
成
長
に

ど
う
関
連
し
て
い
る
か
気
づ
か
せ
る

19  Februar y  2018

Q7-582-000 2017 年度VIEW21高校版 2月号 18頁 ＣＭ
ＹＫ

新
組
01/22
蟻正

色
校
01/31
南部 - -/-

- - -/-
- - -/-

-Q7-582-000 2017 年度VIEW21高校版 2月号 19頁 ＣＭ
ＹＫ

新
組
01/22
蟻正

色
校
01/31
南部 - -/-

- - -/-
- - -/-

-
P017-021_view21koukou-2g.indd   19 18/01/31   14:51



　

２
年
次
で
は
、
１
年
次
で
の
学
び
を
通

じ
て
見
え
て
き
た
将
来
像
を
基
に
「
学

部
学
科
研
究
」
を
行
い
、
夏
季
休
業
中
に

志
望
校
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
訪
れ

る
。
そ
の
体
験
は
Ａ
４
判
紙
１
枚
の
レ

ポ
ー
ト
に
ま
と
め
、
廊
下
に
貼
り
、
生
徒

間
で
情
報
を
共
有
す
る
。
10
月
に
は
ハ
ワ

イ
修
学
旅
行
の
計
画
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

立
て
る
。
現
地
で
は
大
学
生
と
の
交
流

や
文
化
に
触
れ
る
活
動
を
通
し
、「
他
者
」

を
知
る
こ
と
で
、「
自
己
」
へ
の
理
解
を

よ
り
深
め
る
こ
と
を
ね
ら
う
。

　

１
・
２
年
次
の
活
動
の
集
大
成
が
、
２

年
次
12
月
か
ら
取
り
組
む「
キ
ャ
リ
ア
プ

ラ
ン
表
明
書
」（
図
３
）だ
。そ
の
作
成
は
、

そ
れ
ま
で
の
活
動
を
整
理
し
、
生
徒
が
自

分
の
志
向
性
や
課
題
を
把
握
し
て
、将
来

や
進
路
選
択
を
深
く
考
え
る
場
と
な
る
。

　

ま
ず
、「
自
己
分
析
シ
ー
ト
」
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
の
学
び
を
振
り
返
り
、
自
己

理
解
を
深
め
、
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
考
え

る（
図
４
）。そ
の
時
に
参
考
に
す
る
の
が
、

各
活
動
で
書
い
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
な
ど
を

ま
と
め
た
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
だ
。

　

生
徒
は
「
自
己
分
析
シ
ー
ト
」
を
冬
季

休
業
前
ま
で
に
提
出
し
、
担
任
は
そ
れ
を

基
に
個
別
面
談
を
す
る
。
研
修
主
任
の
奥

山
達
生
先
生
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
自
己
評
価
や
他
者
評
価
を
何
度
も
し

て
き
た
成
果
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
多
く

の
生
徒
が
奇
麗
な
文
章
で
ま
と
め
て
き
ま

す
。
た
だ
、
そ
の
段
階
で
は
ほ
と
ん
ど
が

表
層
的
・
抽
象
的
な
文
章
で
す
。
そ
こ
で
、

面
談
で
気
に
な
る
点
を
一
つ
ひ
と
つ
指
摘

し
、
自
己
の
内
面
を
再
度
振
り
返
ら
せ
、

自
分
の
言
葉
で
書
く
よ
う
に
伝
え
ま
す
」

　

そ
の
際
、
生
徒
の
思
考
を
促
す
質
問
を

す
る
よ
う
心
が
け
る
。
そ
の
た
め
に
、
教

師
の
質
問
力
を
高
め
る
研
修
も
行
っ
た
。

　
「
教
師
は
教
え
る
だ
け
で
な
く
、
生
徒

に
問
い
か
け
、
気
づ
か
せ
て
、
考
え
さ
せ

る
指
導
も
重
視
し
ま
す
。
生
徒
へ
の
質
問

は
、『
イ
エ
ス
・
ノ
ー
』
な
ど
の
択
一
で

答
え
ら
れ
る
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
ク
エ
ス
チ
ョ

ン
や
、
５
Ｗ
１
Ｈ
を
問
う
オ
ー
プ
ン
・

ク
エ
ス
チ
ョ
ン
を
効
果
的
に
使
う
よ
う
心

が
け
て
い
ま
す
」（
平
井
先
生
）

　

生
徒
は
、
面
談
を
踏
ま
え
て
内
容
を
再

考
し
、
冬
季
休
業
中
に
「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ

＊学校資料をそのまま掲載

「自己分析シート」の記入項目図４

Ⅰ 「Ｃプロジェクト」全体の振り返り

❶仕事について：１年次の企業職業研究（企業訪問）やこれ
までに聞いた講演、２年次の修学旅行におけるキャリアセ
ミナー・プロジェクトパラダイスなどを通して感じたこと（１
年次にまとめた「Ｃプロジェクト」のファイルを活用）。

❷大学について：１年次の大学訪問や、２年次の大学調べ、
オープンキャンパスを通して気づいたこと、考えたこと。

❸論文研究（ブックトーク）：新書を読んで感じたこと、考え
たこと。

Ⅱ自己理解

❶これまでの人生で頑張ったこと、印象に残っていること、
自分にとって影響の大きかった出来事（授業、部活動、ボ
ランティア活動、旅行など、今までの経験、体験を振り返り、
できるだけたくさん箇条書きで書いてみよう。つらかったこ
と、乗り越えたことなど）。

❷上記❶のことから、学んだこと、成長できたこと、自分自
身の性格、自分の強み（ＰＲポイント）など。

Ⅲキャリアプラン

❶大学で勉強したいこと。
❷自分の進みたい分野や職業をイメージしよう。また、その
分野や職業の特徴は何だろうか。

　（できるだけたくさん箇条書きで書いてみよう）
❸今起こっている社会問題や現代社会における課題など、
知っていることを挙げてみよう。

❹10年後、自分が将来、かかわっていきたい分野がどのよう
に社会に役立っているのかを書いてみよう。

「キャリアプラン表明書」図３

裏面

表面

＊学校資料を基に編集部で作成

担
任
・
学
年
主
任
・
管
理
職
に
よ
る

多
面
的
評
価
で
思
考
を
深
化
さ
せ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
集
大
成
と
な
る

「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
表
明
書
」

「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
表
明
書
」
作
成
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ン
表
明
書
」
の
下
書
き
を
作
成
。
担
任
に

よ
る
２
回
目
の
面
談
を
受
け
、
そ
の
内
容

を
反
映
し
て
清
書
す
る
。
そ
し
て
、
学
年

主
任
、続
い
て
管
理
職
の
面
談
を
受
け
る
。

教
頭
の
櫻

さ
く
ら

井い

教の
り
ふ
み文
先
生
は
こ
う
語
る
。

　
「
私
が
面
談
を
す
る
段
階
で
は
、
担
任

と
学
年
主
任
の
面
談
を
通
し
て
、
生
徒
は

か
な
り
深
い
と
こ
ろ
ま
で
考
え
て
お
り
、

口
頭
で
の
説
明
も
よ
り
分
か
り
や
す
い
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
さ
ら

な
る
高
み
を
目
指
し
て
、
違
う
角
度
か
ら

質
問
を
し
て
思
考
を
深
め
さ
せ
ま
す
」

　

そ
の
よ
う
に
、
複
数
の
教
師
か
ら
評
価

を
受
け
て
繰
り
返
し
書
き
直
し
、
考
え
に

考
え
抜
い
た
「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
表
明
書
」

を
完
成
さ
せ
た
生
徒
は
、
深
い
自
己
理
解

に
基
づ
い
た
目
標
が
明
確
に
定
ま
り
、
３

年
生
に
な
る
と
希
望
進
路
の
実
現
に
向
け
、

一
直
線
に
頑
張
る
姿
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
全
校
で
指
導
方

針
や
指
導
方
法
を
共
有
し
、
３
年
間
で
の

一
貫
し
た
指
導
の
実
現
を
図
っ
て
い
る
。

　
「
教
育
目
標
や
目
指
す
学
校
像
・
生
徒

像
、
学
校
経
営
目
標
な
ど
の
体
系
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
明
確
に
位
置
づ
け
て
、
そ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
各
活
動
の
目
的
や
意
図
の
共
有
が

し
や
す
い
と
思
い
ま
す
」（
櫻
井
教
頭
）

　

17
年
度
は
全
体
研
修
を
４
回
行
い
、
外

部
講
師
を
招
き
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育

や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の

理
解
を
図
っ
た
。
さ
ら
に
、
学
年
間
で
は

資
料
の
共
有
を
丁
寧
に
行
っ
て
い
る
。

　
「
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
な
ど
の
資
料
は
す
べ

て
デ
ー
タ
化
し
て
蓄
積
し
、
共
有
フ
ォ
ル

ダ
に
分
か
り
や
す
く
整
理
し
て
い
る
こ
と

も
、
指
導
や
評
価
方
法
の
共
有
に
役
立
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
」（
樋
口
先
生
）

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
は
、
特
に
生
徒

の
希
望
進
路
に
対
す
る
姿
勢
に
表
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
表
明
書
」

で
は
、
自
分
が
か
か
わ
り
た
い
職
業
や
学

問
分
野
が
「
ど
の
よ
う
に
社
会
に
役
立
っ

て
い
る
の
か
」を
４
０
０
字
程
度
で
書
く
。

生
徒
は
、
志
望
分
野
の
社
会
的
役
割
を
、

そ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
気
づ
い
た
自
分
の

適
性
を
踏
ま
え
て
考
え
る
。
す
る
と
、
将

来
へ
の
期
待
が
一
層
高
ま
り
、
希
望
進
路

の
実
現
に
向
け
た
意
欲
が
さ
ら
に
向
上
す

る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
自
分
の
適
性
に
自
信

が
持
て
ず
、
本
当
に
進
む
べ
き
道
な
の
か

を
考
え
直
す
場
合
も
あ
る
。

　

そ
う
し
た
過
程
を
経
る
か
ら
こ
そ
、
自

分
に
最
適
と
思
う
希
望
進
路
を
見
い
だ
す

こ
と
が
で
き
る
。
過
去
に
は
医
師
か
ら
看

護
師
へ
、雑
誌
記
者
か
ら
歴
史
学
者
へ
と
、

希
望
進
路
を
転
換
し
た
生
徒
が
い
た
。

　

17
年
度
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
を

導
入
し
、
実
践
を
進
め
る
中
で
、「
育
成

を
目
指
す
資
質
・
能
力
」
を
改
め
て
定
め

た
（
図
５
）。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
資
質
・

能
力
の
１
つ
と
捉
え
、
知
識
・
技
能
、
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
ス
パ
イ
ラ
ル

で
伸
ば
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

課
題
は
、大
学
入
試
改
革
も
見
据
え
た

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
電
子
化
だ
。
既
に

「Classi

」（
＊
３
）を
導
入
し
、
生
徒
が
活

動
の
内
容
や
得
ら
れ
た
気
づ
き
を
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
入
力
で
き
る
よ
う
に

し
た
。
今
後
、
生
徒
が
自
分
で
成
果
物
を

撮
影
し
て
保
存
・
整
理
す
る
な
ど
、
コ
ン

テ
ン
ツ
を
デ
ー
タ
化
し
、
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
に
す
る
予
定
だ
。

　
「
資
料
の
保
存
や
整
理
は
、
デ
ジ
タ
ル

化
し
た
方
が
は
る
か
に
効
率
的
で
す
。
も

ち
ろ
ん
、
手
書
き
が
も
た
ら
す
学
習
効
果

も
あ
る
の
で
、
目
的
に
応
じ
て
使
い
分
け

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
望
月
先
生
）

　

さ
ら
に
、ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
用
い
た
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
を
教
育
活
動
全
体
で

推
進
中
だ
。
17
年
度
は
、
各
教
科
で
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

生
徒
が
学
び
の
成
果
等
を
振
り
返
る
評
価

シ
ー
ト
を
導
入
し
た
。18
年
度
は
教
科
横

断
、19
年
度
は
行
事
も
含
め
た
教
育
活
動

全
体
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
予
定
だ
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
『
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

に
お
い
て
教
育
活
動
全
体
を
体
系
的
に
整

理
し
、
指
導
と
評
価
の
改
革
を
推
し
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
平
井
先
生
）

＊３　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育での ICT活用を総合的に支援するサービス。

育成を目指す資質・能力図５

＊学校資料を基に編集部で作成

特集
　

多面的評価─そのあり方と実践を考える

ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
導
入
し
、

活
動
を
振
り
返
り
や
す
く
す
る

自
分
を
深
く
理
解
す
る
か
ら
こ
そ

将
来
を
選
ぶ
姿
勢
に
変
化
が

成
果
と
展
望

指
導
方
針
や
方
法
、
資
料
な
ど

全
教
師
で
共
有
を
徹
底

体
制
の
工
夫

学びを人生や社会に生かそうとする
学びに向かう力・人間性等の涵養

リーダーシップ
目標共有・率先垂範・同僚支援

生きて働く知識・技能の習得

知識獲得技能
問題解決技能
態度技能

思考力・判断力・表現力等の育成

論理思考
質問力
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都
築
慶
和
先
生
は
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

の
実
現
を
目
指
す
授
業
改
善
の
視
点
か
ら
、
年
１
回
、

観
察
・
実
験
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入

れ
た
研
究
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
２
０
１
３
年
度
に
言
語
活
動

と
実
験
を
融
合
さ
せ
た
授
業
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
数
班

愛知県立知立東高校
◎校訓は「努力　─継続は力─」。愛知県教育
委員会「高等学校教育課程研究指定校事業」

（公民科による主権者教育）の指定校。愛知
県「あいち科学技術教育推進協議会」の指定
参加校として理数教育にも力を入れる。
◎設立　1986（昭和 61）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年 360 人
◎２０１７年度入試合格実績（現浪計）
国公立大は、東北大、東京工業大、名古屋大、
愛知教育大、大阪大などに 163 人が合格。私
立大は、慶應義塾大、南山大、名城大、同志
社大、立命館大などに延べ 1077人が合格。
◎URL
http://www.chiryuhigashi-h.aichi-c.
ed.jp/

愛知県立知
ち

立
りゅう

東
ひがし

高校
都築慶和　つづき・よしかず　

教職歴 20 年。同校に赴任して 12 年目。
進路指導主事。
アクティブ・ラーニングの実践は５年目になる。

1時間目 実験計画書の作成 授業
ハイライト

実
験
の
失
敗
を
成
功
に
導
く
経
験
か
ら
、

研
究
の
醍
醐
味
を
実
感
し
、

協
働
の
大
切
さ
も
学
ぶ

１班８人のグループで、重力加速度の値を測定するための
実験計画を立案する。教科書を参考にしながら意見を出し
合ったり、図書館の資料やインターネットを活用したりして、
班ごとに実験方法や必要な器具などを考え、実験計画書
を作成。授業時間内に終わらなかった班は、休み時間や
放課後を利用して実験計画書の作成に取り組んだ。

●
３
年
生
「
物
理
」
の
授
業
で
、「
重
力
加
速
度
の
値
の
測
定
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
全
８
時
間
の
単
元
。
実
験
計
画
か
ら
発
表

ま
で
を
班
で
取
り
組
む
。
既
習
事
項
の
定
着
と
協
働
性
の
涵

養
を
図
る
と
と
も
に
、科
学
実
験
の
難
し
さ
を
経
験
さ
せ
る
。

（
P.	

25
に
授
業
デ
ザ
イ
ン
を
掲
載
）

物理

実践

工
学
分
野
を
志
望
す
る
生
徒
に

「
も
の
づ
く
り
」を
体
感
さ
せ
た
い

都
築
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ
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に
分
か
れ
て
同
じ
放
射
線
実
験
を
行
う
。
そ
し
て
、
同

じ
手
順
・
方
法
の
実
験
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
班
ご
と
に

異
な
る
結
果
が
出
た
理
由
を
生
徒
同
士
で
話
し
合
う
。

さ
ら
に
、そ
こ
で
出
て
き
た
疑
問
に
つ
い
て
考
え
、そ
の

結
果
を
発
表
し
合
い
、
生
徒
間
で
相
互
評
価
を
行
う
。

こ
の
一
連
の
活
動
を
通
し
て
、思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力
や
主
体
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
。

　

２
年
目
の
研
究
授
業
は
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
多

様
な
実
験
を
経
験
さ
せ
る
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
た
。
10

人
で
１
班
と
な
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る

３
つ
の
実
験
に
班
内
で
分
担
し
て
取
り
組
み
、
各
実
験

の
プ
ロ
セ
ス
と
結
果
を
共
有
・
発
表
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
15
年
度
か
ら
研
究
授
業
で
取
り

上
げ
て
い
る
、
３
年
生
「
物
理
」
の
「
重
力
加
速
度
の

値
の
測
定
」
だ
。
過
去
の
授
業
で
は
、
生
徒
に
実
験
方

法
を
示
し
て
い
た
が
、
今
回
は
テ
ー
マ
だ
け
を
示
し
、

生
徒
に
実
験
方
法
か
ら
考
え
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
。

　
「
学
校
で
行
う
理
科
実
験
の
大
半
は
、
教
科
書
に
示

さ
れ
た
方
法
や
器
具
で
進
め
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
実
験

を
こ
な
し
て
い
る
状
態
と
な
り
、
他
者
に
任
せ
き
り
に

す
る
生
徒
や
、
何
の
実
験
を
し
て
い
る
の
か
を
理
解
で

き
て
い
な
い
生
徒
も
出
て
き
ま
す
。
生
徒
自
身
が
実
験

方
法
を
計
画
し
、
失
敗
し
た
ら
改
善
策
を
考
え
る
こ
と

で
、
よ
り
深
い
学
び
に
な
る
と
考
え
ま
し
た
」

　

３
年
次
11
月
に
は
、
授
業
も
教
科
書
の
内
容
が
す
べ

て
終
わ
り
、
生
徒
は
物
理
の
知
識
を
一
通
り
備
え
た
状

態
に
な
る
。
実
験
計
画
を
立
て
る
た
め
に
教
科
書
を
読

み
返
す
こ
と
は
既
習
事
項
の
復
習
に
も
な
る
た
め
、
知

識
を
統
合
し
て
考
え
る
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
と
い
う

ね
ら
い
も
あ
っ
た
。

　

都
築
先
生
が
実
践
的
な
知
識
の
習
得
に
こ
だ
わ
る
理

由
は
地
域
性
に
も
あ
る
。
知
立
市
は
大
手
自
動
車
メ
ー

カ
ー
の
本
社
が
あ
る
豊
田
市
と
隣
接
し
て
お
り
、
製
造

業
が
身
近
で
、
工
学
部
を
志
望
す
る
生
徒
も
多
い
。

　
「
も
の
づ
く
り
は
１
人
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
知
恵
を
出

し
合
い
な
が
ら
周
り
と
協
働
し
て
１
つ
の
形
に
し
て
い

く
。
将
来
、
日
本
の
製
造
業
を
担
う
生
徒
た
ち
に
、
も

の
づ
く
り
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
を
、
実
験
を
通
し
て

体
感
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

都
築
先
生
は
、
生
徒
の
思
考
を
深
め
る
た
め
に
テ
ー

マ
設
定
を
工
夫
し
て
い
る
。「
重
力
加
速
度
の
値
の
測
定
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
の
は
、
力
学
や
電
気
な
ど
、
複
数
の

分
野
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
身
近

な
題
材
で
あ
り
、
生
徒
の
関
心
を
喚
起
し
や
す
い
こ
と
、

身
の
回
り
の
道
具
を
使
っ
て
実
験
で
き
る
こ
と
と
い
っ

た
理
由
が
あ
る
。

　

実
際
、
生
徒
は
、
斜
面
に
球
を
転
が
す
と
い
っ
た
一

般
的
な
方
法
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
実
験
方
法
を
考
え

た
。
り
ん
ご
に
ア
イ
ス
ピ
ッ
ク
を
落
と
し
、
落
下
時
間

と
刺
さ
っ
た
深
さ
か
ら
測
定
し
た
班
、
ピ
ン
ポ
ン
玉
の

浮
力
と
重
力
の
釣
り
合
い
か
ら
測
定
し
た
班
な
ど
、
柔

軟
な
発
想
と
ユ
ニ
ー
ク
な
視
点
か
ら
実
験
方
法
を
考

え
、
実
際
に
実
験
を
行
っ
た
。

3時間目 2時間目実験の考察と討議 重力加速度の測定実験

１回目の実験で得たデータを検証し、実験方法をどのように
改善すればよいかを話し合った。１回目の実験を失敗と捉え、
全く異なるアプローチで実験計画を立て直した班もあった。

実験計画書に基づいて実験を行う。力学的エネルギーと運動
量保存則の実験や、単振り子による単振動を利用した実験、
電流と磁場の関係を利用した実験など、これまでに学習した
分野の知識・技能を活用した実験が行われた。しかし、ほと
んどの班が仮説通りの結果を得ることができず、実験の条件
を変えるなど試行錯誤する姿が見られた。

目
の
前
の
生
徒
の
力
を
見
極
め
、

指
導
の
内
容
や
タ
イ
ミ
ン
グ
を
変
え
る
　

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮

教科書に書いてあるような理想的な実験環境をつくる
ことは、実際にはとても難しいのだと実感しました。

生徒の
声
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実
験
の
考
察
で
は
、
都
築
先
生
が
机
間
指
導
を
行
い

な
が
ら
生
徒
た
ち
の
話
に
耳
を
傾
け
、
適
宜
、
必
要
な

知
識
を
補
足
し
た
。「
単
振
動
は
そ
う
し
た
動
き
を
す

る
の
か
な
？
」「
ひ
も
の
長
さ
は
関
係
な
い
か
な
？
」
な

ど
、
少
し
ヒ
ン
ト
を
与
え
る
だ
け
で
、
止
ま
っ
て
い
た

議
論
が
進
み
始
め
る
こ
と
も
多
か
っ
た
と
言
う
。

　
「
大
切
な
の
は
、
生
徒
に
ど
の
く
ら
い
の
力
が
あ
る
の

か
を
見
極
め
る
こ
と
で
す
。
生
徒
の
力
に
応
じ
て
助
言

の
内
容
や
頻
度
、
声
か
け
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
を
変
え

て
、
生
徒
が
自
ら
気
づ
き
、
思
考
を
深
め
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
」

　

今
回
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
班
が
１
回
目
の
実
験
で
仮
説

通
り
の
値
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
理
論
的
に
正
し
く
て

も
、
材
料
の
重
さ
や
摩
擦
、
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
、
条
件

や
環
境
の
わ
ず
か
な
違
い
で
結
果
は
大
き
く
変
わ
る
。

　
「
今
回
の
授
業
の
ね
ら
い
は
、
生
徒
に
失
敗
を
経
験
さ

せ
る
こ
と
で
し
た
。
教
科
書
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が

い
か
に
理
想
的
な
条
件
・
環
境
で
成
り
立
っ
て
い
る
の

か
を
実
感
し
、
も
の
づ
く
り
は
そ
う
簡
単
に
教
科
書
通

り
に
は
い
か
な
い
こ
と
に
気
づ
い
て
ほ
し
か
っ
た
の
で

す
。
で
す
か
ら
、
事
前
に
実
験
計
画
書
を
確
認
し
た
際

に
は
、
明
ら
か
に
失
敗
が
予
想
さ
れ
る
班
以
外
は
、
あ

え
て
指
摘
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
世
に
出
る
製
品
の
多

く
は
、
失
敗
の
繰
り
返
し
の
中
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
失

敗
し
た
理
由
を
深
く
考
え
、
成
功
に
つ
な
が
る
ヒ
ン
ト

を
つ
か
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

生
徒
に
は
、
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
な
ぜ
失
敗
し
た

の
か
を
話
し
合
い
、
ど
の
よ
う
に
改
善
し
た
の
か
」
で

あ
る
と
、
事
前
に
説
明
し
た
。

　
「
私
が
作
成
し
た
活
動
段
階
ご
と
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

を
示
し
、
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
分
析
の
的
確
さ
や
班

活
動
で
の
協
働
性
な
ど
、
授
業
に
取
り
組
む
過
程
だ
と

説
明
し
ま
し
た
。
実
験
の
成
否
は
評
価
に
関
係
な
い
と

明
言
し
、
生
徒
が
自
由
な
発
想
で
実
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
る
雰
囲
気
に
し
よ
う
と
し
ま
し
た
」

　

実
際
、
生
徒
は
、
思
い
切
っ
た
実
験
方
法
を
考
え
出

し
た
り
、
大
胆
な
改
善
を
し
た
り
し
て
い
た
と
い
う
。

　

そ
し
て
、
評
価
は
、
実
験
計
画
、
実
験
、
発
表
準
備・

発
表
の
各
活
動
に
お
い
て
、
教
師
の
評
価
と
生
徒
の
自

生徒が作成した実験計画書。メンバーが意見を出し合い、
１つの計画をまとめていく過程は、コミュニケーション能
力やプレゼンテーション能力を磨く機会となる。

7-8時間目

２度の実験で学んだことを班ごとに発表。前時に製作したポ
スターを掲示したり、黒板に図示したりと、各班とも工夫を凝
らしていた。都築先生が班ごとの講評を述べた後、生徒同士
の質疑応答が行われた。最後に、生徒は学んだことや感じた
ことを各自でレポートにまとめ、一番分かりやすいと感じた発
表とその理由を書いて、生徒間での相互評価を行った。

4-6時間目

立て直した計画の下、再び実験を行った。その結果、８班の
うち５班で理論値（9.8m/s2）に近いデータが得られ、中で
も単振り子による単振動を利用した班は、理論値に最も近い
9.91m/s2 を測定した。実験結果はポスターにまとめ、７〜８
時間目の発表会の準備に取りかかった。ポスターやプレゼン
テーションの内容は、都築先生が事前に点検し、指導した。

発表会・振り返り 再実験と発表準備

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
評
価
規
準
を

事
前
に
示
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
喚
起

場
づ
く
り
へ
の
配
慮
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己
評
価
を
行
い
、
発
表
方
法
や
内
容
、
分
か
り
や
す
さ

な
ど
に
つ
い
て
、
生
徒
同
士
の
相
互
評
価
も
行
っ
た
。

　

取
り
組
み
の
成
果
は
、
授
業
後
の
生
徒
の
感
想
に
表

れ
て
い
る
。「
周
り
と
協
力
し
合
う
こ
と
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
が
分
か
っ
た
」「
大
学
で
の
研

究
に
も
生
か
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
、
高
校
卒
業
後
に

も
つ
な
が
る
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
様
子
が
う
か
が
え

た
。
ま
た
、
都
築
先
生
自
身
の
授
業
形
態
に
も
変
化
が

出
て
き
た
と
い
う
。
研
究
授
業
を
始
め
た
頃
か
ら
、
通

常
の
授
業
で
も
、
生
徒
同
士
で
協
力
し
て
演
習
問
題
を

解
か
せ
た
り
、
実
験
結
果
の
違
い
に
つ
い
て
考
え
さ
せ

た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

　

課
題
は
、
今
回
の
よ
う
な
授
業
を
よ
り
多
く
行
う
こ

と
だ
。
現
状
で
は
年
１
回
だ
が
、
授
業
計
画
を
見
直
し

て
、
年
２
〜
３
回
実
施
す
る
こ
と
も
検
討
中
で
あ
る
。

　
「
他
校
の
先
生
に
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
と
、『
３
年

生
の
こ
の
時
期
に
行
う
の
は
す
ご
い
で
す
ね
』
と
言
わ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
今
後
、
大
学
入
試
で

多
面
的
・
総
合
的
な
評
価
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
た
だ
問
題
を
解
い
て
答
え
を
導
き
出
す
よ
う
な
学

力
だ
け
で
は
、
通
用
し
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。
失
敗
さ

せ
る
経
験
は
、
遠
回
り
に
見
え
て
も
、
生
徒
の
将
来
に

必
ず
生
き
る
も
の
だ
と
考
え
、
取
り
組
み
を
深
化
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

学習内容
自校の生徒の特性を
踏まえた各学習内容に
おける主な目標（身につ
けさせたい力・姿勢）

左記の力・
姿勢の「学
力の3要素」
への分類

左記の力・姿勢を育むための
指導内容

教師による
発問・働きかけの内容

教師が特に
観察・配慮すべき点

①
実験計画
書の作成

•︎これまで学習し
た知識を用いて意
欲的に探究する力

•思考力

•１班７〜８人の班をつくる。
•「重力加速度の値の測定」をテーマに、
実験方法や必要な器具について話し合い、
実験計画書を作成。
•自己評価シートに記入して、振り返り
を行う。

•これまで学習してきた知識
を用いて計画を立てるように
指示をする。
• 計画書が完成したら生徒に
説明させ、助言、指導を行う。

• 既 習の知 識を
用いて的 確に計
画を立てられてい
るか。
• 班で協力して活
動できているか。

②
重力加速
度の測定
実験

•︎正しい知識を理
解し、身につける
力

• 技能 •︎実験計画書に従って、実験を行う。 • 実験を行わせ、助言、指導
を行う。

• 危 険を 伴う実
験ではないか。
• 班で協力して活
動できているか。

③
実験の考
察・討議

• 仲間と協力して
問題を解決する力 • 協働性

•実験結果をまとめる。仮説通りの結果が
得られなければ、その理由と仮説に近づく
ための改善策を班で話し合い、実験計画
を立て直す。
• 考察・討議の結果をレポートにまとめる。

•グループで解決できない時に
助言する。

•意見をしっかり
出し合 えている
か。討 議 に参加
できていない 生
徒はいないか。

④
再実験

•正しい知識を理
解し、身につける
力

• 技能
•改善点に注意しながら、再び実験を行う。
•自己評価シートに記入して、振り返り
を行う。

• 実験を行わせ、助言、指導
を行う。

• 危 険を 伴う実
験ではないか。
• 班で協力して活
動できているか。

⑤
実験結果
のまとめ

• 積極的に意見を
出し合いまとめる
力

•主体性 •︎２回の実験結果と班で討議した内容をレ
ポートにまとめる。

• 結果を報告させ、助言、指
導を行う。

•意見をしっかり
出し合 えている
か。討 議 に参加
できていない 生
徒はいないか。

⑥
発表準備 • 表現する力 • 表現力

• ①〜⑤の活動をクラス内で報告するため
のポスターを作成。完成したら担当教師の
点検を受ける。

• 完成したポスターを提出さ
せて、助言・指導を行う。

• 班 で役 割を分
担して活動できて
いるか。

⑦
発表会

•互いに評価し合
いながら、新たな
発見や課題を見つ
けて探究する力

• 判断力

•︎各班の発表を聞き、理解できた点、よかっ
た点、改善すべき点などをレポートにまとめ
る。
•︎各班の発表後に質疑応答を行う。

• 各班が発表を終えた後、助
言、講評を行う。

• 発 表の内容や
仕方を観察する。

⑧
発表会・
振り返り

•互いに評価し合
いながら、新たな
発見や課題を見つ
けて探究する力

• 判断力

•︎ 発表が最も分かりやすかった班とその理
由、︎活動全体を通して学んだことをレポート
にまとめる。
•自己評価シートに記入して、振り返り
を行う。

•今回の活動を通して最も学ん
でほしい、「ものは１人ではつく
れない。多くの人の協力によっ
てつくられていく」「失敗の中か
ら成功につながるヒントが見つ
かる」ことを伝える。

• 発 表の内容や
仕方を観察する。
• 学んだことにつ
いて記述するよう
に指示をする。

＊都築先生作成の授業デザインシートを基に編集部で作成

授業デザインシート

【教科・科目】理科・物理　【分野・単元】　学習した全分野
【テーマ・作品】　重力加速度の値の測定
【設定時数】全８時間	

【単元の目標】 ①既習事項を活用し、グループで話し合いながら実験
全体の計画を立てて実践することができる。②活動全体の内容をまと
め、発表することによって、互いに理解を深め、興味や関心を高める。

も
の
づ
く
り
の
醍
醐
味
や

協
働
の
大
切
さ
を
実
感
す
る
生
徒
た
ち

成
果
と
課
題
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森
一
真
先
生
は
、以
前
か
ら
実
践
し
て
き
た
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
、
２
０
１
５
年
度
か
ら
本
格
的
に

取
り
組
み
始
め
た
。

　
「
伝
え
た
い
思
い
が
あ
る
か
ら
英
語
を
学
び
、
そ
の
延

長
線
上
に
定
期
考
査
や
大
学
入
試
が
あ
る
⋮
⋮
。
そ
う

し
た
流
れ
を
目
指
し
て
授
業
づ
く
り
を
し
て
い
ま
し
た

大阪府立和泉高校
◎郡立泉南高等女学校として開校。教育目標
は「いかなる国際情勢でも生き抜く人材育成」。
2013 年度にグローバル科を設置し、14 年度
以降、大阪府教育委員会「骨太の英語力養成
事業」の指定校。
◎設立　1901（明治 34）年
◎形態　全日制／普通科・グローバル科／共学
◎生徒数　１学年約 400 人
◎２０１７年度入試合格実績（現浪計）
国公立大は、大阪大、大阪教育大、神戸大、和
歌山大、大阪市立大、大阪府立大、奈良県立
大などに 67人が合格。私立大は、京都産業大、
同志社大、同志社女子大、立命館大、関西大、
近畿大、関西学院大などに延べ 823 人が合格。
◎ URL
http://www.osaka-c.ed.jp/izumi/

大阪府立和泉高校
森　一真　もり・かずま　

教職歴６年。同校に赴任して５年目。
３学年担任。生活指導部。英語科担当。
アクティブ・ラーニングの実践は５年目になる。

8:40 ウォーミングアップ 授業
ハイライト

英
語
を
使
う
必
要
感
・
有
用
感
を

重
視
し
た
課
題
設
定
で

生
徒
の
主
体
性
を
引
き
出
す

教科書の内容と関連した money、homework などの単語
を英語で説明し、何の英単語かをあてるクイズをペアで行
う。教科書の内容は、元手の５ドルで 2 時間以内にどれだ
け稼げるかという課題に関するエッセー。本時の最後には
その課題について自分の考えをまとめるため、クイズは自分
の言葉で説明するというウォーミングアップを兼ねている。

●
３
年
生
「
英
語
超
人
Ⅲ
」（
学
校
設
定
科
目
）
の
授
業
で
、

題
材
は
ア
メ
リ
カ
・
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
出
さ
れ
た
課

題
を
紹
介
し
た
エ
ッ
セ
ー
。
次
時
以
降
に
行
う
本
文
読
解
に

向
け
、
ペ
ア
ワ
ー
ク
を
通
し
て
課
題
に
つ
い
て
自
分
の
ア
イ

デ
ア
を
ま
と
め
た
。（
P. 

29
に
授
業
デ
ザ
イ
ン
を
掲
載
）

英語

実践

「
実
践
的
な
英
語
力
を
育
み
た
い
」

そ
の
思
い
が
授
業
改
善
の
第
一
歩
に

森
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ
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が
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

当
時
は
、
生
徒
に
と
っ
て
ペ
ア
ワ
ー
ク
の
必
然
性
が

感
じ
ら
れ
な
い
場
面
が
あ
っ
た
結
果
、
生
徒
の
学
び
が

深
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、
筆
記
試
験
で
高
得
点
を
挙

げ
る
生
徒
で
あ
っ
て
も
実
践
的
な
英
語
を
身
に
つ
け
て

い
な
か
っ
た
り
し
て
い
た
。ま
た
、大
学
入
試
に
向
け
て
、

講
義
中
心
の
指
導
を
し
て
い
た
時
も
あ
っ
た
と
言
う
。

　
「
こ
れ
が
自
分
の
目
指
し
て
い
た
授
業
な
の
か
」
と
悩

み
な
が
ら
も
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
少
し
ず
つ
今
の
ス
タ

イ
ル
を
獲
得
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
15
年
度
の
１
学

年
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
重
視
の
現
在
の
授
業

ス
タ
イ
ル
を
続
け
て
い
る
。

　
「
生
徒
に
実
践
的
な
英
語
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と

い
っ
た
思
い
か
ら
、
い
か
に
生
徒
を
、
英
語
を
使
い
た

い
と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
る
か
、
い
か
に
そ
う
し
た
場

面
を
多
く
設
け
ら
れ
る
か
を
追
究
し
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、

自
然
と
現
在
の
授
業
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
」

　

今
回
の
授
業
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
科
３
学
年
の
理
系

ク
ラ
ス
で
の
学
校
設
定
科
目
「
英
語
超
人
Ⅲ
」
で
、

「Lesson7

」
の
全
７
時
間
中
の
１
時
間
目
と
な
る
。
こ

の
科
目
は
、
英
語
の
４
技
能
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
科
の
１
〜
３
学
年
で
設
定
さ
れ
て

い
る
。

　

教
科
書
の
内
容
は
、
元
手
の
５
ド
ル
で
２
時
間
以
内

に
ど
れ
だ
け
稼
げ
る
か
を
考
え
、
実
行
す
る
と
い
う
、

ア
メ
リ
カ
・
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
実
際
に
出
さ
れ

た
課
題
に
つ
い
て
の
エ
ッ
セ
ー
だ
。
今
回
の
授
業
で
は
、

課
題
の
ル
ー
ル
が
記
さ
れ
た
第
１
段
落
を
読
み
、
黙
読

や
ペ
ア
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
文
法
や
慣
用
句
、
機
能
語
な

ど
に
つ
い
て
学
ぶ
。
そ
の
後
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

通
じ
て
そ
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
。

　

３
年
次
２
学
期
の
授
業
で
あ
る
た
め
、
森
先
生
は
大

学
入
試
を
意
識
し
た
指
導
も
行
う
。今
回
は
、
本
文
の

プ
リ
ン
ト
の
空
所
に
つ
い
て
、「
な
ぜ
、to

が
入
り
、for

が
適
切
で
は
な
い
の
か
」
を
ペ
ア
で
話
し
合
わ
せ
た
。

　
「
日
常
会
話
で
あ
れ
ば
気
に
し
な
い
よ
う
な
こ
と
で

も
、
生
徒
の
希
望
進
路
の
実
現
に
向
け
、
大
学
入
試
で

求
め
ら
れ
る
文
法
の
正
確
さ
の
指
導
は
必
要
で
す
。
実

践
的
な
英
語
力
と
入
試
に
対
応
で
き
る
力
の
双
方
を
伸

ば
す
授
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

　

森
先
生
は
、
ま
ず
は
生
徒
に
自
分
の
考
え
を
持
つ
よ

う
に
指
導
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ペ

ア
や
グ
ル
ー
プ
で
の
ワ
ー
ク
前
に
は
１
人
で
考
え
る
時

間
を
設
け
、
難
し
い
テ
ー
マ
で
あ
れ
ば
、
逆
に
ペ
ア
や

グ
ル
ー
プ
で
他
者
の
意
見
を
聞
い
て
か
ら
、
自
分
の
考

え
を
整
理
す
る
時
間
を
設
け
て
い
る
。
自
分
の
意
見
と
、

教
科
書
本
文
や
他
者
の
意
見
を
比
較
・
検
討
さ
せ
る
こ

と
で
、
よ
り
深
い
思
考
を
促
す
た
め
だ
。

　

ま
た
、
１
人
で
考
え
る
時
間
は
短
く
し
、
５
分
間
の

課
題
な
ら
３
分
間
程
度
で
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
。
時
間

8:55 8:45要点確認と課題の発表 導入とリーディング

本文の要点をモニターに映し、空所を埋めながら内容を確認。
続いて先生が「スタンフォード大学の学生と勝負しない？」と、
授業後半に教科書本文にある課題に取り組むことを予告。

教科書本文への期待感を高めることをねらいとして、生徒が
今までに経験した面白い宿題や課題について英語で発表させ
る。続いて、教科書本文の第１段落のみを印刷したプリント
を配布。約１分間黙読した後、ペアでその内容を確認し合う。
ここでは確実な理解を重視して、日本語で話し合わせた。

実
践
的
な
英
語
力
の
ア
ッ
プ
と
、

大
学
入
試
に
対
応
し
た
指
導
の
両
立
を
目
指
す

本
当
に
話
し
た
い
と
思
え
る

テ
ー
マ
だ
か
ら
こ
そ
、
主
体
的
に
な
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮

アウトプット中心なので英語力の伸びを実感できる上、
文法についてもプリントできちんと学べるので安心です。

生徒の
声
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を
長
く
取
り
過
ぎ
る
と
、
間
延
び
す
る
可
能
性
が
あ
る

か
ら
だ
。「
森
先
生
は
短
め
に
切
り
上
げ
る
か
ら
早
く

考
え
な
い
と
い
け
な
い
」
と
い
っ
た
感
覚
を
持
た
せ
、

生
徒
の
脳
に
負
荷
を
か
け
る
の
で
あ
る
。

　

森
先
生
が
も
う
１
つ
重
視
し
て
い
る
の
は
、
課
題
設

定
の
工
夫
だ
。

　
「
誰
か
と
話
し
た
い
と
思
う
課
題
で
な
け
れ
ば
、
積

極
的
に
英
語
を
使
お
う
と
い
う
気
持
ち
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
生
徒
が
興
味
・
関
心
を
持
つ
ト
ピ
ッ
ク
に
な
っ
て

い
る
か
、
も
っ
と
学
び
た
い
と
思
え
る
内
容
に
な
っ
て

い
る
か
は
、
常
に
意
識
し
て
い
ま
す
」

　

今
回
の
授
業
で
は
、
生
徒
自
身
の
宿
題
や
課
題
の
経

験
を
思
い
出
さ
せ
た
上
で
、「
実
は
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド

大
学
で
は
こ
ん
な
に
面
白
い
課
題
が
あ
っ
て
⋮
⋮
」
と

い
う
形
で
教
科
書
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
入
っ
た
。
ま
た
、

授
業
の
半
ば
に
は
「
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
学
生
と

勝
負
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
、
後
半
の
活
動
に
対
す
る

意
識
づ
け
を
図
っ
た
。
最
後
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
活
動
が

あ
る
こ
と
で
、
適
度
な
緊
張
感
が
生
ま
れ
、
生
徒
は
集

中
し
て
黙
読
や
ペ
ア
ワ
ー
ク
に
取
り
組
む
。

　

今
回
は
、
課
題
の
ル
ー
ル
が
書
か
れ
た
第
１
段
落
だ

け
を
読
み
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
学
生
か
ら
ど
の

よ
う
な
ア
イ
デ
ア
が
出
た
の
か
は
２
時
間
目
以
降
に
持

ち
越
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
一
流
大
学
の
学
生
の
ア
イ
デ

ア
が
自
分
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
と
比
べ
て
ど
う
な
の
か
と
、

期
待
を
持
た
せ
て
授
業
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
で
、「
先
を

知
り
た
い
」「
読
み
た
い
か
ら
授
業
を
受
け
る
」
と
い
う

意
識
を
引
き
出
し
て
い
く
。
そ
う
し
た
授
業
設
計
と
し

て
い
る
た
め
、
森
先
生
の
授
業
で
は
原
則
予
習
は
必
要

な
く
、
授
業
で
教
科
書
を
初
見
で
読
ま
せ
て
い
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
科
は
１
学
年
２
ク
ラ
ス
の
た
め
、
毎
年

ク
ラ
ス
替
え
が
あ
っ
て
も
生
徒
同
士
の
親
密
度
は
高
い
。

３
週
間
ご
と
に
席
替
え
を
し
て
、
ペ
ア
ワ
ー
ク
の
相
手

が
替
わ
る
よ
う
に
し
て
い
る
が
、
相
手
が
誰
で
あ
っ
て

も
自
然
に
活
動
に
取
り
組
む
。

　

そ
う
し
た
中
で
も
、
森
先
生
が
大
切
に
し
て
い
る
の

が
挨
拶
だ
。
生
徒
同
士
が
向
き
合
い
、
活
動
前
は
「
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」、
終
了
時
は
「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
声
を
か
け
合
う
。
一
緒
に
活
動
に
取

本文のプリントは Level ０～２の３段階。Level ０は第１
段落の全文が掲載してあり、Level １・２は重要な単語や
慣用句の空所が増える。段階的に理解を深められる構成と
している。

9:15

本文にあるスタンフォード大学の課題について考える。まずは
１人で２分間考えた後、ペアで 10 分間話し合って互いのアイ
デアを共有しながら、各自、３分間程度のスピーチにまとめる。
その後、先生の指名を受けた生徒が英語で発表。「得意なマ
ジックで大道芸を披露する」などのアイデアが出た。最後に
次時の内容を伝えて授業は終わった。

9:01

本文が書いてあるプリントを使い、ペアで音読する。テンポよ
く進むよう１文ごとに交代する。プリントの本文には空所があ
り、それを自分で埋めながら読み進める。その後、on や for
などの機能語が、なぜその空所に入るのかなどをペアで理由
を述べ合い、語彙や慣用句への理解を深める。先生は机間
巡視で取り組み状況を観察し、質問があれば全体説明を行う。

ディスカッション 音読と文法確認

必
ず
挨
拶
を
し
、
敬
意
を
払
う
こ
と
で

場
を
和
ま
せ
、
信
頼
感
を
高
め
る

場
づ
く
り
へ
の
配
慮
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り
組
む
仲
間
、
頑
張
り
合
っ
た
仲
間
に
対
し
て
、
敬
意

や
ね
ぎ
ら
い
を
示
す
こ
と
で
、
場
が
和
み
、
信
頼
感
が

高
ま
る
と
い
う
。

　

そ
の
よ
う
な
授
業
改
善
の
最
大
の
成
果
は
、
大
半
の

生
徒
が
積
極
的
に
英
語
で
自
分
を
表
現
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
だ
。
例
え
ば
、
自
分
の
思
い
出
の
品
を
紹

介
す
る
と
い
う
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
１
対
１
の
ス
ピ
ー
キ
ン
グ

テ
ス
ト
で
、
生
徒
は
堂
々
と
自
分
の
思
い
を
語
っ
て
い

た
と
い
う
。

　
「
以
前
は
、筆
記
試
験
の
出
来
は
よ
く
て
も
、Ａ
Ｌ
Ｔ

と
う
ま
く
話
せ
な
い
と
い
う
生
徒
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。今
も
す
べ
て
の
生
徒
が
日
常
会
話
を
流
暢

に
話
せ
る
と
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
が
、一
生
懸
命
伝
え
よ

う
と
し
て
い
る
生
徒
の
姿
勢
を
誇
ら
し
く
思
い
ま
す
」

　

課
題
は
、
教
科
全
体
で
実
践
的
な
英
語
力
を
向
上
さ

せ
る
指
導
の
質
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
３
学
年
で
教
科
書
を
統
一
し
た
こ
と
で
、
学
年
を

超
え
て
指
導
法
や
教
材
に
つ
い
て
共
有
す
る
時
間
が
増

え
ま
し
た
。今
後
も
、教
師
同
士
で
語
り
合
う
場
を
さ

ら
に
設
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。本
校
に
は
、ほ
か

に
も
素
晴
ら
し
い
実
践
を
行
っ
て
い
る
先
生
方
が
い
ま

す
。教
科
や
学
年
を
超
え
て
指
導
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
、

英
語
科
全
体
で
も
互
い
を
刺
激
し
合
い
、指
導
力
の
さ

ら
な
る
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

学習内容
自校の生徒の特性を

踏まえた各学習内容に
おける主な目標

（身につけさせたい力・姿勢）

左記の力・
姿勢の「学

力の3 要素」
への分類

左記の力・姿勢を育むための
指導内容

教師による
発問・働きかけの内容

教師が特に
観察・配慮すべき点

Warming
up

(Guessing 
Game)

•︎自分の言葉で説明する
力
• 簡単な言葉に言い換え
たり、具体化したりする力
•Keyword の提示で本文
の内容を予想する力

• 表現力
•主体性

• 提示された単語を英語でほかの言
葉に言い換え、ペアの相手に伝える。
• 生徒の表現を確認し、適切でない
表現があれば、指摘したり、クラス
全体で考えたりする。
• 新出単語の一部を導入する。

•生徒の答えよりもワンラ
ンク上の答え方を提示す
る。
• 全体で共有する。

• 生徒の調子を見極
め、生徒が単語で発
話している場合、文に
して返す。

Questions
Oral

Interaction

•︎自分の過去を振り返り、
表現する力
•自分の過去の気持ちを
英語で表現する力
•人の思いを理解する力

•思考力
• 表現力
•主体性

•︎本文と関連し、かつ生徒にとって
身近な内容の発問をすることで、自
己表現を促す。
•︎ 生徒が答えやすいよう、まず教師
が自分の経験を話す。
•︎興味深い内容について共有する。

•Warming upで提示した
単語と関連させる。
• 教師が具体例を示しな
がら、生徒に考えるきっ
かけと時間を設ける。
•ペア・全体で共有する。

• 生徒が英語で表現
できない部分は、日
本語で話してもよしと
する。ただし、教師
やペアがその日本語
を英語で言い換える。

Reading
•必要な情報を読み取る
力
• 情報を整理する力

• 技能
•主体性

• 教師の発問の答えを予想させてか
ら本文を読み、必要な情報を探させ
る（今回は内容が分かりやすいため、
ノートにメモはさせない）。
• ペアになって、日本語で概要を伝
え合い、確認する。
•︎ 確認した内容が合っていたか、教
師の作成したスライドで、全員で確
認する。

• 発問の答えを予想させ
てから本文を読ませること
で、情報をどのように整理
するのか見通しを持たせ
る。

• 読む時間を少し短
めに設定し、集中力
を高めさせる。

Read
aloud

• 音読しながら語彙・文
法・文構造・内容の理解
を深める力
• 英語を英語で理解する
力
• 疑問点を調べたり、他
者に相談できたりする力

•主体性
• 協働性

• 概要を把握した本文について、音
読を重ねて、語彙・文法・内容の理
解を深めていく。

•できる限り指示を少なく
する。
•できる限り机間巡視をし
て個別に指導を行う。
•その際に多くの生徒が
つまずいたポイントは全体
で共有する。

• 英語の得意な生徒
が 自 分 の 音 読 が 終
わって、指示待ちにな
らないように音読活
動の見通しを持たせ
る。

Discussion

•自分の意見を自分の言
葉で表現する力
•本文の続きの内容を予
想する力

•思考力
• 表現力
•主体性
• 多様性

•︎ 発問に対するアイデアをペアで話
し合う。
•︎メモをさせ、様々なアイデアと比較
しやすくさせる。
•︎ 最もよいアイデアを選び、ペアで共
有する。
•︎よいアイデアを全体で共有する。

•次時以降で扱う本文に
はスタンフォード大学の学
生が実際に出したアイデ
アが書かれている。それ
よりもよいアイデアを出せ
るか、競争心を持たせられ
るよう、生徒に語りかける。

•日本語で考えると思
考が複雑になるので、
生徒が表現しにくい可
能性がある。授業の始
め の Warming up と
同じで簡単に言い換え
ることを意識させる。

＊森先生作成の授業デザインシートを基に編集部で作成

授業デザインシート

【教科・科目】英語・英語超人Ⅲ（学校設定科目）
【分野・単元】　Lesson7
【テーマ・作品】　「A Class from Stanford University」

【設定時数】7 時間中の 1 時間目	
【本時全体の目標】 本文を読む前に自分の意見を構築することで、本文
の読みにつなげる。

ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ス
ピ
ー
カ
ー
相
手
に

堂
々
と
英
語
を
使
う
生
徒
た
ち

成
果
と
課
題
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宮
城
県
仙
台
市
に
位
置
す
る
私
立
東
北
学
院
中
学

校
・
高
校
は
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
く
全
人
教
育

を
推
進
し
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
ス

ク
ー
ル
へ
の
加
盟
を
視
野
に
入
れ
、「
持
続
可
能
な
開

発
の
た
め
の
教
育
」（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

市
内
の
私
立
中
高
一
貫
校
と
し
て
人
気
を
誇
っ
て
い

た
同
校
だ
が
、
ほ
か
の
私
立
高
校
の
躍
進
や
公
立
中
高

一
貫
校
の
台
頭
な
ど
に
よ
り
、
２
０
０
０
年
代
に
入
っ

て
か
ら
は
入
学
希
望
者
が
減
少
す
る
と
と
も
に
、
学
力

に
課
題
の
あ
る
入
学
者
が
増
え
、
大
学
進
学
実
績
も

伸
び
悩
む
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
に
危
機
感

を
抱
く
教
師
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
対
策
を
立
て
た
こ

仙台神学校として開校。「ＬＩＦＥ
（いのち）　ＬＩＧＨＴ（光）　ＬＯＶＥ
（愛）」を学校標語とし、福音主
義キリスト教の信仰に基づいて

「個人の尊厳の重視と人格の完
成」を目指す。「持続可能な開発
のための教育」（ＥＳＤ）を推進中。

設立 １８８６（明治１９）年

形態 全日制／普通科／男子校

生徒数 １学年約３６０人

２０１７年度入試合格実績（現役のみ）　国公立大は、北海道大、東北
大、宮城教育大、筑波大、千葉大、東京外国語大、九州大、宮城大
などに 79人が合格。私立大は、岩手医科大、東北学院大、上智大、
中央大、早稲田大、同志社大、川崎医科大などに延べ 431 人が合格。

住所 〒 983 ー 8565　
 宮城県仙台市宮城野区小鶴字高野１２３ー１

電話 022 ー 786 ー 1231

Web site http://www.jhs.tohoku-gakuin.ac.jp/

No.241

P R O F I L E

高
校
教
育
の
質
の
向
上
を
目
指
し
、

指
導
の
体
制
と
内
容
を
見
直
す

特
色
あ
る
コ
ー
ス
制
の
導
入
と

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
確
立
で
、

生
徒
の
希
望
進
路
を
実
現

宮
城
県
・
私
立
東
北
学
院
中
学
校
・
高
校

魅
力
的
な
学
校
づ
く
り

変革のステップ

• 他校の台頭などにより、中学校の入学希望者が減
少し、生徒の学力にも課題が見られるようになった

•同校の中学校からほかの高校への進学者が増えた

背景と課題

実践内容

• 新設の特別選抜・特別進学の両コースで成績上位
層が増加。主体的な学習態度も涵養されつつある

•教師間に学校全体で改革に取り組む意識が定着

•高校のコースの改編　生徒の希望進路や高校生活
の志向に応じた「特別選抜コース（中高一貫）」「特
別進学コース」「総合進学コース」「東北学院大学
コース」の４コース編成とした

•探究的な学びの場「３Ｌ希望学」の設置　１人１台
のノートパソコンを配備し、「持続可能な開発のた
めの教育」（ＥＳＤ）を軸にした中高一貫の探究活動
「３Ｌ希望学」を始動

•ＰＤＣＡサイクルによる効果検証　「人間形成部門」
と「学力形成部門」の２本柱で、数値目標や学校目
標の達成度を検証するＰＤＣＡサイクルを整備

成果と展望
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と
も
あ
っ
た
が
、
抜
本
的
な
解
決
が
難
し
い
ま
ま
、
15

年
度
中
学
校
入
試
で
は
開
校
以
来
、
初
の
定
員
割
れ
に

至
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
全
校
体
制
で
の
改
革
を
図
ろ
う
と
、
大
橋

邦
一
校
長
は
、
15
年
３
月
に
全
教
師
が
出
席
す
る
緊
急

懇
談
会
を
開
い
た
。
募
集
広
報
や
入
試
制
度
と
い
っ
た

様
々
な
観
点
か
ら
現
状
が
分
析
さ
れ
る
中
、
最
重
要
課

題
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
が
、
高
校
教
育
の
質
の

向
上
だ
っ
た
と
い
う
。
岩
上
敦あ

つ

郎お

副
校
長
は
次
の
よ
う

に
述
べ
る
。

　
「
本
校
の
中
学
校
か
ら
ほ
か
の
高
校
に
進
学
す
る

生
徒
が
増
え
て
い
る
実
態
が
あ
り
、
そ
れ
は
、
学
校

全
体
の
大
き
な
課
題
だ
と
受
け
止
め
ま
し
た
。
中
高

接
続
を
き
ち
ん
と
機
能
さ
せ
る
た
め
に
も
、
高
校
で

の
指
導
の
体
制
と
内
容
を
見
直
し
、
生
徒
の
希
望
進

路
に
応
え
ら
れ
る
学
校
に
生
ま
れ
変
わ
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
ま
し
た
」

　

学
校
改
革
の
柱
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
が
、
17
年
度

に
行
っ
た
高
校
の
コ
ー
ス
の
改
編
だ
。
以
前
は
２
年
次

か
ら
文
理
別
に
コ
ー
ス
を
分
け
て
い
た
が
、
生
徒
の
希

望
進
路
や
高
校
生
活
へ
の
志
向
に
き
め
細
か
く
応
じ
ら

れ
る
よ
う
、
高
校
入
学
段
階
か
ら
４
コ
ー
ス
編
成
と
し

た
。
難
関
国
公
立
大
学
や
医
学
系
大
学
へ
の
合
格
を
目

指
す
「
特
別
選
抜
コ
ー
ス
（
中
高
一
貫
）」
と
「
特
別

進
学
コ
ー
ス
」
で
は
、
授
業
時
数
を
増
や
し
、
放
課
後

補
習
も
必
須
と
す
る
。
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材

の
育
成
に
重
点
を
置
き
、
難
関
大
学
へ
の
合
格
を
目
指

す
「
総
合
進
学
コ
ー
ス
」
と
、
東
北
学
院
大
学
へ
の
内

部
進
学
希
望
者
を
対
象
と
す
る
「
東
北
学
院
大
学
コ
ー

ス
」
で
は
、
文
武
両
道
の
実
現
を
図
り
、
多
様
な
進

路
に
対
応
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
策
定
し
て
い
る
。

コ
ー
ス
の
改
編
を
主
導
し
た
進
路
指
導
部
長
の
小
松
光

信
先
生
は
、
こ
う
述
べ
る
。

　
「
本
校
が
ど
の
よ
う
な
生
徒
を
育
て
た
い
の
か
が

分
か
る
よ
う
、
コ
ー
ス
ご
と
に
特
色
を
打
ち
出
し
ま

し
た
。
ま
た
、
学
力
に
よ
っ
て
振
り
分
け
る
の
で
は

な
く
、
生
徒
が
自
分
の
希
望
や
志
向
に
合
っ
た
コ
ー

ス
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
自
己
実
現
に

つ
な
が
る
と
感
じ
る
こ
と
で
、
生
徒
の
主
体
性
は
高

ま
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

コ
ー
ス
制
の
導
入
と
そ
れ
に
伴
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改

編
に
つ
い
て
、
現
在
の
教
師
数
で
対
応
で
き
る
の
か
、

施
設
・
設
備
は
十
分
な
の
か
と
い
っ
た
観
点
か
ら
も
議

論
さ
れ
た
。
実
際
、
選
択
科
目
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

教
師
の
増
員
や
教
室
の
確
保
な
ど
が
必
要
だ
っ
た
た

め
、
大
橋
校
長
は
学
校
法
人
東
北
学
院
の
理
事
会
で
予

算
の
引
き
上
げ
を
求
め
た
と
話
す
。

　
「
理
事
会
の
構
成
員
の
大
半
は
東
北
学
院
大
学
の

教
員
な
の
で
、
高
校
の
改
革
の
目
的
と
必
要
性
を
理

解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
か
か
る
費
用
を
具
体
的
に

示
し
な
が
ら
、
何
度
も
粘
り
強
く
交
渉
し
ま
し
た
。

そ
う
し
て
最
後
に
は
賛
同
が
得
ら
れ
、
予
算
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
（
以
下
、「
総
合
学
習
」）」

の
改
善
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
高
校
で
は
、
以
前
か

ら
、
同
校
の
学
校
標
語
「
３
Ｌ
」（
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
・
Ｌ
Ｉ

Ｇ
Ｈ
Ｔ
・
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
）
と
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
テ
ー
マ
と
す
る
進

路
学
習
を
「
総
合
学
習
」
の
中
心
に
据
え
て
い
た
が
、

16
年
度
か
ら
は
中
高
一
貫
の
「
３
Ｌ
希
望
学
」
へ
と
改

編
。
環
境
・
貧
困
・
平
和
と
い
っ
た
多
様
な
視
点
か
ら
、

持
続
可
能
な
社
会
を
創
造
す
る
た
め
の
方
法
を
探
究
す

る
こ
と
に
し
た
。
中
学
校
で
は
、
身
近
な
環
境
問
題
や

国
内
外
の
職
業
事
情
に
つ
い
て
学
ん
だ
上
で
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
研
修
と
関
連
づ
け
た
異
文
化
理
解
教
育
に
取
り

組
む
。
ま
た
、
卒
業
研
究
と
し
て
、
生
徒
個
々
の
関
心

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
で

探
究
活
動
の
充
実
を
図
る

生
徒
の
進
路
意
識
に
応
じ
て

高
校
の
コ
ー
ス
の
特
色
化
を
図
る

宮
城
県
・
私
立
東
北
学
院
中
学
校
・
高
校

柴
田
隆
一
　
し
ば
た
・
り
ゅ
う
い
ち

教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
27
年
目
。
教
育
研

究
部
長
。「
生
徒
が
言
葉
と
仲
間
の
力
を
信
じ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
く
こ
と
」

宮
城
県
・
私
立
東
北
学
院
中
学
校
・
高
校

小
松
光
信
　
こ
ま
つ
・
み
つ
の
ぶ

教
職
歴
29
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
30
年
目
。
進
路
指

導
部
長
。「
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｅ　
Ｄ
Ｉ
Ｅ
Ｍ
（
そ
の
日
を
摘

め
）」

宮
城
県
・
私
立
東
北
学
院
中
学
校
・
高
校
副
校
長

岩
上
敦
郎
　
い
わ
か
み
・
あ
つ
お

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
29
年
目
。「
敬
神

愛
人
を
実
践
す
る
生
徒
の
育
成
を
目
指
す
」

宮
城
県
・
私
立
東
北
学
院
中
学
校
・
高
校
校
長

大
橋
邦
一
　
お
お
は
し
・
く
に
か
ず

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。「
一
生

学
問
、
一
生
求
道
」
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に
応
じ
た
テ
ー
マ
で
研
究
・
発
表
を
行
う
。
高
校
１
年

次
に
は
、
世
界
に
目
を
向
け
て
、
格
差
や
貧
困
と
い
っ

た
課
題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
２
年
次
に
は
、
戦
争

な
ど
の
日
本
の
歴
史
に
つ
い
て
調
べ
て
か
ら
、
平
和
の

実
現
に
向
け
て
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
。
そ
し
て
３

年
次
に
は
、
生
徒
自
身
の
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す

る
た
め
に
必
要
な
手
段
を
研
究
し
、
現
実
の
進
路
に
つ

な
げ
て
い
く
。

　

改
編
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
つ
い
て
改
め
て
全

教
師
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
専
門
家
を
招
い
て
講

演
会
を
開
い
た
。
そ
し
て
、
生
徒
が
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
視
点
を

進
路
選
択
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
教
師
間
で
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
検
討
を
進
め
て
い
っ
た
。
教
育
研
究
部
長

の
柴
田
隆
一
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
中
学
校
で
は
身
近
な
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
学
び
始

め
、
生
徒
が
自
分
で
課
題
を
設
定
し
て
探
究
活
動
を

行
い
、
高
校
・
大
学
進
学
後
に
も
さ
ら
に
研
究
を
深

め
て
い
け
る
よ
う
な
流
れ
を
想
定
し
ま
し
た
。
漫
然

と
進
路
を
選
ぶ
の
で
は
な
く
、
な
ぜ
そ
こ
に
行
く
の

か
、
何
を
学
び
た
い
の
か
を
明
確
に
し
て
進
路
を
選

択
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

本
格
的
な
探
究
活
動
が
可
能
と
な
っ
た
背
景
に
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
が
あ
る
。
16
年
９
月
に
生
徒
１
人

１
台
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
配
備
し
た
こ
と
に
よ
り
、

資
料
集
め
や
情
報
共
有
が
容
易
に
な
り
、「
総
合
学
習
」

の
改
善
が
促
進
さ
れ
た
と
い
う
。

　
「
ス
ラ
イ
ド
作
成
な
ど
の
ス
キ
ル
が
高
く
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
用
い
た
発
表
が
上
手
な
生
徒
も
い
ま
す
。
分
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
面
識
の
な
い
生
徒
同
士
で

も
抵
抗
な
く
質
問
し
た
り
、
情
報
を
共
有
し
た
り
し

ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
に
よ
っ
て
生
徒
同
士
の
交
流

が
濃
密
に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
教
師
は
想
像
以
上

に
生
徒
の
表
現
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が

高
い
こ
と
に
も
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
」（
柴
田
先
生
）

　

活
動
の
成
果
物
は
、「Classi

」（
＊
１
）
に
記
録
し
、

い
つ
で
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
現
在
は
、

20
年
度
の
大
学
入
試
改
革
で
も
重
視
さ
れ
る
多
面
的
・

総
合
的
評
価
を
見
据
え
、
生
徒
個
々
の
情
報
を
蓄
積
し

て
い
る
段
階
だ
が
、
将
来
的
に
は
生
徒
が
自
分
の
活
動

を
振
り
返
り
、
次
の
探
究
活
動
の
視
座
を
ど
こ
に
置
く

の
か
を
考
え
た
り
、
進
路
選
択
の
材
料
に
し
た
り
す
る

活
用
法
を
想
定
し
て
い
る
。

 　

教
育
の
質
を
高
め
る
た
め
に
は
、
指
導
の
課
題
を
継

続
的
に
洗
い
出
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
改
善
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、同
校
で
は
、「
人
間
形
成
部
門
」「
学

力
形
成
部
門
」
の
２
つ
の
組
織
を
中
心
に
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

人
間
形
成
部
門
で
は
、
同
校
の
中
期
計
画
で
あ

る
「
21
世
紀
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
学
院
ボ
ー
イ
ズ
～ 

Global 　Citizen 

を
め
ざ
し
て
～
」
の
実
現
に
向
け
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
発

信
力
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
必
要
な
資
質
・
能
力
の
伸

び
な
ど
を
検
証
す
る
。
評
価
シ
ス
テ
ム
の
整
備
は
発
展

途
上
だ
が
、
学
校
独
自
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
と
、
ベ
ネ
ッ

セ
の
「GPS -A

cadem
ic

（
＊
２
）」（
以
下
、「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
」）

な
ど
の
外
部
指
標
を
組
み
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
。
独
自
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
、
生
徒
が
自
分
の
成

長
を
可
視
化
す
る
と
と
も
に
、
教
師
が
取
り
組
み
の
成

果
を
検
証
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。
一
方
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
は
、
高
校
２
年
生
の
12
月
に
実
施
す
る
。

 　
「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
受
検
を
通
し
て
、
中
学
１
年
生
か
ら

の
探
究
活
動
の
成
果
を
客
観
的
に
測
る
だ
け
で
な

く
、
ど
の
よ
う
な
力
が
社
会
で
求
め
ら
れ
る
の
か
を

体
験
的
に
学
ば
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

（
柴
田
先
生
）

　

学
力
形
成
部
門
で
は
、
進
路
指
導
部
や
教
務
部
、
教

育
研
究
部
な
ど
の
教
師
、
教
科
ご
と
に
設
け
ら
れ
た
教

科
戦
略
チ
ー
ム
の
教
師
が
所
属
し
、
教
科
学
力
の
検
証

を
担
う
。
教
科
戦
略
チ
ー
ム
は
、
各
教
科
４
人
か
ら
成

り
、
模
試
の
結
果
か
ら
分
野
・
単
元
ご
と
に
課
題
を
洗

い
出
し
、
具
体
的
な
指
導
改
善
の
方
法
を
ま
と
め
る
。

そ
の
内
容
は
、
学
力
形
成
部
門
で
さ
ら
に
検
討
・
改
善

さ
れ
、
学
校
全
体
に
共
有
さ
れ
る
。
新
た
な
予
算
措
置

が
必
要
な
場
合
や
、
学
校
全
体
に
か
か
わ
る
事
柄
に
つ

い
て
は
、
副
校
長
、
教
頭
、
各
部
長
か
ら
成
る
「
総
合

改
革
室
」
で
も
検
討
す
る
。

　

以
前
は
、
学
年
団
に
所
属
す
る
進
路
指
導
部
の
教
師

が
模
試
な
ど
の
デ
ー
タ
を
取
り
ま
と
め
て
い
た
が
、
組

織
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
確
立
を
図
る
た
め
、
進

路
指
導
部
内
に
デ
ー
タ
の
整
理
・
分
析
を
専
門
と
す
る

組
織
「
デ
ー
タ
分
析
室
」
を
設
置
し
、
そ
こ
で
の
分
析

結
果
を
教
科
戦
略
チ
ー
ム
に
提
供
す
る
こ
と
に
し
た
。

 　
「
学
年
団
と
い
う
枠
を
超
え
、
学
校
全
体
を
俯
瞰

で
き
る
環
境
を
整
え
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し

指
導
力
の
継
続
的
な
改
善
に
向
け
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
確
立

＊１　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるＣｌａｓｓｉ 株式会社が提供する、 学校教育でのＩＣＴ活用を総合的に支援するサービス。
＊２　ベネッセの教材の１つ。問題発見・解決に必要な３つの思考力（批判的思考力、協働的思考力、創造的思考力）を選択式、記述・論述式、質問紙で多面的に測るテスト。
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た
。
そ
う
す
れ
ば
、
思
い
入
れ
や
イ
メ
ー
ジ
に
と
ら

わ
れ
ず
、
公
平
に
現
状
を
分
析
し
や
す
く
な
り
、
実

効
性
の
高
い
指
導
改
善
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
し

た
」（
小
松
先
生
） 

　

例
え
ば
、
質
の
高
い
授
業
づ
く
り
を
目
指
し
、
コ
ー

ス
ご
と
に
ベ
ネ
ッ
セ
の
「
進
研
模
試
」
を
始
め
と
す
る

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
目
標
値
を
定
め
、
そ
れ
が
達
成
で
き

て
い
る
か
ど
う
か
を
組
織
的
に
分
析
し
、
学
校
全
体
の

教
科
指
導
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
（
図
１
）。

　
「
教
科
指
導
は
ど
う
し
て
も
個
々
の
教
師
の
力
量

や
努
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
く
な
り
、
目
標
の
達

成
を
す
べ
て
個
人
の
責
任
に
委
ね
る
と
、
批
判
が
個

人
に
向
け
ら
れ
、
学
校
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
教
科
全
体
が
組
織
と
し
て
責
任
を
持
つ
こ
と

が
で
き
る
体
制
を
整
備
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
」（
小

松
先
生
）

　

17
年
度
に
始
ま
っ
た
コ
ー
ス
制
は
早
く
も
成
果
を
上

げ
つ
つ
あ
る
。
特
別
選
抜
・
特
別
進
学
の
両
コ
ー
ス
で

は
学
力
向
上
が
著
し
く
、
ベ
ネ
ッ
セ
の
「
ス
タ
デ
ィ
ー

サ
ポ
ー
ト
」
の
結
果
で
は
、
成
績
上
位
層
が
厚
く
な
り
、

下
位
層
の
生
徒
が
減
少
し
て
い
る
（
図
２
）。

　
「
生
徒
が
、
学
習
中
心
に
取
り
組
む
コ
ー
ス
で
あ

る
と
い
う
覚
悟
を
持
っ
て
自
ら
コ
ー
ス
を
選
択
し
、

だ
か
ら
こ
そ
し
っ
か
り
学
び
に
向
き
合
え
た
結
果
だ

と
思
い
ま
す
。
成
果
が
出
た
こ
と
で
、
生
徒
の
顔
つ

き
も
明
る
く
な
り
ま
し
た
。
教
師
に
指
示
さ
れ
て
取

り
組
む
﹃
勉
強
﹄
か
ら
、自
分
た
ち
で
取
り
組
む
﹃
学

習
﹄
に
転
換
し
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」（
小

松
先
生
）

　

全
校
を
挙
げ
て
改
革
に
あ
た
る
重
要
性
が
教
師
間
に

浸
透
し
た
こ
と
も
、
大
き
な
成
果
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

若
手
を
中
心
に
、
率
先
し
て
ア
イ
デ
ア
を
出
す
教
師
が

増
え
、
分
掌
間
の
交
流
や
情
報
共
有
も
進
ん
で
い
る
。

　
「
学
校
改
革
に
は
管
理
職
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
が

大
切
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
学
校
を
変
え
て
い

く
原
動
力
は
、
何
と
い
っ
て
も
現
場
で
陣
頭
指
揮
に

あ
た
る
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
の
力
で
す
。
小
松
先
生
や

柴
田
先
生
の
よ
う
な
、
豊
か
な
ア
イ
デ
ア
を
持
っ
て

い
る
先
生
方
に
先
頭
に
立
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
、

改
革
が
一
気
に
動
き
始
め
ま
し
た
」（
岩
上
副
校
長
）

　

今
後
は
、
文
武
両
道
を
う
た
う
総
合
進
学
コ
ー
ス
と

東
北
学
院
大
学
コ
ー
ス
の
特
色
化
に
力
を
入
れ
、
取
り

組
み
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

　
「
地
域
や
大
学
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き

る
力
を
育
成
し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

学
校
設
定
科
目
や
東
北
学
院
大
学
と
の
高
大
連
携
な

ど
を
効
果
的
に
活
用
し
な
が
ら
コ
ー
ス
の
特
色
を
明

確
に
し
、
学
校
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」（
大
橋
校
長
）

宮城県・私立東北学院中学校・高校

コ
ー
ス
の
特
色
を
さ
ら
に
打
ち
出
し
、

学
校
の
魅
力
を
高
め
て
い
き
た
い

質の高い授業づくりに向けたＰＤＣＡサイクルの概念図図１

＊学校資料を基に
編集部が一部改編

特別選抜・特別進学コース１７年度１年生の
「スタディーサポート」の成績推移

図2

＊学校資料を基に編集部が一部改編

Plan（計画）
講義型授業
AL 型授業
ICT 型授業

よりよい
バランスの検討

教科戦略チーム
Action（改善）
◎各教科での検証

Do（実行）
◎授業の実践
◎講習の実施

Check（評価）
◎外部アセスメントの活用
　• 進研模試
　• 総合学力調査　など
◎定期考査と外部アセスメント
　との相関を含めて分析

100

80

60

40

20

0

（％）

第１回 第２回

GTZ（＊３）

■ S１・S２
■ S３・A１
■ A ２・A ３
■ B１以下

＊３　学習到達ゾーンのこと。ベネッセのテストにおける共通の学力評価指標。「Ｓ１」～「Ｄ３」の１５段階がある。

データ分析室
数値目標を踏まえて生
徒の歩みの妥当性を分
析し、そのデータを教
科戦略チームに提供。

成績下位層の生徒が減少
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三
重
県
立
桑
名
北
高
校
が
、
学
力
向
上
と
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
改
革
に
着
手
し
た
の
は
、
２
０
１
６
年
度
の

こ
と
だ
。
そ
れ
ま
で
は
様
々
な
課
題
が
あ
り
、
生
徒
指

導
に
力
を
入
れ
て
い
た
も
の
の
大
き
な
改
善
は
見
ら
れ

ず
、
地
域
の
評
価
も
芳
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
中
、
教
師
は
前
向
き
に
教
育
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
た
が
、
方
法
に
つ
い
て
は
手
探
り
の
状
態
だ
っ

た
。
学
習
や
進
路
選
択
に
前
向
き
に
取
り
組
ま
な
い
生

徒
も
多
く
、
大
学
入
試
や
就
職
試
験
で
苦
戦
を
強
い
ら

れ
る
こ
と
が
常
態
化
し
て
い
た
。
２
学
年
主
任
の
森
西

基も
と

雄お

先
生
は
、
当
時
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
担
任
と
し
て
15
年
度
に
卒
業
生
を
送
り
出
し
ま

大学進学希望者中心のカレッジ
クラス、就職を目指すチャレン
ジクラスの２類型。「総合的な学
習の時間『みらい』」、インター
ンシップ、コミュニケーション
力向上のための保育交流など、
特徴的な取り組みを展開。

設立 1980（昭和 55）年

形態 全日制 ／普通科／共学

生徒数 １学年 240人

２０１７年度入試合格実績（現浪計）　国立大は、三重大に１人が合格。
私立大は、愛知学院大、愛知工業大、金城学院大、鈴鹿医療科学大、
中部大、東海学園大、名古屋学院大、名古屋芸術大、名古屋文理大、
四日市大などに延べ 41人が合格。

住所 〒511-0808  三重県桑名市大字下深谷部字山王2527

電話 0594-29-3610

Web site http://www.mie-c.ed.jp/hnkuwa/

No.242

P R O F I L E

若
手
教
師
の
熱
意
が

改
革
の
原
動
力
に

「
オ
ー
ル
桑
北
」で
学
力
向
上
と

キ
ャ
リ
ア
教
育
改
革
を
進
め
、

地
域
に
信
頼
さ
れ
る
学
校
へ

三
重
県
立
桑
名
北
高
校

学
力
向
上
と
キ
ャ
リ
ア
教
育

変革のステップ

•自己肯定感が低く、学習や進路に対しても後ろ向
きな生徒が多かった

•教師の異動などによって、様々な取り組みが形骸化

背景と課題

実践内容

•「ＧＴＺ」（＊２）がＤ３の生徒が大幅に減り、就職
試験の１次試験合格率も過去最高を記録

•生徒が進路について前向きに考えるようになり、地
元企業からの評価も回復

成果と展望

•アセスメントの活用の充実　ベネッセ「基礎力診
断テスト」（＊１）を年１回から３回に増やし、学
力推移を把握。朝学習の時間での事前指導や、成
績下位層の生徒を対象とした事後指導を徹底。ま
た、先輩の成功例を紹介したり、成績上位層の生
徒などを表彰したりして、学習意欲や自己肯定感
の向上を図る

•キャリア教育の再構築　育てたい生徒像から具体
的な取り組み、実施方法までを、教師全員が参加
してワークショップ形式で検討し、３年間のキャ
リア教育計画を策定

＊１ GTZ（学習到達ゾーン）という指標で生徒一人ひとりの基礎学力の定着度と学習力、コミュニケーション特性（自我同一性）を測る、ベネッセの生活・学習指導用テスト。
＊２ 学習到達ゾーンのこと。ベネッセのテストにおける共通の学力評価指標。「S1」～「D3」の15 段階があり、基礎力診断テストでは「Ａ２」～「Ｄ３」で評価される。
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し
た
が
、
生
徒
の
力
を
引
き
出
す
と
い
う
よ
り
も
、

無
事
に
卒
業
さ
せ
る
こ
と
が
最
優
先
に
な
っ
て
い
た

と
い
う
反
省
が
あ
り
ま
し
た
。
16
年
度
に
１
学
年
主

任
と
な
っ
た
時
、
生
徒
の
力
を
引
き
出
し
、
伸
ば
す

指
導
を
し
た
い
と
考
え
、
保
護
者
に
も
そ
の
決
意
を

伝
え
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
改
革
の
イ
メ
ー
ジ
は
描

け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

そ
う
し
た
折
、
16
年
度
に
同
校
に
赴
任
し
て
き
た
主

幹
教
諭
の
井
上
和
也
先
生
が
、
５
月
に
行
わ
れ
た
校

内
研
修
で
、
前
任
校
で
の
改
革
事
例
を
紹
介
し
た
。
ベ

ネ
ッ
セ
の
「
基
礎
力
診
断
テ
ス
ト
」（
＊
１
）
を
軸
に
、

学
力
向
上
の
み
な
ら
ず
、
学
校
全
体
の
教
育
の
質
を
高

め
て
い
っ
た
と
い
う
報
告
は
、
多
く
の
若
手
教
師
の
心

に
火
を
つ
け
た
。
生
徒
指
導
主
事
の
小
林
亮
司
先
生
も

そ
の
１
人
だ
っ
た
。

　
「
改
革
と
言
う
と
、
特
別
な
取
り
組
み
を
新
た
に

始
め
て
、
生
徒
の
気
持
ち
を
上
向
か
せ
る
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
で
し
た
が
、
井
上
先
生
の
前
任
校
で
の
改
革

は
、
生
徒
の
毎
日
の
学
習
を
し
っ
か
り
支
え
る
と
い

う
取
り
組
み
で
し
た
。
学
校
生
活
の
根
幹
は
授
業
で

あ
り
、
生
徒
の
目
を
学
校
に
向
か
せ
る
た
め
に
は
、

ま
ず
授
業
を
き
ち
ん
と
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
最
も
大

切
だ
と
言
わ
れ
、
私
た
ち
が
力
を
入
れ
る
べ
き
こ
と

は
何
か
、
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
」

　

そ
う
し
て
、
井
上
先
生
の
話
に
共
感
し
た
教
師
た
ち

を
中
心
に
、
学
力
向
上
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
改
革
が
始

ま
っ
た
。

　

ま
ず
着
手
し
た
の
は
、
基
礎
力
診
断
テ
ス
ト
の
徹
底

活
用
だ
。
同
校
で
は
毎
年
４
月
に
同
テ
ス
ト
を
受
験
し

て
い
た
が
、
事
前
・
事
後
指
導
や
結
果
分
析
が
十
分
で

は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
事
前
・
事
後
指
導
を
徹
底
し

て
行
う
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、
短
期
サ
イ
ク
ル
で

生
徒
の
学
力
推
移
を
把
握
し
、
指
導
改
善
に
も
生
か
せ

る
よ
う
、
９
月
と
１
月
に
も
受
験
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

事
前
指
導
は
、
10
分
間
の
朝
学
習
の
時
間
に
行
う
こ

と
と
し
た
。
普
段
は
漢
字
練
習
な
ど
に
充
て
て
い
る
が
、

基
礎
力
診
断
テ
ス
ト
実
施
の
10
日
前
か
ら
「O

ne-W
eek

ト
ラ
イ
ア
ル
」（
＊
３
）
に
取
り
組
ま
せ
、
担
任
と
副

担
任
が
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
指
導
す
る
。

　

さ
ら
に
、
生
徒
の
意
識
を
変
え
る
た
め
、
今
の
時
期

か
ら
頑
張
っ
て
成
績
を
上
げ
、
就
職
を
決
め
た
先
輩
の

話
や
、
基
礎
力
診
断
テ
ス
ト
の
Ｇ
Ｔ
Ｚ
（
＊
２
）
が
Ｄ

３
だ
っ
た
生
徒
の
多
く
が
就
職
試
験
で
不
採
用
と
な
っ

た
こ
と
な
ど
を
、
企
業
名
を
挙
げ
な
が
ら
説
明
し
た
。

　
「
今
の
頑
張
り
が
自
分
の
将
来
に
直
結
し
て
い
る

こ
と
を
、
生
徒
は
あ
ま
り
意
識
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
遅
刻
や
欠
席
を
せ
ず
真
面
目
に
学
習
を
頑
張

れ
ば
、
テ
ス
ト
で
も
よ
い
成
績
が
取
れ
て
、
自
分
に

自
信
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
、
結
果
的
に
進
路
選
択

に
も
有
利
に
働
い
て
、
未
来
が
開
け
る
と
い
う
こ
と

を
、
全
校
集
会
や
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
な
ど
で
繰
り
返
し

伝
え
ま
し
た
」（
井
上
先
生
）　

　

事
後
指
導
で
は
、
Ｇ
Ｔ
Ｚ
が
Ｄ
３
の
生
徒
を
対
象
と

し
た
「
Ｄ
３
学
習
会
」
を
始
め
た
。
こ
れ
は
、
基
礎
力

診
断
テ
ス
ト
で
国
数
英
３
教
科
す
べ
て
Ｄ
３
だ
っ
た
生

徒
を
対
象
に
行
う
補
習
で
、
校
長
以
外
の
全
教
師
が
そ

れ
ぞ
れ
２
～
３
人
の
生
徒
を
受
け
持
ち
、
学
習
チ
ュ
ー

タ
ー
と
し
て
個
別
に
指
導
す
る
。
期
間
は
約
２
週
間
で
、

朝
学
習
の
時
間
を
有
効
活
用
し
、

事
前
指
導
を
徹
底

三
重
県
立
桑
名
北
高
校

小
林
亮
司
　
こ
ば
や
し
・
り
ょ
う
じ

教
職
歴
８
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
生
徒

指
導
主
事
。「
愛
と
情
熱
と
魂
。
教
師
は
『
気
づ

か
せ
屋
』」

三
重
県
立
桑
名
北
高
校

中
村
誠
一
　
な
か
む
ら
・
せ
い
い
ち

教
職
歴
８
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
１
学
年

主
任
。「
生
徒
を
受
け
止
め
、
時
に
は
叱
咤
激
励
し
、

生
徒
の
心
に
響
く
教
育
を
目
指
す
」

三
重
県
立
桑
名
北
高
校

森
西
基
雄
　
も
り
に
し
・
も
と
お

教
職
歴
９
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。
２
学
年

主
任
。「
何
事
に
も
愛
と
情
熱
と
魂
を
持
っ
て
、
生

徒
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
く
」

三
重
県
立
桑
名
北
高
校

西
脇
あ
ず
さ
　
に
し
わ
き
・
あ
ず
さ

教
職
歴
12
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
進
路
指

導
部
総
合
学
習
担
当
。「
生
徒
と
の
か
か
わ
り
を
第

一
に
、
よ
り
よ
い
指
導
を
考
え
て
い
き
た
い
」

三
重
県
立
桑
名
北
高
校

井
上
和
也
　
い
の
う
え
・
か
ず
や

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
主
幹
教

諭
。
進
路
指
導
部
代
表
。「
生
徒
の
可
能
性
を
信
じ
、

常
に
新
鮮
な
気
持
ち
で
向
き
合
う
」

三
重
県
立
桑
名
北
高
校
校
長

岡
田
真
次
　
お
か
だ
・
し
ん
じ

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。「
生

徒
の
力
を
引
き
出
し
、『
自
律
』
へ
の
支
援
を
行
う
」 

成
績
下
位
層
の
生
徒
を
対
象
と
し
た

個
別
指
導
で
生
徒
の
弱
点
を
知
る

＊３　「基礎力診断テスト」に付属している事前、または事後に取り組む学習教材。　
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日
時
は
学
習
チ
ュ
ー
タ
ー
の
教
師
と
生
徒
が
相
談
し
て

決
め
る
。
指
導
の
進
め
方
や
使
用
す
る
教
材
は
各
教
師

に
任
さ
れ
て
お
り
、
講
義
形
式
に
し
た
り
、
生
徒
か
ら

の
質
問
に
答
え
る
形
式
に
し
た
り
と
多
様
だ
。

　

１
人
ず
つ
日
時
を
決
め
て
指
導
す
る
場
合
も
あ
れ

ば
、
担
当
生
徒
を
ま
と
め
て
指
導
す
る
こ
と
も
あ
る
。

対
象
教
科
は
実
施
回
に
よ
っ
て
異
な
り
、
Ｄ
３
だ
っ
た

教
科
す
べ
て
で
あ
っ
た
り
、
特
に
克
服
し
た
い
教
科
を

生
徒
が
自
ら
指
定
し
た
り
と
、
適
切
な
方
法
を
模
索
中

だ
。
初
回
は
16
年
９
月
実
施
分
の
結
果
に
基
づ
い
て
17

年
１
月
に
行
い
、
１
・
２
年
生
合
わ
せ
て
１
２
２
人
が

受
講
。
こ
れ
ま
で
に
３
回
行
っ
た
。

　

取
り
組
み
の
特
徴
は
、
学
習
チ
ュ
ー
タ
ー
の
割
り
当

て
を
、
担
当
学
年
と
異
な
る
学
年
の
生
徒
と
す
る
こ
と

だ
。
生
徒
と
教
師
が
な
れ
合
わ
ず
、
緊
張
感
を
持
っ
て

学
習
に
取
り
組
ま
せ
、
そ
し
て
、
教
師
側
に
「
オ
ー
ル

桑
北
」
で
取
り
組
む
意
識
を
醸
成
す
る
ね
ら
い
が
あ
る
。

　「
多
く
の
教
師
が
担
当
教
科
以
外
を
教
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
教
科
の
内
容
を
教
え
る
と
い
う
よ

り
も
、
教
師
が
生
徒
に
寄
り
添
い
、
生
徒
が
質
問
し

た
く
て
も
で
き
な
か
っ
た
小
・
中
学
校
段
階
の
学
習

内
容
を
指
導
し
て
、
つ
ま
ず
き
を
解
き
ほ
ぐ
し
て
ほ

し
い
と
伝
え
ま
し
た
」（
井
上
先
生
）

　

こ
の
学
習
会
は
、
教
師
が
生
徒
の
つ
ま
ず
き
の
要
因

に
気
づ
く
機
会
に
も
な
っ
た
。
数
学
担
当
の
中
村
誠
一

先
生
は
、
英
語
を
担
当
し
た
時
の
経
験
を
こ
う
語
る
。

　「
生
徒
の
多
く
は
じ
っ
く
り
学
習
す
る
習
慣
が
身

に
つ
い
て
お
ら
ず
、
英
語
の
長
文
問
題
を
見
た
だ
け

で
『
も
う
無
理
』
と
言
う
生
徒
も
い
ま
し
た
。
考
え

る
前
に
諦
め
て
し
ま
う
か
ら
、
学
力
も
つ
か
な
い
と

い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
単

語
を
指
さ
し
な
が
ら
一
つ
ひ
と
つ
質
問
し
て
い
っ
た

と
こ
ろ
、
少
し
ず
つ
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
生
徒
に
と
っ
て
、
丁
寧
に
取
り
組
め
ば

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
経
験
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
」

　

補
習
を
行
う
一
方
で
、
や
れ
ば
で
き
る
と
い
う
達
成

感
や
、
次
は
頑
張
ろ
う
と
い
う
前
向
き
な
思
い
を
持
た

せ
る
た
め
に
、
表
彰
制
度
も
充
実
さ
せ
た
。
ク
ラ
ス
の

成
績
上
位
層
だ
け
で
な
く
、
Ｄ
３
を
脱
し
た
生
徒
へ
の

「
ジ
ャ
ン
プ
賞
」、
担
任
推
薦
や
学
年
主
任
推
薦
の
賞
な

ど
、
多
彩
な
賞
を
設
け
、
多
く
の
生
徒
が
受
賞
で
き
る

よ
う
に
し
た
（
写
真
１
）。「
私
も
賞
が
ほ
し
い
」「
次

は
絶
対
に
取
る
」
と
語
る
生
徒
も
増
え
て
お
り
、
高
い

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

　

基
礎
力
診
断
テ
ス
ト
の
活
用
と
並
ぶ
も
う
１
つ
の
改

革
の
柱
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
見
直
し
だ
。
同
校
で
は
、

十
数
年
前
か
ら
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
『
み
ら
い
』」

で
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
と
い
う

取
り
組
み
を
実
施
し
て
き
た
。
か
つ
て
は
全
国
的
に
注

目
さ
れ
て
い
た
が
、
長
年
続
け
て
き
た
こ
と
に
よ
る
形

骸
化
が
見
ら
れ
て
い
た
。
総
合
学
習
担
当
の
西
脇
あ
ず

さ
先
生
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「
６
年
前
に
赴
任
し
た
当
時
は
、
授
業
前
日
に
何

を
行
う
の
か
を
話
し
合
う
よ
う
な
状
態
で
、
さ
ら
に

教
師
の
異
動
が
頻
繁
に
あ
っ
た
た
め
、
取
り
組
み
の

理
念
や
指
導
ノ
ウ
ハ
ウ
が
う
ま
く
継
承
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
課
題
で
し
た
。
ま
た
、
生
徒
が
真
剣
に
取

り
組
ま
な
い
様
子
も
見
ら
れ
、
効
果
を
疑
問
視
す
る

声
も
あ
り
ま
し
た
」

　

そ
こ
で
、
16
年
６
月
、
井
上
先
生
を
座
長
に
据
え
、

若
手
教
師
を
中
心
と
し
た
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
実
行
委

員
会
」（
現
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
委
員
会
）
を
発
足
さ
せ
、

高
校
３
年
間
を
見
通
し
た
指
導
計
画
を
構
築
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
た
。

　

７
月
半
ば
に
第
1
回
職
員
研
修
を
実
施
。
全
教
師
を

１
班
６
～
７
人
の
計
８
班
に
分
け
て
、
学
校
の
現
状
と

課
題
を
洗
い
出
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
教
科
や
年
齢
、

勤
務
歴
、
性
別
が
な
る
べ
く
重
複
し
な
い
よ
う
調
整
。

本
音
で
語
り
合
え
る
よ
う
、
班
ご
と
に
１
つ
の
部
屋
を

写真１　「基礎力診断テスト」で成績上位だった生徒や、
前回よりも伸びた生徒などを、学年集会などで表彰。校章
が入ったオリジナルのメダルを授与している。

教
師
全
員
で
現
状
を
分
析
し
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
見
直
す
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割
り
当
て
た
。
す
る
と
、
予
定
の
２
時
間
を
オ
ー
バ
ー

す
る
ほ
ど
議
論
は
白
熱
し
、
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
委
員
会
が
、
そ
れ
ら
の
課
題
を
ま
と

め
、既
存
の
進
路
学
習
を「
継
続
す
べ
き
取
り
組
み
」「
再

検
討
や
改
善
が
必
要
な
取
り
組
み
」「
廃
止
す
べ
き
取

り
組
み
」
に
整
理
し
た
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
８
月

の
第
２
回
職
員
研
修
で
、
育
て
た
い
生
徒
像
や
学
校
を

よ
り
よ
く
す
る
方
策
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
そ
こ
で

の
内
容
を
再
び
委
員
会
が
集
約
し
、
育
て
た
い
生
徒
像

を
「
社
会
人
と
し
て
適
切
に
意
思
疎
通
を
図
る
力
を
身

に
つ
け
る
。
主
体
的
に
学
び
続
け
る
態
度
を
養
い
、
地

域
や
社
会
に
貢
献
す
る
」
と
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
10
月
に
第
３
回
職
員
研
修
を
実
施
。

班
ご
と
に
、
各
学
年
・
各
学
期
に
お
い
て
必
要
な
取
り

組
み
を
付ふ

箋せ
ん

に
書
き
、
模
造
紙
に
貼
っ
て
、
３
年
間
の

流
れ
を
ま
と
め
て
い
っ
た
（
写
真
２
）。
付
箋
は
、「
他

校
で
成
功
し
て
い
る
取
り
組
み
」「
本
校
で
過
去
に
行

っ
た
取
り
組
み
」
な
ど
で
色
分
け
し
、
前
後
の
つ
な
が

り
や
重
複
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
整
理
し
た
。
そ
れ
を
、

次
の
委
員
会
で
集
約
し
、
自
校
に
欠
か
せ
な
い
「
コ
ア

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
確
定
。
続
く
、
17
年
１
月
の
第

４
回
職
員
研
修
で
、
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
具
体
的
な
内
容

や
実
施
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
、
３
年
間
の
キ
ャ
リ
ア

教
育
を
体
系
化
し
た
。

　「
取
り
組
み
の
枠
だ
け
決
め
て
内
容
を
学
年
に
任

せ
て
し
ま
う
と
、
学
年
に
よ
っ
て
差
が
出
て
し
ま
い

ま
す
。
担
当
教
師
が
変
わ
る
度
に
方
法
も
変
わ
り
、

や
が
て
形
骸
化
し
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
教
師
全
員

で
理
念
か
ら
実
施
方
法
ま
で
練
り
上
げ
た
こ
と
で
、

納
得
感
や
使
命
感
を
持
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
」（
井
上
先
生
）

　

教
師
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
各
教
育
活
動
は
、
生
徒

の
意
欲
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
５
月

に
約
１
０
０
の
大
学
や
専
門
学
校
、
企
業
を
招
い
て
行

わ
れ
た
「
み
ら
い
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
、
生
徒
は
体
育
館

に
設
け
ら
れ
た
ブ
ー
ス
を
積
極
的
に
回
り
、
真
剣
に
担

当
者
の
話
を
聞
い
た
り
質
問
し
た
り
し
て
い
た
。
か
つ

て
の
同
校
を
知
る
地
元
の
大
学
や
企
業
の
担
当
者
か
ら

は
「
こ
ん
な
に
よ
い
学
校
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
」「
生

徒
の
態
度
に
感
動
し
ま
し
た
」
と
言
わ
れ
た
と
い
う
。

「
み
ら
い
セ
ミ
ナ
ー
」
は
初
め
て
の
企
画
だ
っ
た
が
、

そ
う
し
た
挑
戦
は
、
生
徒
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
つ
つ
、

地
域
の
評
価
も
高
め
る
と
い
う
成
果
に
結
び
つ
い
た
。

　

一
連
の
改
革
は
、
同
校
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し

た
。
改
革
前
は
学
年
が
上
が
る
ご
と
に
、
基
礎
力
診
断

テ
ス
ト
の
Ｄ
３
の
生
徒
が
増
え
る
と
い
う
状
況
だ
っ
た

が
、
事
前
・
事
後
指
導
を
徹
底
し
た
16
年
９
月
以
降
は

Ｄ
３
の
生
徒
が
大
幅
に
減
り
、
17
年
６
月
に
実
施
し
た

３
回
目
の
「
Ｄ
３
学
習
会
」
で
は
、
対
象
者
が
68
人
と

１
回
目
の
約
半
数
に
ま
で
減
少
し
た
。

　

さ
ら
に
、
学
力
向
上
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
改
革
が
相

乗
効
果
を
生
み
、
17
年
度
の
就
職
試
験
の
１
次
試
験
合

格
率
も
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。
教
師
間
に
は
、
全
校

体
制
で
指
導
に
あ
た
る
意
識
が
定
着
し
、
17
年
度
に
は

全
校
を
挙
げ
て
遅
刻
指
導
の
再
徹
底
が
図
ら
れ
、
遅
刻

者
数
は
１
学
期
段
階
で
例
年
の
半
数
ま
で
減
少
し
た
。

　

今
後
の
課
題
は
、
取
り
組
み
の
継
続
と
成
績
中
・
上

位
層
の
サ
ポ
ー
ト
だ
と
、
岡
田
真し

ん

次じ

校
長
は
語
る
。

　「
18
年
度
か
ら
、
本
校
は
１
ク
ラ
ス
少
な
く
な
り

ま
す
。
教
師
数
も
減
っ
て
い
く
中
で
、
取
り
組
み
を

ど
の
よ
う
に
継
続
し
、
発
展
さ
せ
て
い
く
の
か
を
、

委
員
会
な
ど
で
議
論
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
力
の

底
上
げ
だ
け
で
な
く
、
成
績
中
・
上
位
層
を
伸
ば
す

指
導
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
新
し

い
学
力
観
に
対
応
す
る
た
め
に
も
授
業
改
善
の
研
修

を
充
実
し
、『
オ
ー
ル
桑
北
』
で
一
層
の
教
育
力
の

向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

三重県立桑名北高校

写真２　第３回職員研修では、模造紙と付箋を使って、必要な
取り組みを各学年・各学期で分類し、３年間の指導の流れを整
理した。

生
徒
た
ち
の
意
欲
が

企
業
か
ら
の
評
価
を
変
え
た

取
り
組
み
の
継
続
・
発
展
と
、

成
績
中
・
上
位
層
へ
の
支
援
が
課
題
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静
岡
県
立
伊
東
高
校
で
は
、
２
年
生
３
学

期
に
８
０
０
字
の
志
望
理
由
書
を
作
成
す
る
。

そ
れ
に
向
け
て
、
１
年
次
の
学
問
研
究
、
２

年
次
の
学
部
・
学
科
研
究
の
成
果
を
具
体
的

な
志
望
に
結
び
つ
け
る
た
め
、
冬
季
休
業
前

に
配
布
し
て
い
る
の
が
「
志
望
理
由
シ
ー
ト
」

だ
。
生
徒
は
こ
の
シ
ー
ト
に
記
入
し
た
上
で

担
任
と
の
面
談
を
行
う
が
、
志
望
理
由
が
そ

れ
ま
で
の
進
路
学
習
の
成
果
と
結
び
つ
い
て

い
な
い
表
面
的
な
記
述
に
と
ど
ま
っ
て
い
た

り
、
将
来
、
社
会
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
り

な
が
ら
生
き
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
を
意

識
で
き
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
生
徒
も
い
る
。

自
己
と
社
会
へ
の
理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
、

「
志
望
理
由
シ
ー
ト
」
と
そ
の
活
用
法
の
改
善

の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
。

検討メンバー

静岡県立伊東高校
稲葉　渉先生提供
「２年生　３学期
志望理由シート」

Before

改良！指
導ツール

静岡県立
伊東高校　

稲葉　渉
いなば・わたる

北海道
北広島西高校

徳橋孝之
とくはし・たかゆき

群馬県立
太田高校

新井高広
あらい・たかひろ

自校の指導ツールを他校の教師とともに検討し、各校の生徒特性に合った形へ
改善を図る本コーナー。今回は、１・２年次の進路学習のまとめとして
志望理由書作成の観点を整理する「志望理由シート」について検討する。

自
己
理
解
を
深
め
な
が
ら

志
望
理
由
書
へ
と
つ
な
げ
た
い

１・２年次の進路学習や過去
の経験などにおける、自身の
これまでの学びや気づきを、
将来の進路に結びつけて志
望を語ることができない生徒
がいる
進路学習で生徒に考えさせて
きた「社会とのかかわり」と
いう観点をさらに生徒に意識
させたい

課題

ツール 提供者

1

2
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志
望
理
由
書
を
作
成
す
る
際
の
よ
り
ど
こ

ろ
と
な
る
も
の
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
内

面
に
あ
る
進
路
学
習
を
始
め
と
す
る
様
々
な

経
験
で
あ
る
。
過
去
の
経
験
が
礎
と
な
っ
て

進
路
が
拓
か
れ
て
い
く
こ
と
を
実
感
さ
せ
る

た
め
、
過
去
、
現
在
、
未
来
と
い
う
時
間
軸

を
「
志
望
理
由
シ
ー
ト
」
上
で
も
明
確
に
し
、

生
徒
が
自
身
の
中
に
眠
っ
て
い
る
進
路
の
芽

を
段
階
的
に
掘
り
起
こ
し
、
積
み
上
げ
る
プ

ロ
セ
ス
を
自
覚
で
き
る
よ
う
な
様
式
を
目
指

し
た
。
ま
た
一
方
で
、
過
去
か
ら
の
積
み
上

げ
と
並
行
し
て
、
今
の
時
点
で
自
分
が
抱
え

て
い
る
現
代
社
会
へ
の
課
題
意
識
か
ら
大
学

で
学
べ
る
こ
と
、
高
校
生
の
う
ち
に
取
り
組

む
べ
き
こ
と
…
…
と
掘
り
下
げ
て
考
え
さ
せ

る
こ
と
で
、
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
自
分
と

進
路
を
深
め
ら
れ
る
こ
と
を
可
視
化
し
た
。

次ページでは、
３人の先生方の
検討の様子を
ダイジェストで紹介！

志望理由シート  年　　　　組　　　　番 名前

①○をつけた項目について、興味・関心を持
つきっかけとなった理由を書こう。
※具体的な出来事があった場合はそれを交えて書
こう。

②その項目について、今まで取り組ん
できたことを書こう。

③その項目について、これからの高
校生活で取り組んでみたい、または
取り組むべきだと考えていることを書
こう。

④その項目について、進学して取り
組んでみたい、または取り組むべき
だと考えていることを書こう。

★具体的な志望校が決まっている場合
は大学・学部名を書こう。

興味・関心のあることをたくさ
ん書き出そう。その中でも一

番強く興味・関心を持っていることに○をつけ
よう。

START

RESTART GOAL
その項目は、社会
とどうつながってい
そうか。その項目へ
の興味・関心を追
究することで社会に
どんな貢献ができ
そうかを書こう。

社会が抱える課題
などで気になってい
るものを書こう。一
番強く興味・関心を
持っているものに○
をつけて、④から
①へと逆の順番で
考えてみよう。

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（http://berd.benesse.jp）からダウンロード
できます。「HOME→教育情報→高校向け→生徒指導・進路指導ツール集」でご覧ください。

志望理由シート２年生 ３学期

進
路
を
考
え
る
観
点
を

構
造
的
に
理
解
で
き
る
様
式
へ

過去、現在、未来と
時系列に志望を深めさせる
最も興味・関心を持っていること
について、そのきっかけ、これま
で取り組んできたこと、今後取り
組むべきことと、過去→現在→未
来のつながりで志望がどう固まっ
てきているかを考えさせる。

社会への参画意識から
進路観に揺さぶりをかける
過去の経験からの志望の積み上げ
と並行して、社会問題を起点に進
路を未来→現在と掘り下げる。興
味・関心を軸に進路を考える際の
切り口は、必ずしも１つではないこ
とを生徒に実感させる。

After 1 2改
良
ポ
イ
ン
ト

1

2
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議
論
の
中
心
に
な
っ
た
の
は
、
生
徒
が
過

去
の
経
験
を
交
え
た
自
分
ら
し
い
言
葉
で
志

望
を
語
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
指
導
だ
。

２
年
生
３
学
期
に
作
成
す
る
志
望
理
由
書
は
、

進
路
学
習
の
一
里
塚
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に

進
路
観
を
揺
さ
ぶ
る
こ
と
で
、
３
年
生
の
夏

ま
で
に
志
望
の
軸
を
つ
く
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
た
め
、「
志
望
理
由
シ
ー
ト
」
も

埋
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
、

自
分
自
身
の
こ
と
を
多
面
的
に
振
り
返
る
た

め
の
材
料
と
し
て
、
思
い
つ
い
た
こ
と
か
ら

書
き
出
し
て
い
け
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
を
確

認
し
た
。
ま
た
、
身
近
な
社
会
人
や
担
任
自

身
の
進
路
選
択
に
つ
い
て
の
話
を
聞
か
せ
る

と
い
う
案
が
出
さ
れ
た
。
人
生
は
成
功
体
験

だ
け
で
な
く
、
失
敗
や
偶
然
の
積
み
重
ね
に

よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
学
ば
せ

る
こ
と
で
、
生
徒
が
自
身
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
を
作
成
し
た
り
振
り
返
っ
た
り
す
る
際
の

視
点
が
豊
か
に
な
り
、
学
び
や
経
験
に
も
価

値
づ
け
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
生
徒
の
視
野
を
広
げ
る
た
め

に
、
自
分
が
挙
げ
た
興
味
・
関
心
、
社
会
課

題
に
関
連
す
る
新
聞
記
事
を
シ
ー
ト
の
裏
面

に
貼
り
つ
け
る
と
い
う
案
も
出
さ
れ
た
。
ま

た
、
シ
ー
ト
を
Ａ
３
サ
イ
ズ
に
し
て
記
入
ス

ペ
ー
ス
を
広
げ
、
２
年
生
３
学
期
を
通
し
て

気
づ
き
を
書
き
込
み
続
け
ら
れ
る
も
の
に
す

る
こ
と
で
、
進
路
は
考
え
続
け
る
も
の
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
生
徒
に
伝
え
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
声
も
上
が
っ
た
。

検討メンバーの先生に、自身の指導観や自校の生徒特性を踏まえて、
ツールの活用方法や留意点などをお話しいただきました

1
これまでの

学びや経験を振り返って、
シートに記入させる

2
記入したシートを基に
担任との面談で深め、

教師は「なぜ？」を丁寧に問う

3 志望理由書にまとめる

改良！指
導ツール

活用の流れ

２年生　３学期　志望理由シート

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
使
い
こ
な
す

豊
か
な
視
点
を
生
徒
に
育
む

　

説
得
力
の
あ
る
志
望
理
由
を
書
く
た

め
に
は
、
過
去
の
経
験
に
お
け
る
自
分

の
変
化
を
見
取
れ
る
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

が
必
要
で
す
。
さ
ら
に
、
社
会
課
題
か

ら
将
来
の
進
路
や
高
校
時
代
で
す
べ
き
こ
と
を
考

え
る
た
め
に
は
、
教
師
の
サ
ポ
ー
ト
も
重
要
で
す
。

　

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
、
経
験
の
整
理
を
円
滑
に

行
え
る
よ
う
に
見
通
し
を
持
っ
て
作
成
し
、
そ
れ

を
使
っ
て
教
師
が
生
徒
と
「
な
ぜ
」「
ど
う
し
て
」

と
生
き
方
を
探
究
す
る
面
談
を
行
い
な
が
ら
深
め

て
い
き
ま
す
。
面
談
を
重
ね
る
う
ち
に
、
生
徒
は

少
し
ず
つ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
価
値
を
見
い
だ
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
社
会
と
の
か
か
わ
り
の
視

点
を
生
徒
に
与
え
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
教
師
も

も
っ
と
社
会
を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
新
聞
を

読
み
、
気
に
な
っ
た
記
事
を
切
り
抜
き
、
自
分
の

意
見
を
書
き
添
え
、
さ
ら
に
関
連
す
る
教
科
書
の

ペ
ー
ジ
を
示
す
と
い
っ
た
指
導
が
あ
っ
て
初
め
て
、

生
徒
は
社
会
と
の
つ
な
が
り
か
ら
進
路
を
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
社

会
課
題
と
教
科
と
の
つ
な
が
り
を
示
す
こ
と
も
含

め
て
、
学
校
全
体
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
あ
り
方
を

共
有
す
べ
き
時
機
に
来
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

稲
葉
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
13
年
目
。
１
学
年

主
任
。
地
理
歴
史
・
公
民
科
。 

「
生
徒
や
学
校
を
地
域
な
ど
様
々
な
も
の
と
つ
な

ぎ
な
が
ら
、
生
徒
の
確
か
な
成
長
を
実
現
さ
せ
た
い
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
１
６
０
人
／

２
０
１
７
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）
／
国
公
立
大
は
、
筑
波
大
、
静
岡

大
、
名
古
屋
大
、
広
島
大
な
ど
に
33
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
中
央
大
、
法
政
大
、

立
命
館
大
、
関
西
大
な
ど
に
延
べ
２
８
８
人
が
合
格
。

組織的なキャリア教育の構築が必要な時機
静岡県立伊東高校　稲葉　渉　いなば・わたる
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指導ツールを募集しています！
　「改良！　指導ツール　ビフォーアフター」
では、取材にご協力いただける先生及び取材で
検討させていただく「指導ツール」を募集して
います。「自校で長年使っているツールを見直
したい」「ツールのより効果的な活用法を検討
したい」といった、課題意識をお持ちの先生方
のご応募をお待ちしております。

〈個人情報の取り扱いについて〉をご確認いただき、
必要事項❶～❹をご入力の上、指導ツールを添付
して下記のe-mailアドレスにご送信ください。
※送信前にいま一度、生徒様の情報が削除されているかご確
認をお願いいたします

❶学校名・お名前　　
❷分掌・ご教職歴　
❸ツールの内容（目的・活用時期・活用方法）
❹ツールに対する課題意識、改善要望

view21_since-1975@mail.benesse.co.jp

改良したいのに、どうすべきか分からない……
〈個人情報の取り扱いについて〉　この「改
良！　指導ツール　ビフォーアフター」の
ツール募集でご提供いただく個人情報は、今
後の企画を検討する目的で利用いたします。
お客様の意思によりご提供いただけない部
分がある場合、手続き・サービス等に支障が
生じることがあります。また、商品発送等
で個人情報の取り扱いを業務委託しますが、
厳重に委託先を管理・指導します。個人情
報に関するお問い合わせは、個人情報お問
い合わせ窓口（0120-924721、通話料無料、
年末年始を除く、9時～21時）にて承ります。
（株）ベネッセコーポレーション　ＣＰＯ（個
人情報保護最高責任者）
上記をご承諾くださる方はご送信ください。

　

生
徒
が
自
身
の
過
去
と
対
話
し
な
が

ら
「
将
来
取
り
組
み
た
い
こ
と
・
今
取

り
組
む
べ
き
こ
と
」
を
考
え
る
た
め
に

は
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
非
常
に
重
要

で
す
。
実
際
、
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
で
は
、
進
学
し

て
何
を
学
び
た
い
の
か
に
加
え
て
、
高
校
生
活
で

何
を
し
て
き
た
の
か
を
語
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
高
校
生
活
と
大
学
で
の
学
び
が
、
生
き
方
と

し
て
つ
な
が
る
よ
う
な
選
択
が
生
徒
に
と
っ
て
も

一
番
幸
せ
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
う
し
た
志
望
は
説

得
力
を
持
つ
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
改
訂
し
た
シ
ー

ト
に
盛
り
込
ん
だ
「
社
会
課
題
か
ら
生
き
方
を
考

え
る
」
と
い
う
指
導
は
、
市
民
教
育
と
し
て
も
ま

す
ま
す
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

本
校
に
は
、
長
い
文
章
を
書
く
の
が
苦
手
な
生

徒
が
少
な
か
ら
ず
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
本
校
で

「
志
望
理
由
シ
ー
ト
」
を
使
う
時
は
、
小
さ
な
サ
イ

ズ
に
す
る
の
が
よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

指
導
で
活
用
す
る
前
に
教
師
が
実
際
に
書
い
て
み

る
こ
と
で
、
ど
こ
で
生
徒
の
手
が
止
ま
り
そ
う
か

が
分
か
る
は
ず
で
す
。
複
数
の
教
師
が
取
り
組
み
、

書
き
に
く
か
っ
た
箇
所
を
学
年
で
共
有
す
る
こ
と

で
、
指
導
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

　

今
回
、
職
業
か
ら
大
学
・
学
部
を
考

え
る
だ
け
で
な
く
、
過
去
の
経
験
を
丁

寧
に
掘
り
起
こ
し
た
り
、
社
会
課
題
へ

の
関
心
を
高
め
た
り
し
な
が
ら
進
路
を

探
究
さ
せ
る
重
要
性
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　

私
が
こ
の
「
志
望
理
由
シ
ー
ト
」
を
使
う
時
は
、

「
志
望
が
具
体
化
し
て
い
な
い
人
は
、
迷
っ
て
い
る

こ
と
、
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
ま
と
ま
り
が

な
く
て
も
よ
い
の
で
た
く
さ
ん
書
き
出
す
よ
う
に
」

と
生
徒
に
求
め
る
と
思
い
ま
す
。「
志
望
理
由
シ
ー

ト
」
も
、
そ
れ
を
経
て
書
き
上
げ
る
志
望
理
由
書

も
面
談
の
材
料
で
あ
り
、
生
徒
を
理
解
す
る
た
め

の
情
報
だ
か
ら
で
す
。
特
に
、「
志
望
理
由
シ
ー
ト
」

は
１
回
で
書
き
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
後
の

面
談
な
ど
で
の
気
づ
き
を
生
徒
が
書
き
加
え
て
い

け
る
も
の
に
し
た
い
で
す
。
た
と
え
シ
ー
ト
を
書

き
終
え
ら
れ
な
く
て
も
、
考
え
続
け
る
こ
と
に
価

値
が
あ
る
こ
と
を
生
徒
に
し
っ
か
り
伝
え
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
ま
た
、
過
去
の
経
験
か
ら
志
望
を

積
み
上
げ
て
い
く
シ
ー
ト
と
、
社
会
に
対
す
る
課

題
意
識
か
ら
進
路
を
掘
り
下
げ
て
い
く
シ
ー
ト
の

２
枚
に
分
け
た
方
が
、
進
路
探
究
の
観
点
の
違
い

が
生
徒
に
は
伝
わ
り
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

徳
橋
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
教
職
歴
15
年
。同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。教
務
主
任
。

英
語
科
。 「
不
決
断
は
最
大
の
害
悪
。
ま
ず
は
前
進
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
２
９
０
人
／

２
０
１
７
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）
／
国
立
大
は
、
北
海
道
教
育
大
岩
見
沢
校

に
１
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
北
星
学
園
大
、
北
海
学
園
大
、
北
海
商
科
大
な
ど

に
延
べ
88
人
が
合
格
。
短
大
進
学
15
人
、
専
門
学
校
進
学
１
０
９
人
、
就
職
63
人
。

新
井
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。
進
路
指

導
部
。
数
学
科
。「
正
し
い
道
を
選
ぶ
の
で
は
な
く
、
選
ん
だ
道
を
正
し
い
も
の
に

で
き
る
生
徒
を
育
て
た
い
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　
全
日
制
／
普
通
科
／
男
子
校
／
１
学
年
約
２
８
０
人
／

２
０
１
７
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）
／
国
公
立
大
は
、
東
北
大
、
東
京
大
、

東
京
工
業
大
、
一
橋
大
、
京
都
大
な
ど
に
１
５
０
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應

義
塾
大
、
上
智
大
、
東
京
理
科
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
５
８
９
人
が
合
格
。

「何をしてきたか」からも進路を考えさせる
北海道北広島西高校　徳橋孝之　とくはし・たかゆき

思いを書き留め続けさせ、面談につなぐ
群馬県立太田高校　新井高広　あらい・たかひろ
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生
き
方
や
働
き
方
の
多
様
化
や
変
化
に

伴
い
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
設
計
し
、
状

況
に
応
じ
て
修
正
す
る
力
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
法
政
大
学
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部
は
、
自
身
の
キ
ャ
リ

ア
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
と
と
も
に
、
他
者
の

キ
ャ
リ
ア
を
支
援
す
る
力
の
育
成
を
目
指

し
て
い
る
。

　

１
年
次
は
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
を

全
般
的
に
学
び
、
２
年
次
以
降
の
授
業
で

は
、
体
験
的
な
学
び
を
ベ
ー
ス
と
し
て
専

門
科
目
を
履
修
す
る
。
体
験
型
選
択
必

修
科
目
で
は
、
企
業
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
経
験
す
る
「
キ
ャ
リ
ア
体
験
学
習
」、

高
校
な
ど
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実
施
す
る

キャリアデザイン学部
キャリアデザイン学科３年
永田紗也
ながた・さや
埼玉県・私立浦和明の星
女子中学・高校卒業。出
版業界への就職を志望。

キャリアデザイン学部
キャリアデザイン学科３年
櫨山ゆりか
はぜやま・ゆりか
埼玉県立和光国際高校卒
業。キャリアカウンセラー
を志望。

キャリアデザイン学部
キャリアデザイン学科３年
下池瞳華
しもいけ・とうか
東京都立文京高校卒業。
サービス業への就職を志
望。

体験的な学びを通して自分に向き合い
キャリアを創る視点を磨く

法政大学 キャリアデザイン学部

社
会
の
中
で
の
自
分
を

相
対
化
し
て
捉
え
て
い
く

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生

体験的な学びを通して、論理的な思考力を鍛える
多くの社会人や地域の人たちとかかわる中で、自分のやりたいことを
相手にも共感してもらい、ともに課題を解決するためには、論理的に
考えて物事を進めなければならないことを実感しました。（櫨山さん）

やる気をアピールすることで
学びがどんどん広がる
待っているだけでは学びは広がらないと
実感しています。私は、２年次のインター
ンシップで訪れた出版社に自ら交渉し
て、３年次もインターンシップを継続さ
せてもらっています。（永田さん）

企業や自治体との協働で、
実践的なマーケティングを学ぶ
ゼミ活動では、企業や自治体と協働でプロ
ジェクトを進めていきます。責任も伴い大
変ですが、実践的なマーケティングを学ぶ
ことができ、社会人としての対応力も身に
つけられました。（下池さん）
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「
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
実
習
」
な
ど
、
６

科
目
か
ら
１
つ
を
選
択
。
企
業
や
地
域
で

の
体
験
学
習
を
通
し
て
、
学
生
は
社
会
の

中
で
の
自
分
を
相
対
化
し
て
捉
え
、
そ
の

後
の
学
び
に
つ
な
げ
て
い
く
。
出
版
社
で

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し
た
永
田

紗
也
さ
ん
は
、
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　
「
実
習
先
で
は
、
学
生
で
も
社
員
同
様

に
厳
し
く
接
し
て
く
だ
さ
り
、
自
分
の
発

想
の
乏
し
さ
や
知
識
不
足
を
痛
感
し
ま
し

た
。
し
か
し
、『
何
で
も
や
り
ま
す
』
と

積
極
的
に
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
、

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
な
ど
の
企
画
や
取
材
、

執
筆
も
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

ま
た
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
企
業
で
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し
た
下
池
瞳と

う

華か

さ

ん
は
、「
憧
れ
の
業
界
で
働
く
こ
と
が
で

き
た
の
に
、
自
分
は
受
け
身
の
姿
勢
だ
っ

た
と
反
省
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
の
授
業

や
ゼ
ミ
活
動
で
は
、
多
角
的
な
視
点
か
ら

考
え
て
、
自
分
か
ら
積
極
的
に
提
案
し
て

い
く
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
」と
語
る
。　

　

２
年
次
後
半
か
ら
の
ゼ
ミ
活
動
も
、
体

験
的
活
動
を
中
心
に
展
開
す
る
。
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
研
究
す
る
「
酒
井
ゼ
ミ
」
で

は
、
企
業
や
地
方
自
治
体
と
連
携
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
な
ど
を
行
う
。
学
生

は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
コ
ア
メ
ン
バ
ー
と
し

て
参
加
す
る
が
、
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

も
、
連
携
先
が
実
際
に
抱
え
て
い
る
課
題

を
解
決
す
る
た
め
の
提
案
が
求
め
ら
れ
る

た
め
、
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。

　

そ
う
し
た
経
験
を
通
じ
て
実
感
す
る
こ

と
の
１
つ
が
、
論
理
的
な
思
考
の
大
切
さ

だ
。
長
野
県
飯
田
市
の
伝
統
工
芸
・
水
引

を
活
性
化
さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

す
る
櫨は

ぜ

山や
ま

ゆ
り
か
さ
ん
は
こ
う
語
る
。

　
「
初
め
は
自
分
の
好
み
と
い
っ
た
感
覚

で
企
画
を
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

は
相
手
を
納
得
さ
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。
現
状

や
課
題
を
し
っ
か
り
と
分
析
し
、『
な
ぜ

そ
う
す
る
の
か
』
を
論
理
的
に
説
明
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
」

　

櫨
山
さ
ん
は
、
水
引
が
衰
退
し
た
一
因

は
祝
儀
袋
な
ど
が
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
こ

と
に
あ
る
と
分
析
。
東
京
・
神
楽
坂
で
の

イ
ベ
ン
ト
で
、
水
引
を
つ
け
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
カ
ー
ド
を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

き
、
若
い
世
代
を
中
心
に
好
評
を
得
た
。

　

下
池
さ
ん
は
、
日
本
各
地
の
郷
土
料
理

を
月
替
わ
り
で
提
供
す
る
飲
食
店
で
、
新

潟
県
佐
渡
島
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
。
実
際
に
島
を

訪
れ
、
生
産
者
の
方
の
話
を
聞
い
た
り
、

現
地
調
査
を
行
っ
た
り
し
て
、
メ
ニ
ュ
ー

を
考
案
。
仕
入
れ
先
と
の
交
渉
な
ど
も

行
っ
て
い
る
。

　
「
自
分
１
人
で
考
え
る
よ
り
、
企
業
や

地
域
な
ど
の
人
の
話
を
聞
く
こ
と
で
新
し

い
発
想
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
ま
た
、
仲
間
と
仕
事
を
分
担
し
、
１

つ
の
目
標
に
向
か
う
こ
と
も
意
識
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」（
下
池
さ
ん
）

　

社
会
の
中
で
の
自
分
を
意
識
す
る
こ
と

で
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
を
具
現
化
し
て
い

く
。
永
田
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
私
は
、
カ
メ
ラ
メ
ー
カ
ー
と
共
同
で
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
販
売
促
進
企
画
を
考
え

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。
出

版
業
界
志
望
で
す
が
、
こ
の
経
験
を
通
し

て
、
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
表
現

す
る
こ
と
の
面
白
さ
も
知
り
ま
し
た
。
自

分
は
、社
会
の
中
で
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き

る
の
か
を
考
え
て
ス
キ
ル
を
高
め
、
キ
ャ

リ
ア
を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　
「
自
分
は
ア
イ
デ
ア
を
考
え
る
こ
と
が

得
意
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
様
々
な

活
動
を
通
し
て
、
人
に
か
か
わ
り
、
影
響

を
与
え
る
こ
と
の
意
義
深
さ
を
実
感
し
、

人
を
育
て
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」（
櫨
山
さ
ん
）

　

将
来
の
変
化
を
予
測
す
る
こ
と
が
困
難
な

時
代
を
迎
え
、
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
も
多
様

化
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
社
会
で
自
立
す

る
に
は
、
自
ら
学
び
続
け
、
求
め
ら
れ
る
ス

キ
ル
を
習
得
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
の
学
び
の
方
法
を
身
に
つ
け

さ
せ
る
こ
と
が
、
本
学
部
の
ね
ら
い
で
す
。

　

本
学
部
で
は
、
企
業
や
地
域
と
連
携
し
た

体
験
的
活
動
を
早
い
う
ち
か
ら
行
う
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
経
験
を
通

し
て
、社
会
の
中
で
の
自
分
を
意
識
し
た
り
、

不
足
し
て
い
る
力
に
気
づ
い
た
り
し
て
、
よ

り
高
い
意
欲
や
目
標
を
持
っ
て
学
ぶ
よ
う
に

な
り
ま
す
。実
際
に
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

自
分
の
ふ
が
い
な
さ
を
感
じ
て
く
じ
け
そ
う

に
な
り
な
が
ら
も
、
奮
起
し
て
前
向
き
に
学

び
を
進
め
る
学
生
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ゼ
ミ
活
動
で
は
、
課
題
の
分
析
に
基
づ
い

て
仮
説
を
設
定
し
、
実
際
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
展
開
し
て
、
検
証
論
文
を
作
成
し
ま
す
。

そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、社
会
科
学
に
お
け
る「
実

験
」
で
あ
り
、
常
々
論
理
的
に
思
考
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し

て
身
に
つ
い
た
思
考
力
が
実
際
の
社
会
で
役

立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
多
方
面
で
活
躍

す
る
卒
業
生
の
姿
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。

社
会
の
中
の
自
分
を
見
つ
け
て

意
欲
や
目
標
を
高
め
て
い
く

大

の

い

学

思
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部

教
授酒井 

理

さ
か
い
・
お
さ
む

企
業
や
自
治
体
と
の
協
働
で

論
理
的
な
思
考
力
を
育
む

体
験
を
通
し
て
気
づ
き
を
重
ね

自
身
の
キ
ャ
リ
ア
を
設
計
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「
実
学
主
義
」
の
教
育
理
念
の
下
、
産

業
界
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
人
材
を
送
り
出

し
て
き
た
大
同
大
学
。
２
０
１
０
年
度
に

全
国
初
の
か
お
り
を
専
門
的
に
教
育
・
研

究
す
る
「
か
お
り
デ
ザ
イ
ン
専
攻
」
を
新

設
し
、
こ
の
分
野
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の

育
成
を
目
指
し
て
、
実
践
的
な
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
展
開
し
て
い
る
。

　

１
年
次
で
は
、
に
お
い
・
か
お
り
の
基

礎
を
学
ぶ
。
生
活
の
中
で
の
に
お
い
や
か

お
り
と
言
え
ば
、
香
水
や
シ
ャ
ン
プ
ー
な

ど
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
学
生
が
多
い
が
、
そ

う
し
た
固
定
概
念
を
転
換
さ
せ
る
た
め
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
。
学
生
は
、

自
分
の
住
む
地
域
の
に
お
い
を
調
査
し
て

総合情報学科　
かおりデザイン専攻３年
小﨑有紗
こざき・ありさ
愛知県立新川高校卒業。
化粧品メーカーへの就職
を希望。

総合情報学科　
かおりデザイン専攻４年
畠中　梢
はたけなか・こずえ
三重県立四日市南高校卒
業。メーカーに技術開発者
として就職予定。

工学研究科　都市環境
デザイン学専攻１年
近藤早紀
こんどう・さき
愛知県立横須賀高校卒
業。大学院で研究を深め
ながら、将来を検討中。

現役の調香師による実学的な
授業で香水作りを学ぶ
世界的に活躍する大手化学メーカー・化
粧品メーカーの調香師の指導を受け、自
分のイメージする香水を作りました。香
料を混ぜ、理想のかおりをつくるのが予
想以上に難しかったです。（畠中さん）

インターンシップで得た
学びを後輩に伝える
インターンシップ報告会では、自分の体
験をまとめて発表します。学年を超えて
交流する機会が多く、私も先輩の卒業研
究発表会に参加して、自分の研究テーマ
を決める参考にしました。（小﨑さん）

１年次から社会とかかわり、多分野で
活躍するかおりの専門家を目指す

大同大学 情報学部 総合情報学科 かおりデザイン専攻＊

進
路
を
意
識
し
た
授
業
で

視
野
を
広
げ
さ
せ
る

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生

＊2018 年 4月から工学部建築学科に編入

企業でも用いられる
においの測定法を学び、
国家資格を取得
測定には、分析機器による測定法と人
の嗅覚による測定法があります。国家
資格である臭気判定士が測定の際に使
用する機器も整備されていて、就職後
にも役立つ技術を学べます。（近藤さん）
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地
図
に
ま
と
め
、
発
表
す
る
過
程
を
通
し

て
、
自
然
や
工
場
、
ゴ
ミ
な
ど
の
に
お
い

も
学
び
の
対
象
で
あ
る
と
理
解
す
る
。

　

ま
た
、
本
専
攻
の
学
び
は
、
化
粧
品
や

生
活
用
品
以
外
に
も
、
住
宅
や
自
動
車
、

家
電
な
ど
多
分
野
に
わ
た
っ
て
生
か
せ
る

と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
せ
る
た
め
、
先
輩

た
ち
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
報
告
会
や
卒

業
研
究
発
表
会
に
も
参
加
さ
せ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
協
働
性
や
主
体
性
な
ど
の
社

会
人
基
礎
力
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。
１
学
年
約
３０
人
と
少
人
数
の
た
め
、

ほ
ぼ
す
べ
て
の
授
業
で
発
表
の
機
会
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
４
年
生
の
畠
中
梢
さ
ん

は
、「
１
年
次
に
は
、
発
表
資
料
の
文
字

が
小
さ
い
な
ど
、
内
容
以
前
の
問
題
を
指

摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
多
く
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
経
験
し
、
今
で
は
、
質
疑

応
答
を
想
定
し
て
、
事
前
に
し
っ
か
り
準

備
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
語
る
。

　

２
年
次
か
ら
は
、
実
際
に
に
お
い
・
か

お
り
の
測
定
・
分
析
な
ど
を
す
る
実
験
や

実
習
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

特
徴
的
な
の
は
、
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
な

ど
の
に
お
い
・
か
お
り
分
野
の
第
一
線
で

働
く
社
会
人
講
師
に
よ
る
授
業
だ
。
例
え

ば
、
２
年
次
の
科
目
「
か
お
り
成
分
と
調

香
３
・
４
」
は
、
す
べ
て
の
授
業
を
社
会

人
講
師
が
行
っ
て
い
る
。
大
学
院
１
年
生

の
近
藤
早
紀
さ
ん
が
特
に
印
象
的
だ
っ
た

授
業
は
、「
嗅
覚
測
定
法
」
の
授
業
だ
と

言
う
。

　
「
に
お
い
の
測
定
法
の
考
案
者
か
ら
、

そ
の
過
程
で
試
行
錯
誤
さ
れ
た
お
話
を
聞

き
ま
し
た
。
こ
の
世
界
は
未
知
の
領
域
が

多
い
た
め
、
重
さ
や
長
さ
の
よ
う
に
簡
単

に
数
値
化
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
中

で
測
定
法
を
開
発
し
て
い
く
こ
と
の
難
し

さ
を
知
り
、
驚
き
の
連
続
で
し
た
。
化
粧

品
に
興
味
が
あ
り
入
学
し
た
の
で
す
が
、

視
野
が
広
が
り
ま
し
た
」

　

ま
た
、
３
年
生
の
小
﨑
有
紗
さ
ん
は
、

次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
化
粧
品
業
界
で
働
く
講
師
か
ら
仕
事

の
話
を
聞
い
て
、
化
粧
品
の
研
究
職
を
目

指
し
た
い
と
い
う
目
標
が
明
確
に
な
り
ま

し
た
。
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
で
２
週
間
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し
、
今
の
学
び

を
社
会
で
ど
う
生
か
せ
る
の
か
も
分
か

り
、
よ
り
学
び
に
力
が
入
っ
て
い
ま
す
」

　

に
お
い
・
か
お
り
分
野
の
研
究
に
取
り

組
む
大
学
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
本
専

攻
に
は
多
く
の
企
業
か
ら
共
同
研
究
の
案

件
が
舞
い
込
む
。
多
く
の
学
生
は
卒
業
研

究
で
企
業
と
の
共
同
研
究
に
取
り
組
む
。

近
藤
さ
ん
も
そ
の
１
人
だ
。

　
「
芳
香
剤
メ
ー
カ
ー
と
共
同
で
、
芳
香

剤
の
か
お
り
の
持
続
時
間
や
効
率
的
な
使

い
方
を
研
究
し
ま
し
た
。
た
だ
、
企
業
に

は
に
お
い
測
定
の
専
門
家
が
い
な
い
た

め
、
測
定
に
は
予
備
実
験
が
必
要
で
、
か

な
り
の
時
間
を
必
要
と
す
る
と
い
う
こ

と
を
理
解
し
て
も
ら
う
の
に
苦
労
し
ま
し

た
。
ま
た
、
企
業
に
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

や
予
算
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
制
限
の
中

で
い
か
に
成
果
を
出
す
か
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」

　

１
年
次
か
ら
、
社
会
と
の
接
点
を
多
く

設
け
、
学
生
は
目
標
を
明
確
化
さ
せ
な
が

ら
学
び
を
深
め
て
い
き
、
自
ら
進
路
を
切

り
拓
い
て
い
く
。

　
「
私
は
、
自
分
の
考
え
を
提
案
す
る
授

業
に
や
り
が
い
を
感
じ
、
新
商
品
開
発
に

携
わ
れ
る
技
術
開
発
者
を
目
指
し
、
消
臭

剤
の
芯
と
同
じ
素
材
の
ペ
ン
先
を
扱
っ
て

い
る
メ
ー
カ
ー
か
ら
内
定
を
も
ら
い
ま
し

た
。
卒
業
研
究
で
は
、
企
業
と
共
同
で
不

快
臭
を
模
し
た
に
お
い
を
ど
の
よ
う
に
つ

く
る
か
を
研
究
中
で
す
。
社
会
人
の
方
か

ら
多
く
の
こ
と
を
吸
収
し
、
就
職
後
に
生

か
し
て
い
き
た
い
で
す
」（
畠
中
さ
ん
）

　

に
お
い
・
か
お
り
の
専
門
家
は
、
様
々
な

業
界
で
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
自

動
車
メ
ー
カ
ー
や
家
電
メ
ー
カ
ー
、
食
品
・

生
活
用
品
メ
ー
カ
ー
な
ど
で
す
。そ
の
た
め
、

１
年
次
か
ら
、
多
方
面
で
活
躍
す
る
卒
業
生

や
社
会
人
の
姿
を
見
せ
、
視
野
を
広
げ
て
進

路
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
に
お
い
・
か
お
り
の
分
析
な
ど
に

は
理
数
科
目
の
基
礎
知
識
が
必
要
と
な
る
た

め
、
１
年
次
に
は
、
研
究
に
必
要
な
数
学
と

化
学
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
少
人
数
や
個
人
で
の
発
表
を
盛

り
込
み
、
主
体
的
に
取
り
組
め
る
授
業
を
多

く
用
意
し
て
い
ま
す
。
学
内
で
得
た
知
識
や

技
能
を
試
す
場
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
や
企
業
と
の
共
同
研
究
の
場
を
設
け
、
卒

業
ま
で
に
即
戦
力
と
し
て
活
躍
で
き
る
人
材

の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

に
お
い
や
か
お
り
の
分
野
は
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
に
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
な
が
ら
、

研
究
の
歴
史
は
浅
く
、
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
既
存
の

理
論
を
使
っ
て
学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
新
し

い
こ
と
に
挑
戦
し
な
が
ら
学
び
た
い
と
い
う

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
旺
盛
な
学
生
を
待
っ
て
い

ま
す
。

に
お
い
・
か
お
り
分
野
の

先
駆
者
と
な
る
人
材
を
育
成

大

の

い

学

思
情
報
学
部
総
合
情
報
学
科 

か
お
り
デ
ザ
イ
ン
専
攻

教
授光田 

恵

み
つ
だ
・
め
ぐ
み

第
一
線
で
活
躍
す
る
社
会
人
か
ら

生
き
た
知
識
や
技
術
を
学
ぶ

企
業
と
の
共
同
研
究
を

リ
ー
ド
で
き
る
ま
で
の
人
材
に
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授業デザインを考える研修会
─長崎県の若手・中堅教師による自主研修会リポート─

これからの会議・研修のあり方、つくり方
職員会議・教員研修を充実させてチーム学校をつくる

今、学校現場では、次期学習指導要領等に向けて、教師にも、「アクティブ・ラーニング」の視点に基づいた
教師同士の日常的な学び合いが求められている。職員会議や教員研修などで、

教師集団が知見を結集し、学校をチーム化させる具体策を、現場の声や実践事例を交えて紹介する。

監修　日賀優一 「答えが１つではない問い」を考える高校生向け対話型ワークショップを開催する「三四郎の学校」事務局長。本誌 2016 年 6月
号で紹介した長崎県立諫早高校での取り組みを始め、高校教師や社会教育従事者などを対象とした学びの場づくりにも携わる。

実 践 事 例

　学校をチーム化させる会議・研修にするための工夫や配
慮を紹介してきた本コーナー。今回は実践事例として、長
崎県の若手・中堅教師有志が企画した自主研修会を取り上
げます。同研修会には、県内を中心に公立・私立の高校教師、
中高一貫校の中学校教師が参加し、これまでにほぼ年 1回

のペースで計 8回実施されてきました。激変する教育環境
に向き合うために、参加者が経験や思いを率直に語り合い、
自校に帰って「一歩」を踏み出すきっかけがつかめるよう
に、本コーナーで取り上げてきたような様々な工夫や配慮
がなされた研修会でした。その内容をリポートします。

日時	 2017年 11月25日（土）13:30 ～18:30

対象	 県内教職員、教育を志す大学生・大学院生（合計約 60人が参加）

目的	 •次期学習指導要領が目指す教育のあり方に関する講演・対話を通して、
参加者がこれまでの教育活動のあり方について振り返る研修とする。

	 •「主体的・対話的で深い学び」の実現を図るための授業改善に取り組
む上で必要な校内研修のあり方について、先進校の取り組み事例を
通して考える研修機会とする。

	 •授業改善に取り組んでいる教員の意見交換の場を設定することで、「主
体的・対話的で深い学び」の実現を図るための授業改善の活性化に
つなげる。

プログラム
	 13:30〜13:50	【アイスブレーク】
	 	 主催者による趣旨説明とグループでの仲間意識の醸成
	 	 この日、各参加者はお菓子を持ち寄りました。「なぜ、そのお菓子

を選んだのか」を語りながらグループで交流を深めました。（写真１）

	 13:55〜14:55	【講演】
	 	 先進事例から考えるこれからの教師に求められるもの
	 	 生徒の主体性を引き出すために新しい取り組みに挑戦した現役教

師の講演を聞き、これからの教師のあり方を考えました。

	 15:15〜17:05	【対話】グループ内での経験、疑問の共有
	 	 授業デザインに関するキーワードを盛り込んだカードを使って対話

を重ね、それぞれの経験から学び合いました。（写真２）

	 17:15〜18:30	【振り返り】今日の研修を明日につなげる
	 	 1日の活動の気づきと今後の決意をグループ内で共有し、授業デ

ザインの作成に向けて決意表明しました。

	 18:30〜	 希望者による懇親会

写真１　参加者は、地元の銘菓や高
校時代に好きだったお菓子を持参。

写真２　授業デザインに関するキー
ワードをヒントに話し合う。
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今
回
の
研
修
会
の
企
画
・
運
営
メ
ン
バ
ー

の
先
生
方
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
す
る
際
、

特
に
留
意
し
た
の
は
、「
参
加
者
に
た
く
さ

ん
話
し
て
も
ら
う
」「
研
修
で
の
気
づ
き
を
、

変
化
の
種
火
と
し
て
長
く
と
ど
め
て
も
ら

う
」
と
い
う
２
点
で
し
た
。
そ
こ
で
、
講
演

後
す
ぐ
に
参
加
者
同
士
で
感
想
を
共
有
す

る
時
間
を
設
け
る
な
ど
、
話
を
聞
く
だ
け
に

な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
そ
う
で
す
。
ま

た
、
話
し
合
い
で
は
、「
断
定
せ
ず
に
、
異

論
を
受
け
止
め
よ
う
」
と
い
っ
た
心
得
を
説

明
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
研
修
会
の
最

後
に
は
、
参
加
者
に
グ
ル
ー
プ
間
で
の
交
流

の
継
続
を
求
め
ま
し
た
。実
際
、あ
る
グ
ル
ー

プ
は
「
悩
み
が
あ
る
時
は
相
談
し
合
お
う
」

とe-m
ail

で
連
絡
を
取
り
続
け
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

現
場
の
先
生
方
な
ら
で
は
の
視
点
と
し

て
、例
え
ば
、振
り
返
り
の
方
法
を
話
し
合
っ

た
時
に
は
、「『
必
ず
や
る
べ
き
こ
と
は
？
』

な
ど
と
問
い
詰
め
る
の
で
は
な
く
、『
あ
り

た
い
自
分
は
？
』
と
尋
ね
た
方
が
正
直
な
思

い
が
聞
け
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
声

が
上
が
っ
た
そ
う
で
す
。
思
考
を
活
性
化
さ

せ
る
問
い
を
追
究
す
る
こ
と
は
、
会
議
・
研

修
に
お
い
て
も
重
要
な
の
で
す
。

　

グ
ル
ー
プ
内
で
自
己
紹
介
と
仲
間
意
識

醸
成
の
た
め
の
活
動
の
後
、
最
初
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
あ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
、
他
県
か
ら
招
い
た
公
立
高
校
校

長
が
、
過
去
に
挑
戦
し
た
「
生
徒
が
地
域

の
未
来
を
語
り
合
う
体
験
的
な
学
習
」
に

つ
い
て
、
そ
の
実
施
の
背
景
と
成
果
を
語

る
も
の
で
、
目
的
は
、「
こ
れ
か
ら
の
教
育

に
求
め
ら
れ
る
も
の
」「
教
師
と
し
て
新
し

い
一
歩
を
踏
み
出
す
必
要
性
」
に
つ
い
て

参
加
者
に
考
え
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

　

30
分
の
講
演
後
、
10
分
ほ
ど
グ
ル
ー
プ

内
で
講
演
の
感
想
を
共
有
し
、
全
体
で
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
＊
１
）。
講
師

が
参
加
者
の
「
な
ぜ
、
そ
ん
な
こ
と
が
で

き
た
の
か
」
と
い
っ
た
疑
問
に
答
え
な
が

ら
「
一
歩
を
踏
み
出
し
た
思
い
」
を
語
る

よ
う
に
し
た
の
は
、
講
師
が
伝
え
た
い
思

い
を
、
参
加
者
が
引
き
出
し
た
形
に
し
た

か
っ
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
そ
れ
も
、
参

加
者
が
こ
の
場
の
主
体
で
あ
る
こ
と
を
意

識
し
て
も
ら
う
た
め
の
配
慮
と
言
え
ま
す
。

講演

1

成
果
を
確
認
し
て
初
め
て

課
題
を
受
け
止
め
ら
れ
る

感
想
の
共
有
や
質
疑
応
答
を
挟
み
、

受
け
身
に
な
ら
な
い
講
演
を
つ
く
る

参加者には講演を聞きながら「共感」「違和感」「疑問」を３色の付
ふ

箋
せん

紙に書き留め（＊２）、講演後の感想の共有は付箋紙を見ながら行っ
ていました。あえて「違和感」といったネガティブな切り口も提示
することで、「この場ではどんな感想を語ってもよい」ということが、
参加者に明確に伝わったようです。付箋紙は講演終了後、会場内に
掲示することで、参加者全員の意見共有としても役立っていました。

「共感」「違和感」「疑問」など
感想を出しやすい切り口を提示する

＊１・２　関連する内容を本誌12月号の同コーナーP.45で取り上げています。

講演の後、すぐにグループで感想を共有。話し合いの時間を
確保することで、参加者は「主体は講師ではなく、自分たち
である」ということを意識することができていました。

グループでの話し合いがウォーミングアップとなり、全体の
質疑応答も活発化していました。グループ内で共感や疑問を
共有することで、大局的な視点での発言が出やすくなります。
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探
究
的
な
学
び
を
組
織
的
に
推
進
し
、

校
内
研
修
も
活
発
に
実
施
し
て
い
る
県
外

私
立
高
校
の
教
師
を
講
師
に
、
授
業
デ
ザ

イ
ン
の
ヒ
ン
ト
を
39
の
フ
レ
ー
ズ
で
言
語

化
し
た
カ
ー
ド
（
＊
３
）
を
使
っ
て
、
参

加
者
は
こ
れ
ま
で
の
実
践
、
そ
し
て
抱
え

て
い
る
疑
問
や
不
安
を
共
有
し
ま
し
た
。

参
加
者
同
士
の
対
話
の
前
後
に
は
、
講
師

が
、
自
分
の
体
験
を
他
者
と
共
有
す
る
際

の
対
話
の
心
得
（
＊
４
）
や
、対
話
に
よ
っ

て
教
師
は
ど
の
よ
う
に
成
長
で
き
る
か
と

い
っ
た
取
り
組
み
の
意
義
を
語
り
ま
し
た
。

特
に
、
自
分
の
体
験
や
思
い
を
話
す
こ
と

以
上
に
、
他
者
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
る
こ

と
の
大
切
さ
が
丁
寧
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

授
業
デ
ザ
イ
ン
の
ヒ
ン
ト
が
書
か
れ
た

カ
ー
ド
を
テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
、
そ
の
中
か

ら
自
分
が
気
に
な
る
も
の
を
選
ぶ
こ
と
で
、

参
加
者
は
「
自
分
を
語
る
き
っ
か
け
」
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
も
、
経
験

や
立
場
に
左
右
さ
れ
な
い
、
自
由
な
話
し

合
い
を
促
す
工
夫
の
１
つ
と
言
え
ま
す
。

　

振
り
返
り
の
目
的
は
大
き
く
２
つ
で
す
。

１
つ
は
、
講
演
と
対
話
か
ら
参
加
者
が
そ

れ
ぞ
れ
何
を
得
た
の
か
を
語
り
合
い
、
学

び
の
多
様
さ
を
実
感
す
る
こ
と
。
も
う
１

つ
は
、
今
後
の
決
意
を
言
語
化
し
、
具
体

的
に
明
日
か
ら
の
行
動
変
容
に
つ
な
が
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

　

振
り
返
り
の
方
法
と
し
て
、ま
ず
は
い
っ

た
ん
グ
ル
ー
プ
を
解
体
し
て
、
ほ
か
の
グ

ル
ー
プ
の
人
と
研
修
の
成
果
を
共
有
し
ま

し
た
。
多
様
性
を
確
認
す
る
の
と
同
時
に
、

た
く
さ
ん
の
人
に
出
会
い
、
み
ん
な
で
こ

の
研
修
に
取
り
組
ん
だ
と
い
う
一
体
感
を

味
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
だ
そ
う
で
す
。
そ

の
上
で
、
再
び
元
の
グ
ル
ー
プ
に
戻
り
、

Ａ
４
判
紙
に
「
こ
れ
か
ら
の
私
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、「
今
後
の
目
標
」
と
「
そ
の

実
現
の
た
め
に
、
あ
る
べ
き
自
分
の
状
態
」

を
書
き
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
で
一
人
ひ
と

り
振
り
返
り
の
内
容
を
発
表
す
る
際
に
は
、

ど
の
テ
ー
ブ
ル
か
ら
も
仲
間
を
た
た
え
る

拍
手
の
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

＊ 3 　研修で使用したカードと同様の機能の「アクティブ・ラーニング・パターン《教師編》」が、（株）クリエイティブシフト（代表：井庭崇・
慶應義塾大学総合政策学部准教授）と（株）ベネッセコーポレーションによって共同開発され、高校の先生向けに紹介・配布されています。
＊４　関連する内容を本誌６月号の同コーナー P.45 で取り上げています。

対話

振り返り

2

3

カ
ー
ド
を
手
が
か
り
に
気
軽
に

自
己
を
探
究
し
、
他
者
に
開
示

研
修
で
の
気
づ
き
や
決
意
を

言
語
化
し
、
仲
間
と
共
有
す
る

「揺さぶる」「低めのハードル」「自分らしさの表現」など、教
師が語りたくなる授業デザインのフレーズが書かれたカード
から気になったものを選びます。

これからの自分について、「今後の目標」「その実現のために、
あるべき自分の状態」という２つの観点で、この日の成果を
各自まとめました。

自分が選んだカードをグループのメンバーに見せながら、自
分の体験や悩みを話します。カードが手がかりになって自己
開示しやすくなり、発言の機会も均等に保障されました。

研修での気づきとこれからの決意をグループ内で発表。お互
いに 1 日の頑張りをたたえ合い、前向きな気持ちで仲間との
活動を終え、それぞれの学校に戻っていきました。
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教師同士の対話における工夫・配慮は
生徒との対話においても有効

　若手・中堅教師による自主研修会がスタートした

背景には、「変わらなければ」という危機感があり

ました。教育環境が変化する中、従来と同じ指導観・

方法では行き詰まるのは分かっているけれども、1

人で考えても現状を打破する方法が見えてこない。

それならばみんなで考えようと、企画メンバーとし

て有志が集まり、「チーム長崎」をスローガンにス

タートしました。メーンターゲットはミドルリー

ダー層ですが、実際には高い改革意識を持つベテラ

ン層も積極的に参加し、公立・私立の区別なくそれ

ぞれの知見、そして危機感と展望を持ち寄っていま

す。

　当初、研修会は著名な講師の話を聞くことが中心

でしたが、６回目から会を進行するファシリテー

ターを置き、参加者同士の対話に多くの時間を割く

ようにしました。初めてファシリテーターから「受

け入れがたい意見でも否定をせず、『なぜ、自分は

この意見に反対なのか』と考えてみてください」「沈

黙は議論をサボっているのではなく、より深く考え

ている行為だと受け入れてください」などと話し合

いのグランドルールを提示された時は、正直、そん

なものでうまくいくのかと思いました。ところが、

実際に対話が始まると、みんな自分の意見をどんど

ん言うのです。対話の心得を丁寧に説明することの

効果の大きさにとても驚きました。

　研修会で学んだことは、学校での生徒との対話で

も役立っています。「否定しないでまずは耳を傾け

る」「沈黙を恐れず、生徒の言葉を待つ」など、こ

ちらが心に留めておくと、生徒はとてもよく自分を

語ります。また先日、１学年の先生方と「生徒を前

向きにする」というテーマで話し合いをした時は、

いろいろな教科の視点から自由に意見を言っていた

だきたかったので、教科やキャリアにとらわれない

グループをつくって進めました。職員室でワイワイ

ガヤガヤと生徒のことを語り合う時の雰囲気で会議

ができた気がしますし、後日、いつもは厳しく生徒

を見守っているベテランの先生が、ほかのクラスの

先生に「あなたのクラスの生徒はここがいいね」と

褒めている様子を見て、会議での体験を生かしてく

ださっているのかなとうれしくなりました。

　今回の研修会の後には懇親会を行い、たくさんの

先生が参加してくださいました。私自身は、「懇親

の場でないと本音が言えない」という考えではあり

ませんし、懇親会への参加を強いるのも大反対です。

その前提の下で、会議とは違った雰囲気でさらに話

ができる場は、価値があると思うのです。だから、

懇親会でなくてもよいので、話したい人と自由に語

り合える時間を、会議や研修の中に組み込む工夫を

したいです。コーヒーを片手に、あえて机のないス

ペースで立ち話のようにフリートークをしてもらう

のも一案だと思います。工夫次第で自由で気軽な会

議はできるはずです。

　会議や研修は、目的に合わせて進め方を大胆に変

えていくことが必要です。そのためには、会議や研

修を企画・運営する私たちが、ファシリテーション

のスキルを学ぶことも大切です。今は九州にもそう

した機会は増えています。学びのために一歩を踏み

出すチャンスは、私たち教師の前にもあるのです。

学校の会議・研修にも
工夫できる余地はたくさんある

研修のあり方そのものを
学校に持ち帰り、生かしていく

長崎県立長崎南高校　田崎一哉
たさき・かずや　
教職歴27年。同校に赴任して８年目。
１学年主任。進路指導部。英語科。
若手・中堅教師による自主研修会の企画・運営メンバーの１人。

研修会企画・運営メンバーの声
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『VIEW21』高校版　読者モニター

52 Februar y  2018

今号の「大学の学び　最新ナビ」で取り上げ
させていただいた、法政大学キャリアデザイ

ン学部の取材では、実際のゼミ活動にも参加させていただき
ました。その日は、企業の方も交えて、次の活動に向けた企
画案を検討されていましたが、それぞれが考えてきたアイデ
アをぶつけ合い、議論する様子から、学生の皆さんの熱意
やチーム力を感じました。大学での学びを通して、社会で求
められる実践力を身につけるだけでなく、自らの志を見つけ、
突き進んでいく姿に
元気をいただきまし
た。彼らが社会に出
て、それぞれのフィー
ルドで活躍されていく
ことを心から応援して
います！（北澤）

『VIEW21』高校版編集部では、「現場とともに考える」情報誌を
つくるため、『VIEW21』高校版に対するご感想やご意見をお寄
せいただける先生からのご応募をお待ちしています。

〈個人情報の取り扱いについて〉をご確認いただき、
下記のいずれかの方法でご応募ください

募集しています！
を 編集後記

Reader ’s  VIEW　

「チーム学校」の重要性
　事例校の取り組みなどを通して「主体的・対話的で深

い」思考が必要なのは教師自身であり、その場と時間を

確保するマネジメントが必要だと感じた。そのためには、

管理職のトップダウンによるリーダーシップと、最前線

で授業や生徒指導にあたる教員のボトムアップのバラン

スが重要で、基盤となる教師間の信頼関係を築き、そ

の資質・能力を最大限に引き出す「チーム学校」をいか

につくり上げるかという不易の重要性に、改めて気づか

された。 北海道・札幌市立札幌開成中等教育学校　松澤剛

社会と向き合い、かかわり合うための「発信力」
　千葉県立幕張総合高校を始め、これまで誌面で取り上

げられてきたどの学校も、「生徒に育みたい資質・能力」

を校内で十分検討して具体化し、指導方針を明確に示し

て、学校全体が大きく動き出している様子が伝わってくる

内容であり、非常に参考になった。国際的に活躍できる

人材の育成が求められているが、国際的な場では、発言

の機会を自らつくらないと自分の意見を知ってもらうこと

はできない。受け身で対処するのではなく、社会や世界

に主体的に向き合い、かかわり合っていける人材を育む

ためにも、千葉県立幕張総合高校が重視した「発信力」

はとても大切だと考えている。　　　　 富山県　匿名希望

日々の活動の中で熱く議論できる職場づくりを
　岡山県立林野高校が、学校経営計画に教師同士で語

り合った言葉を入れていることは、教師の主体性を引

き出す上で非常に重要だと感じた。また、育みたい資

質・能力を教科指導に落とし込むことにより、教師自

身が教科指導の目的を深化させていることに共感した。

一方、校内でワークショップを行い、学校が目指す方

向を深化させることが昨今重視されている。そのこと

自体には賛成であり、私も積極的に推進している。ただ、

そういった場がなくても、日々の活動の中で熱く議論

できる職場をつくり、発信できる教師を育てたいとも

考えている。 　　　　岩手県立大船渡東高校　川村俊彦

•先生が話を聞いてくれるので安心で
きる。　　　　　　　　　　 愛媛県

•先生の言葉を信じて頑張ります。
山梨県

•先生の授業は分かりやすい。長崎県

•先生の古典の授業を受けて、将来
は国語の先生になると決めました。　

山口県

•僕の目標は先生を越えることです。
和歌山県

2017年 12 月号・特集へのご意見

テーマ
今年度、生徒から言われて
一番うれしかった言葉

次号は4月16日発行（予定）
『VIEW21』高校版は年 6回の発行です

高校版 2018 　 月号4

❶下記２次元コードを読み取って
アクセスいただき、
必要事項をご記入
の上、ご送信くだ
さい。

❷学校名、お名前、分掌、ご教職歴を
ご記入の上、下記の e-mail アドレスに
ご送信ください。

view21_since-1975
@mail.benesse.co.jp

先生方からの
ご意見を
紹介します

〈個人情報の取り扱いについて〉　『VIEW21』高校版・読者モニター募集でご提供いただく個人情報は、アン
ケートの集計・分析による VIEW21 誌面評価、企画開発、VIEW21 誌面・ウェブサイトへの掲載、教育情報
の提供ならびに謝礼の発送の目的で利用いたします。お客様の意思によりご提供いただけない部分がある場
合、手続き・サービス等に支障が生じることがあります。また、商品発送等で個人情報の取り扱いを業務委
託しますが、厳重に委託先を管理・指導します。個人情報に関するお問い合わせは、個人情報お問い合わせ
窓口（0120-924721、通話料無料、年末年始を除く、9時～ 21時）にて承ります。

（株）ベネッセコーポレーション　ＣＰＯ（個人情報保護最高責任者）
上記をご承諾くださる方はご送信ください。
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今月の表紙　北海道伊
だ て

達緑
みどりがおか

丘高校　小
こ

関
せ き

　隼
じゅん

先生

生 徒 と 紡 ぐ

小関　隼先生　教職歴７年。同校に赴
任して３年目。進路指導部。２学年担
任。英語科。

北海道伊達緑丘高校　全日制／普通科／共学／１学年約 140人／ 2017 年度入試合
格実績（現役のみ）国公立大は、小樽商科大、室蘭工業大などに5人が合格。私立大は、
北星学園大、北海学園大、文教大などに延べ 50人が合格。

授業に夢中！
　　　小関先生の英語の授業では、ペアで話したり、
エッセーを書いたりと、絶えず英語を使っているし、し
かも自分の考えを伝える課題が多くて、頭が常にフル
回転しています。いつも50分間があっという間です！
　　　１年生の最初の頃は３～４つの単語をつなげて
話すだけで精いっぱいだったけれど、２年生になった
今では、２文くらいならすらっと話せるようになりまし
た。エッセーもだいぶ書けるようになり、自分でも驚
くほど英語力が上がっていると手応えを感じています。
　　　エッセーは、５分間で平均 50 単語以上は書け
るようになったよね。誰もが話したい、書きたいと思うよ
うなトピックを選び、活動を工夫してきたかいがあったよ。
　　　印象に残っているのは、最初と最後だけ英文が
決まっていて、その間を１人1文ずつ書いて、クラス全
員で物語を完成させた活動です。話をスムーズにつな
げるために前の人までが書いた英文を真剣に読んだし、
どう展開させようかと想像して書くのは楽しかった！
　　　事実や意見だけでなく、ユーモアのあることも
英語で表現できるようになってほしいと思って、この
活動を取り入れたんだ。みんな、想像力を発揮して、

かなり盛り上がったね。
　　　正直、授業以外で英語を使う機会はそんなに
ないと思っていましたが、修学旅行先で外国人に場所
を尋ねられたことがありました。思いの外聞き取れて、
英語で答えることができ、授業で学んだことは役に立
つんだと思いました。それと、相手の話す英語が先生
の発音と同じで、「先生、すごい！」と感動しました。
　　　それはうれしいな。先生が本格的に発音を学
び始めたのは大学時代で、１年間の留学もしたけれど、
今もＣＤを聞きながらの発音練習は欠かせないよ。
　　　修学旅行から帰ってきた後、授業でとっさに単
語が出てこないことがありました。ずっと授業がなかっ
たからだと思うと、毎日続けることが大切なのだと実
感しています。もう少し上手に英語を話せるようにな
りたいので、長く話す機会が授業にあるとうれしいです。
　　　みんな、かなり力がついてきたし、今度取り入
れよう！　将来、仕事で英語を使ったり、外国人と友人
になったりと、英語が必要な時に英語力がないからと
諦めてほしくないので、今後も、楽しみながら学べる
授業にしていくために工夫していくよ。

生徒

生徒

生徒

先生

先生

先生

生徒

生徒

先生

徒は誰もが大きな力を秘めています。一人ひ

とり成長の仕方やスピードが違うので、私た

ち教師はつい見逃していることがあるかもしれませ

ん。しかし、今はまだ見えなくても、すべての生徒

が美しい力を持っていることを、私はたくさんの生

徒から教わってきました。Ａ君もその１人です。

　Ａ君は、教室では独りで過ごすことが多い生徒で

した。独りでいることは悪いことではありませんが、

持っている能力を社会で生かしていくためには、人

とつながるスキルも身につけてほしい。そして、ク

ラスの生徒たちには、お互いの個性を受け入れ、生

かし合える力を養ってもらいたい……担任の私はそ

う思いました。

　まずはＡ君のことを理解しようと、時間を見つけ

ては彼と話をしました。自分が居心地がよいと思う

ことや困っていることを私に伝えることで、他者と

つながる経験をしてもらいたかったのです。その一

方で、人とかかわるのが得意な生徒には「いつも独

りでいる子がいたら、みんなとかかわれるように気

にかけてほしい」と話し、生徒同士の自発的な働き

かけも促しました。

　当初、Ａ君との会話はぎこちないもので、彼も私

に打ち解けた様子は見せてくれませんでした。かか

わり方が間違っているのだろうかと不安になること

もありました。それでも数か月すると、次第にＡ君

から私に話しかけてくるようになり、さらにしばら

くすると、ほかの生徒がＡ君に勉強を教えてもらう

場面なども見られるようになりました。

年が過ぎたある日、Ａ君は「話を聞いてほし

い」と私のところへやってきました。そして、

日常生活の悩みや将来への不安など、自分自身のこ

とを一気に、一生懸命に語りながら、「先生はどう思

いますか？」と私に尋ねました。私は、彼の言葉に

精いっぱい耳を傾け、自分の考えを率直に伝えまし

た。彼の人柄に触れ、知らなかった彼を発見してい

く思いがしました。そして、ひとしきり話し終わると、

Ａ君は私に言ったのです。「これが僕です。僕の

ことを分かっていただけたでしょうか」。

　思いもよらない言葉に私は驚きました。そして、

Ａ君にとって、他者に自分のことを話すということ

は、どれほど勇気がいることだったのかを初めて理

解しました。彼にとって「分かってもらう」という

ことは、ただ言葉をやり取りすることではなく、今

の自分そのものを信頼できる他者に預けることだっ

たのです。人が人に対して勇気を振り絞り、力強い

意思を持って自分の思いを率直に伝える美しさを前

に、私は感動で胸がいっぱいになりました。

会には多様な個性を持つ人たちがいます。そ

して私たちは、自分にはない個性を前にした

時、それを受け入れることに躊躇することもありま

す。しかし学校は、お互いの個性を自分の尺度で解

釈せず、誰もが秘めている美しい力を信じ、相手の

立場に自分を置いて理解し合える場であってほしい

と思います。すべての生徒が、「これが私です」とあ

りのままの自分を仲間に預け、安心して居続けられ

るクラスをつくっていきたいと思っています。

No. 006
京都府・京都市立銅

どう

駝
だ

美術工芸高校

渡邉野子先生
わたなべ・なおこ

T o u c h e d  M y  H e a r t

◎教職歴19 年。同校に赴任して６年目。
企画推進部主任。美術工芸科。 

京都府・京都市立銅駝美術工芸高校　全日制
／美術工芸科／共学／１学年約 90 人／2017
年度入試合格実績（現浪計）：国公立大は、金
沢美術工芸大、京都市立芸術大、広島市立
大などに31人が合格。私立大は、成安造形大、
京都精華大などに延べ 67人が合格。
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サービスセンター

生徒とともに気づく

主体的・対話的で深い学びへ
実践　アクティブ・ラーニング
物理　
愛知県立知立東高校　都築慶和

英語　
大阪府立和泉高校　森　一真

指導変革の軌跡
宮城県・私立東北学院中学校・高校
三重県立桑名北高校

先生方とともに
高校生の今と未来をつなぐ

2 0 1 8
V o l u m e 6
高 校 版
〈ビュー21〉

ちりゅうひがし

2
0

1
8

  V
o

lu
m

e
6

ビ
ュ
ー
21
　●
　高
校
版
　

2
月
号

Q
7-
58
2-
00
0

20
17
年
度
V
IE
W
21
高
校
版
　
2
月
号

表
1-
4
Ｃ
Ｍ
Ｙ
Ｋ
新 組
01
/2
2

池
田

-
-/
- -

-
-/
- -

-
-/
- -

-
-/
- -


	hy1_view21koukou-2g_A4断切
	hy2_view21koukou-2g_A4断切
	P001_view21koukou-2g_A4断切
	P002_view21koukou-2g_A4断切
	P003_view21koukou-2g_A4断切
	P004_view21koukou-2g_A4断切
	P005_view21koukou-2g_A4断切
	P006_view21koukou-2g_A4断切
	P007_view21koukou-2g_A4断切
	P008_view21koukou-2g_A4断切
	P009_view21koukou-2g_A4断切
	P010_view21koukou-2g_A4断切
	P011_view21koukou-2g_A4断切
	P012_view21koukou-2g_A4断切
	P013_view21koukou-2g_A4断切
	P014_view21koukou-2g_A4断切
	P015_view21koukou-2g_A4断切
	P016_view21koukou-2g_A4断切
	P017_view21koukou-2g_A4断切
	P018_view21koukou-2g_A4断切
	P019_view21koukou-2g_A4断切
	P020_view21koukou-2g_A4断切
	P021_view21koukou-2g_A4断切
	P022_view21koukou-2g_A4断切
	P023_view21koukou-2g_A4断切
	P024_view21koukou-2g_A4断切
	P025_view21koukou-2g_A4断切
	P026_view21koukou-2g_A4断切
	P027_view21koukou-2g_A4断切
	P028_view21koukou-2g_A4断切
	P029_view21koukou-2g_A4断切
	P030_view21koukou-2g_A4断切
	P031_view21koukou-2g_A4断切
	P032_view21koukou-2g_A4断切
	P033_view21koukou-2g_A4断切
	P034_view21koukou-2g_A4断切
	P035_view21koukou-2g_A4断切
	P036_view21koukou-2g_A4断切
	P037_view21koukou-2g_A4断切
	P038_view21koukou-2g_A4断切
	P039_view21koukou-2g_A4断切
	P040_view21koukou-2g_A4断切
	P041_view21koukou-2g_A4断切
	P042_view21koukou-2g_A4断切
	P043_view21koukou-2g_A4断切
	P044_view21koukou-2g_A4断切
	P045_view21koukou-2g_A4断切
	P046_view21koukou-2g_A4断切
	P047_view21koukou-2g_A4断切
	P048_view21koukou-2g_A4断切
	P049_view21koukou-2g_A4断切
	P052_view21koukou-2g_A4断切
	P053_view21koukou-2g_A4断切
	P054_view21koukou-2g_A4断切



